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スイート・プロポーズ










夜の帳に




　窓を開けると、春の風が窓際に置かれた植木鉢の花を揺らす。

　自分が入社した時から、この小さな植木鉢は窓際に置いてあった。いったい誰が置いたのか、今でも謎のまま。オフィスの一角に植木鉢があっても誰も気に留めないからだろう。

「おはよう」

　けれど小こ宮みや円まど花かは、この花を気に入っている。彼女のデスクのちょうど真後ろにあるからだ。出社するたび目に入るし、今では声をかけるようになった。

　円花は、大手化粧品メーカー『ミルフルール』の広報部で働いて四年目。七月で二十六歳になる。

　この仕事にも慣れてきて、とりあえず半人前からは脱しただろうと思う今日この頃。

「水やり終わり、っと」

　朝の誰もいない広報部に一番乗りするのは、だいたい決まっている。円花か、部長の夏なつ目め優ゆう志しだ。今日は円花が一番乗りだった。

「コピー用紙の補充もよし。デスクも綺麗に拭いた」

　朝のうちに済ませておける雑務を片付けるのが、彼女の日課だ。

　入社した当初、これらの細々とした雑務を円花は自ら引き受けた。新入社員だから、というのもあったけれど、雑務も大切な仕事だと思う。些細なことだが、するのとしないのとでは、働く環境も違ってくるものだ。そうしたらいつの間にか、日課になってしまっていた。

　部長の夏目は、先に来ていても観葉植物の水やりくらいしかやらないが。

「ん～！　今日もいい天気」

　自分のデスクに戻り、いそいそと文庫本を引き出しから取り出す。朝の日課のひとつに、この読書も含まれる。

　朝の誰もいないオフィスで、静かな読書にふけるこの時間がたまらなく好き。

　おもしろそうな本であればジャンルは問わないが、会社で読むのは大抵が推理小説。要は、本好きなのだ。

　学生時代の友人からは、『出版社とかに勤めればいいのに』とよく言われたが、読むのが好きなのであって、作りたいわけではない。

「…………」

　二日ほど前から読み始めた推理小説は、クライマックスも近い。

「……あ、おはようございます」

　人の気配がして顔を上げれば、上司である夏目が出社していた。

　今年で三十三歳の彼は、見た目のよさから女子社員に人気がある。

　背は百八十㎝近くあり、スーツが似合うすらりとした長身。切れ長の瞳が印象的で、『睨まれるとちょっと怖いけど、そこがクールでいい』のだと女子社員たちは話している。男性なのに、肌がとても綺麗で、常に清潔感がある。

　独身で現在フリーらしいが、女性関係の浮いた噂は一切聞かない。

　なによりも、彼の私生活は謎が多い。興味本位で、誰かが休日の過ごし方を聞いた時も、夏目はただ『普通だ』としか言わなかったそうだ。だから、社内では『部長はお洒落な休日を過ごしているんだろう』と勝手なイメージができあがってしまっている。

「おはよう」

　自分のデスクに鞄を置き、まっすぐ給湯室に向かう夏目。しばらくして、マグカップをふたつ持って戻ってきた。

「ん」

「あ、ありがとうございます」

　湯気が揺らめくコーヒーが注がれたマグカップを受け取り、小さく頭を下げる。これも、ある種の日課だ。

　今日は夏目がコーヒーを淹れたが、夏目が先に出社し、後から円花が来た場合は円花がコーヒーを淹れる――という暗黙のルールのようなものができあがっていた。

「……熱」

　舌を火傷やけどしないよう気をつけながら、コーヒーを一口飲む。

　夏目は自分のデスクで、パソコンを開く。

　お互い、会話はない。

「…………」

　円花は本に視線を戻し、物語に集中する。

　響くのは秒針の音や、タイピングの音。

　あ、なんか読んでる。

　ちらりと夏目の様子を窺うと、確認作業が済んだのか、夏目もなにやら本を読んでいる。

　なんの本だろう？　見た目からしてハードカバーだと思うけれど、ブックカバーがしてあるのでタイトルはわからない。

　部長だから、難しそうなの読んでそうよね。……なんて勝手なイメージだけど。

　円花は、夏目が他の部署の社員と親しく話している姿をたびたび目撃している。彼が目立つ容姿をしているから目に入ってしまう、とも言えるのだが。

　交友関係も広く、笑わないわけではないが、如何いかんせんシビアな人だ。物言いもクールで掴みどころがない。社内の女子社員からすると、そこがいいらしいが、円花にはよくわからない、というのが正直なところだった。

　ただ、この朝の雰囲気は嫌いじゃない。沈黙が続いても苦じゃないし、無理してしゃべる必要もない。

「…………」

　チラッとデスクの時計を見ると、もうすぐ他の社員が出社してくる時間だ。

　円花は本を閉じ、引き出しにしまう。

「部長、カップ下げますね」

「あぁ」

　空になったお互いのマグカップを手に、給湯室へ向かう。

　ほどなく、騒々しい足音が静寂を破りながら近づいてきた。

「おはようございま～す」

「おはよう」

「おはようございます」

　朝から元気だなぁ、といつも思う。

　整理整頓とは無縁のデスクの主・倉くら本もと淳じゅん一いちは、親しみやすい性格で、男女問わず友人が多い。

「今日もふたり、早いですね」

「一番乗りは小宮だがな」

「たまには遅刻ギリギリで出社したらどうですか？　ふたりとも」

　倉本は、日によって出社時間がバラバラだ。だが、こうして早く出社してきたということは、早めに片付けたい仕事がある時。

「え～っと、昨日まとめた資料は、と」

「少しは片付けたらどうだ？　そのデスク」

　今にも倒れてしまいそうな、ファイルの山積み。

　夏目の指摘に、倉本は気にした様子もなく笑ってみせる。

「いいんですよ。俺にはどこになにがあるか、完璧にわかるんで」

　……と言いつつ、お目当てのファイルを探せてないじゃない。

　円花は心の中でツッコミを入れ、パソコンの電源を入れる。

　倉本の「見つけたー」という歓喜の声が聞こえたかと思うと、次いで雪崩の音がオフィス内に響く。

「倉本。始業前に片付けておけ」

「………はい」

　床に散らばったファイルをかき集める倉本を見て、円花は小さく笑う。

「おはようございます。なにやってんですか、倉本さん」

　他の社員が続々と出社してきて、オフィス内が騒がしくなり始める。

　今日も一日、頑張ろうかな。

　真後ろの窓からは、雲ひとつない青空が広がっていた。




「小宮さん、確認お願いします」

　十一時過ぎ、恐る恐る声をかけてきたのは、この春入社した新入社員の今いま井い波は奈な。小柄でふんわりとした雰囲気の彼女の教育係を、円花は任されている。

「すぐに見るわね」

　波奈は仕事のスピードは遅いが、丁寧で誤字脱字が少ない。社内報を作成するにあたり、少しだけ記事を任せてみた。

「うん。全体的にわかりやすい文章で合格よ」

「ありがとうございます！」

　ホッとしたのか、波奈の顔に笑みが浮かぶ。

「月曜日、美容雑誌の編集者と会うけれど、あなたも同行する？　部長には許可をもらってるわ」

「いいんですか？」

「何事も経験だからね。どうする？」

　波奈はすぐさま頷き、嬉しそうな笑みを浮かべた。

　彼女の教育係になれたのは、幸いと言える。何名かいる新入社員の中では、波奈が一番素直だ。

「あ、忘れてた。コピーしないと」

　円花は席を立ち、コピー機まで歩み寄る。

　これを終わらせたら、ちょうどお昼休み、と。

　コピーを済ませ、円花はポケットに入れていた携帯をチェックする。同期の月つき島しま美み琴ことからメールが来ていた。

　美琴は、総務部の同期。気が合うのでプライベートでも仲がよく、部署は違っても一緒にランチをすることが多い。

　メールには、【少し遅れるからいつもの店で】と書かれていた。

　これは、愚痴を覚悟しないとかなぁ。

　そんな予感がしつつも【了解】と簡素なメールを返してから、円花はホッチキスに手を伸ばした。




　昼食によく利用するのは、ランチメニューが豊富の穴場的なお店。先に着いた円花はメニュー表を手に取り、品定めをする。

　どれも美味しそうだけど、注文は美琴が来てからにしよう。

　円花は文庫本を取り出し、読書にふける。

　店内に流れるのは、ゆったりとしたメロディーの曲。

「お待たせっ」

　読書開始から数分ほどして、美琴が到着した。円花は本を閉じて、慌てて来た友人に笑いかける。

「そんなに待ってないわ」

　美琴は席に着くと、出されたお冷やを一気に飲み干す。

「あ、もう一杯お水ください」

　ふたりが慣れた様子で注文をすると、美琴は疲れたように椅子に寄りかかった。

「忙しかった？」

「まぁね。この時期は仕方ないけど」

　長い前髪で遊びながら、美琴はぶつぶつと文句を言い出す。

「だいたい、どこの部署もコピー用紙使いすぎなのよ。ボールペンだってまだインク入ってんのに、新しいのよこせとか」

「あはは……」

　耳の痛い話だ。ボールペンはちゃんと使い切るけど。

「しかも、一階の女子トイレ。最近、異様にトイレットペーパーの減りが早いのよね」

「そうなの？　私は一階のトイレ、あんまり使わないから」

「誰か持って帰ってるんじゃないか、っていうのが、うちの部署の予想」

　総務部は、会社の〝なんでも屋〟みたいな仕事が多い。どの部署で働いていても、総務部にはお世話になる。

　愚痴に付き合うのも、友の役目よね。

　美琴はお冷やを飲んでから、一緒に運ばれてきたランチに箸をつける。さすがに美味しいものを食べると愚痴も止まるようだ。

「今年で二十六よね、私たち」

「それがどうかした？」

　美琴の前置きのない唐突な言葉に、円花は食べる手を止める。

「今度、私の高校時代の友達が結婚するの。招待状が来た」

「それは……おめでとう」

「ありがと」

　結婚するのは美琴ではないのだが。

「結婚が現実味を帯びる歳になったのかぁ、ってしみじみと思ったのよね」

「結婚の前に、私たち付き合ってる人自体いないじゃない」

「確かに！」

　おかしそうに笑って、そのテンションが急激な勢いで冷めていく。

「仕事は好きだけど、それに人生を捧げる気はないのよ」

　美琴はパスタを口に入れ、モグモグとよく噛む。一口が大きい。

「円花は予定ないの？」

「あったらよかったんだけどね」

　苦笑いを返し、円花も目の前のパスタを口へ運ぶ。

「なんか、一から恋愛始めるって面倒じゃない？」

「同意したくないけど、わかる。恋愛すると、ペース乱されるのよねぇ」

　単純に言えば、自分のための時間が減る。かわいくない考えだけど、これが〝大人〟になった、ということなのかもしれない。

　時間が気になり、円花は携帯を開く。

　まだ余裕があるようだ。

　円花は店員に、ふたり分のコーヒーを頼む。

「そういえば、あんたんとこの騒がしい男。倉本、だっけ？　あいつが飲み会するとか言ってたわよ」

「飲み会？　あぁ、新入社員の歓迎会じゃない？」

　倉本のことだから、飲む口実が欲しいだけのような気もするが。

「総務部はしないの？」

「どうだろ？　今のところ、予定はしてないなぁ。うちの部署、下戸な人多いし」

　運ばれてきたコーヒーを飲みながら、他愛もない話を時間ギリギリまで楽しみ、会計を済ませて店の外へ出た。

「いい天気ね」

　立ち止まり、円花は空を見上げて、目を細める。

　春の陽気は眠気を誘う。

「明日は雨らしいわよ」

「え、そうなの？」

　先を行く美琴を、円花は慌てて追いかけた。




「小宮さん。今夜新入社員の歓迎会やるんだけど、来れる？」

　美琴の情報通り、倉本が飲み会に誘ってきた。

「大丈夫。ちゃんと参加します」

「さすがは残業知らず」

　倉本は楽しげに笑って、他の同僚に声をかけに行く。

　めったなことじゃ残業をしない円花は、なぜか〝残業知らず〟と呼ばれている。

　きちんと仕事を終わらせて退社するので、不名誉な呼び名ではないとわかってはいるのだが、女性らしくないと思うのは自分だけだろうか？　少し、複雑になる。

「小宮、どうかしたか？」

「あ、部長」

　通りかかった夏目が、眉み間けんに皺しわを寄せる円花に声をかける。

「いえ、なんでも。部長は歓迎会、参加するんですか？」

　ほのかに、夏目からは煙草の香りがする。

　喫煙所帰りだろうか？

「一応な。あんまり飲みすぎるなよ？」

「お気遣いどうも」

　円花が笑いかけると、夏目は自分のデスクへと戻る。

「小宮さん」

「あら、新にい嶋じまさん。どうかしたの？」

　コソコソと話しかけてきたのは、今年で二年目の新嶋梨り乃の。バッチリ決めたメイクに、円花は若々しさを感じてしまう。

「部長、今夜の歓迎会、参加するって言ってました？」

　それを聞きたくて、コソコソしてるわけね。

　円花は苦笑しつつ、小さく頷く。

「やった」

　自他共に認めていることだが、梨乃は夏目狙いなのだ。

　若くして部長に大抜擢された夏目は、将来性もあれば見た目もいい。狙っている女子社員は多いと聞く。

「私に聞かなくても、部長本人に聞けばいいじゃない」

　美容雑誌の編集に渡す新作化粧品の資料を確認しながら、円花は会話を続ける。

「いいじゃないですか。部長が来るなら、気合入れてメイクしないと」

「その前に、気合入れて仕事してね」

「……はぁい」

　円花の指摘に、梨乃は渋々自分のデスクへ戻る。それを見送った円花も、自分の仕事に集中することにした。

　資料の最終確認を済ませ、打ち合わせ用に使う写真も確認する。完璧だ。

　とは言え、春の陽気と満たされたお腹。思わず、お昼寝したい気分になってしまう。

「小宮さん、お電話でーす」

　だけど、そんなことは許されないのが社会人。円花は受話器を取り、お昼寝への未練を断ち切った。




　歓迎会は、会社の飲み会でよく利用する行きつけの居酒屋で行われた。

　幹事は言い出しっぺの倉本で、実に楽しそうだ。右手にビールを持ち、左手には焼き鳥。主役である新入社員たちよりもはしゃいでいる。

「小宮さん、隣いいですか？」

　ウーロン茶を手にした波奈が、控え目に尋ねてきた。

「いいわよ、どうぞ」

「ありがとうございます」

　隣に腰を下ろし、波奈は安堵したように肩から力を抜く。

「お酒弱いの？」

「はい。すぐに顔が赤くなっちゃって」

　ウーロン茶をちびちび飲む波奈は、かわいらしい。

「小宮さんは、強いんですか？」

「普通、かな」

　日頃飲む相手の美琴がざるなので、強いかどうか、自分では判断しにくい。

「新嶋さん、部長にべったりですね」

　視線を夏目へと向けると、彼の隣には気合の入ったメイクをした梨乃。だが、夏目はそんな彼女のアピールにまったく気づいていない。気にした様子もなく、ビールを飲んでいる。

　そんな時、夏目の携帯が慌ただしく鳴り響いた。

「いや、会社じゃない。あぁ……わかった」

　夏目は電話を切ると、倉本に小さく耳打ちをして、座敷から出ていく。

　彼女だったりして。

　ビールを飲みながら、円花はそんなことを思う。

　色気のある噂は確かに聞かないが、あれだけの見た目だ。恋人がいても不思議ではない。

「小宮ー、飲んでるかー」

　酔っ払った倉本が、ビールが減っていない円花に絡むような声をかける。

「飲んでますよ」

　夏目のことを頭から追い出し、円花はグラスに残ったビールを飲み干した。




　……あれ？　携帯がない。

　一時間ほどして、円花は自分の携帯が、バッグにも服のポケットにも入っていないことに気づいた。

　会社だよね？　……仕方ない、取りに行くか。

　円花は席を立ち、先に抜けることを飲み会のメンバーに伝える。ちょうど、倉本もトイレから帰ってきた。

「すみません。携帯を会社に忘れてきたみたいなので、今日はこれで失礼します」

「うわ～、間抜けだなぁ」

「ですね。あんまり飲みすぎないよう、気をつけてくださいね」

　倉本に別れを告げ、円花は会社へ戻ることにした。




　夜の帳に包まれたオフィスは、かなり不気味だ。電気は消えて真っ暗で、朝の無人のオフィスとは、別物に見える。

「携帯は……あった」

　デスクのパソコンの裏に隠れていた。見つけられたことに安堵し、バッグに携帯をしまう。

「忘れ物か？」

「……部長？」

　聞き慣れた声に、円花は顔を上げる。そこには、先に帰った夏目がいた。

　どうやら、給湯室にいたようだ。声をかけられるまで、円花は気づかなかった。

「帰ったんじゃ……」

「悪友に呼び出されてな」

　夏目が後ろを振り返ると、苦笑いを浮かべた男性が立っていた。男性の顔には見覚えがある。

「御み堂どう専務？」

「こんばんは。優志、俺は先に帰る」

　ヒラヒラと手を振り、専務はその場から立ち去る。

　夏目はやれやれとでも言いたそうに、肩を落とす。

「専務が悪友、ですか」

「まぁな。歓迎会はどうだ？」

「そうですね。倉本さんがはしゃいでました」

　明日は確実に二日酔いだろう。幸い明日は休みなので、仕事に差し障りはないが。

「あいつは歓迎会を口実に、飲みたいだけだからな」

「そうですね」

　ついでに、騒ぎたいのだろう。彼にとっては、ある種のストレス発散なのだ。

「小宮」

「はい？」

　他に忘れ物がないかチェックする円花を、夏目が呼ぶ。

「個人的なことを聞いてもいいか？」

「答えられるものであれば」

　夏目が部下のプライベートに興味を持つとは珍しい。

　円花は視線を夏目に定め、質問を待つ。

「付き合ってる奴はいるか？」

「へ？」

　予想していなかった質問に、まさしく間抜けとしか言いようのない声が漏れてしまった。

「付き合ってる奴。彼氏はいるのか？」

「いませんが……」

　なんでそんなことを聞くのか。

　円花は意味がわからなくて、とりあえず夏目の言葉を待つ。

「そうか。つまり、フリーってことだな」

「そう、ですね」

　ここ数年、恋愛とは距離を置いている。お誘いがないわけじゃないが、なんというか……仕事終わりに誰かと会うのが面倒なのだ。スケジュールを相手に合わせなきゃいけなかったりするし、つい遠ざけてしまっていた。

「あの、部長？　どうしてそんなことを聞くんです？」

　夏目の表情から真意を読み取ろうとしても、無理だ。読心術なんて使えやしない。

「知りたいのか？」

「えぇ、まぁ」

　知りたいというか、気になるというか。もしかして、遠回しに寿退社の予定はないのか、って聞かれてる!?

　思考が少しばかりネガティブだ。

「……からだ」

「え？」

　考えごとをしていたせいで、夏目の言葉を聞き逃した。

「すみません。もう一度お願いします」

　夏目は呆れたようにため息をつくと、大股で円花に歩み寄る。そして――。

「お前が好きだからだ」

　円花の目を見て、きっぱりと力強く言った。

「……へ？」

　またしても、間抜けな声が出てしまった。

　今、ありえないことを聞いたような……。

　聞き間違いかもしれない。

　そう思うくらいに衝撃的な言葉だったので、頭が混乱してしまいそうになる。

「今度は聞こえたか？」

「は、はい」

　円花は慌てて頷く。

「返事は急がないから、考えておいてくれ。じゃ、お疲れ」

「お疲れ様でした……」

　そう言うと、夏目は何事もなかったかのように、立ち去っていく。

　ひとり残された円花は、呆然とその場に立ち尽くす。

　今、予想もしていなかったことが自分の身に起こった。――部長が自分を好き？

　これは夢だろうか？　いや、違う。けど、夢かなにかみたい。

　あまりのことに、円花は軽いパニック状態に陥っていた。

　ふと時計に目が行く。

　あ……この時間ならちょうどいい電車が。

　円花は我に返り、バッグを手にする。そして逃げるように、オフィスを足早に出た。




　マンションの部屋に帰ってきた円花は、スーツを脱ぎ、部屋着へと着替える。

　歓迎会という名の飲み会で、一応それなりに食べたので、お腹は空いていない。

「……あれって、現実かな」

　古典的だけど、自分の頬をつねってみる。

「いひゃい……。ということは、夢じゃない？」

　赤くなった頬をさすり、円花は先程、夏目に言われた言葉を思い出す。

『お前が好きだからだ』

「は、恥ずかしすぎるっ」

　もう本当に、夢としか思えないようなストレートな告白。円花は枕に顔を埋め、赤くなった顔を隠す。

　いや、恥ずかしいとかの前に……。

　冷静さを一瞬で取り戻した円花は、枕から顔を上げる。

「部長はなんで私を好きなの？」

　自慢にもならないが、夏目とは特別親しいわけではない。上司と部下、適度な距離感を保っていると自負している。

「見た目……は、ありえないか」

　綺麗な顔立ちと言われることはあるが、特別美人ではない。

「お金目当てなわけないし……」

　それなりに貯金はしているが、自分よりも高給取りな夏目が、部下のお金を狙っているとは思えない。

「ん～……全然わかんない」

　考えてみても、答えは出ない。

「考えてくれ、って言われても……」

　つまり、付き合うかどうか考えてくれ、ということだろう。

「部長と付き合う……ダメだ、想像できない」

　いい上司だと思う、厳しいけれど。ただ、それ以上でもなければ、それ以下でもない。

　今後の仕事場での円滑な関係を求めるのであれば、断るべきだと思う。

「上司と恋愛なんて……」

　そこまで考えて、ふと気づく。断るとして、その相手と同じ職場だということを。

　き、気まずいっ。

　公私混同はお互いしないタイプだけど、気まずさは避けられない。

「あ～……！」

　頭を抱え、再びベッドに横たわる。

「明日考えよ」

　考えを放棄し、円花はベッドに潜り込む。

　後回しにして片付く問題ではないことは、わかっていた。ただ、今は考えたくない。

　夏目を頭から追い出して、円花はきつく瞼を閉じた。










穏やかな




　休日のいいところは、早起きをする必要がないことだ。加えて、ひとり暮らしならば、昼過ぎまで寝ていても、誰からも注意されることはない。

　まだ十時……。

　サイドボードに置かれた時計の短針の位置を確かめ、円花はゴロンと寝返りを打つ。

「二度寝しよ」

　布団を引っ張り上げ、惰だ眠みんを貪むさぼろうとした時、携帯が鳴った。

「……あぁ、もう。出ますよ、出ます」

　ベッドから起き上がり、テーブルで充電器に繋がれた携帯に手を伸ばす。

「はい」

《おはよ～、って機嫌悪いわね》

　電話の相手は美琴だった。その元気な声に、自堕落な自分が責められているように感じる。

「二度寝するとこ」

《じゃあ、暇ってことよね？》

「……なんの用？」

　暇と言われれば確かに暇。反論のしようがない。

《お昼おごるから、駅前十二時に》

「あ……切れた」

　ため息をつき、携帯をベッドに放り投げる。

「……シャワー浴びよ」

　本当は寝ていたい。せっかくの休みなんだから。けど、行かないわけにもいかない。

　気持ちを切り替えるために、円花はバスルームへ向かった。




　約束の十分前に、円花は駅前に到着した。さすがに休日ということもあって、人が多い。

　雨の予報だったけれど、晴れている。雲は多いが、見事な青空が広がっていた。

「お待たせ、円花」

　少し遅れて、美琴がやって来た。

　円花は不機嫌さをあらわにして、美琴を睨みつける。

「せっかくの休日なのに、機嫌悪いわね」

「あんたのせいでしょ。二度寝しようと思ってたのに」

　円花の文句を聞きながら、美琴は目当ての店へと向かって歩き出す。

「休日は、休む日なの」

「はいはい。でも、予定なかったんでしょ？」

「ないわけじゃないわ」

　二度寝の後、買い物や洗濯をするつもりでいた。あと、部屋の掃除も。

「機嫌の悪さも、美味しいもの食べれば直るわよ」

　美琴が案内したのは、表通りから外れた、隠れ家的な外観をした店。

「まずかったら許さないから」

「保証するわよ」

　自信ありげな美琴の後に続き、円花も店内に足を踏み入れた。

　古い民家を改築したという店内は、どこか落ち着ける雰囲気がある。

　オススメは春野菜の天ぷら定食とのことで、円花はそれを注文することにした。

「いい雰囲気のお店ね」

「でしょう？　デザートも絶品なのよね」

　メニューは和食が中心で、デザートも和風。あんみつや抹茶パフェなど、種類も結構あって食べてみたくなる。

「昨日の飲み会、どうだった？　楽しかった？」

「……新入社員の歓迎会よ」

　お茶で喉を潤して、円花は頬杖をつく。

　昨夜の衝撃的な〝告白〟を、思い出してしまった。

「楽しくなかったの？」

「会社に忘れ物して、途中で抜けたから、私」

　その後、予想もしていなかった出来事が起きたが。

「……美琴、口は堅いほうよね？」

「内容にもよるわね」

　いたずらっぽく笑う友人を、円花は軽く睨む。

「冗談よ。で、どんな秘めごとなの？」

　秘めごと、という言い方が若干気になるが、今はかまわず、先に話を進めることにした。

「告白されたの」

「それは、おめでとう？」

　円花の表情に嬉しさを感じないので、あえて祝いの言葉に疑問符をつけた美琴。

「嬉しくなさそうね。相手は誰？」

「部長」

　回りくどい言い方も、もったいぶった言い方もしない。

　相談するつもりで話を切り出したのだから、ここはストレートに言わなくては。

「部長って言うと、夏目部長？」

　コクリと円花は頷く。

「いいじゃない。夏目部長、かなりの優良物件だし」

「優良物件って……」

　相変わらずの物言いに、円花は苦笑するしかない。

　確かに優良物件よね、部長って。

　運ばれてきた春野菜の天ぷら定食は、炊きたての白ご飯にお吸い物。それと、菜の花のお浸し付きだ。

「菜の花……春だわぁ」

　パクリとお浸しを口に運ぶ。

「で、返事は？」

　美琴の問いに、円花はお吸い物を飲もうとした手を止める。

「断るべきだと思ってる」

「もったいない。うちの会社、別に社内恋愛禁止じゃないんだから」

　円花は食事を再開しながら、美琴の話に耳を傾ける。

「じゃあ聞くけど、部長はなんで私に告白したと思う？」

「……顔、とか？」

「本気で言ってる？」

「美人じゃん、円花」

　平然と答える美琴に、ついため息を漏らしてしまう。

「特別美人じゃない。それに、もし顔だとしたら、なんで今告白するのよ」

　入社四年目。告白する機会は、他にもあったと思う。

「う～ん……仕事ぶりに惚れたとか？」

「部長が、部下で、しかも女の私の仕事ぶりに惚れると思う？」

　口にすることすべてが却下されて、美琴は不満げに口を尖らせる。

「ん～……夏目部長って謎な人だからねぇ」

「なに考えてるのかわかんないし」

　見た目もよくて、背も高くて、仕事もできる。知り合った当初は冷たい人かと思ったが、知っていくうちにそれだけじゃないことにも気づいた。

　夏目は仕事熱心なのだ。部下思いだし、質問すれば真しん摯しに答えてくれる。他の部署の女子社員がどう思っているのかはわからないが、少なくとも円花はそう思っている。

「そんな人が円花に告白、ねぇ」

　入社した当初から、夏目は円花の上司だった。あの頃はまだ部長ではなかったが、厳しいのは当時から変わっていない。

　う～ん……。嫌われていると思ったことはないけど、好意を持たれていると思ったこともなかったなぁ。

　円花自身、夏目のことは尊敬している。夏目にビシビシしごかれたから、今の自分があるのだ。尊敬すると同時に感謝もしている。

「でもさぁ、振った相手が上司って、気まずいわよね」

　蕎麦をすすり、美琴が楽しげに笑う。

「うっ！　それは……大丈夫よ。部長は公私混同する人じゃないから」

　お互い大人だし、そのあたりの心配はしないようにしている。

「確かにね。でも、ホントにもったいないわよ、断るなんて」

　円花が残しておいたお浸しの残りを、美琴は容赦なく奪って口に放り込む。

「ちょっと！」

「もう食べちゃった。……部長のこと嫌いじゃないんでしょ？　付き合っちゃえばいいのに」

　ニヤニヤ笑う友人の眉間に、デコピンをかます。

「痛ッ」

「尊敬してるし、感謝もしてる。けど、上司と恋愛なんてありえないでしょ？」

　それこそ、振った後の気まずさよりも、付き合ってしまってからの気まずさのほうが耐えられそうにない。

「楽しそうじゃない、上司と恋愛」

「他人事だから、そう言えるのよ」

　最後に食べようと残しておいたタケノコの天ぷらを楽しんで、円花は箸を置く。

「デザートどうする？」

「食べる。……だいたい、好きでもない曖あい昧まいな気持ちで付き合うのって、相手に失礼じゃない」

　メニューのデザート欄を見ながら、抹茶パフェにしようかどうか悩む。

「あんたのそういうトコ、私好き」

「ありがと。……それに、恋愛は面倒、ってつい最近言ったばかりだし」

　告白されたからと食いついてしまったら、それこそ間抜けだ。

　円花は抹茶パフェ、美琴はクリームあんみつに決めた。店員を呼び、注文を手早く済ます。

「じゃあ、そんな友人に私からささやかなアドバイスをあげよう」

「なに？」

　こんな友達だけど、頼りになるんだ。アドバイスをくれると言うのであれば、聞いておいて損はないだろう。

「返事はしばらく保留にすべきね」

「私、月曜日に断る気満々なんだけど」

　多分、いや確実に朝の一番乗りは自分か夏目。ふたりきりで話すには、絶好のシチュエーションだ。

「早まらないの。よく聞いて」

「う、うん」

　真剣な面持ちの美琴に、ちょっと押され気味になる。

「夏目部長が、今になって告白したってことは、あんたを好きな〝きちんとした理由〟があるのよ」

「そうなの？」

「多分ね。断るのは簡単だけど、逃した魚は大きかった――なんて後悔はしたくないでしょ？」

「……美琴。あんた、スッゴく悪い顔してるわよ」

　円花の指摘に、美琴は気にした様子もなく笑って済ます。

　きちんとした理由、ねぇ。

　美琴のアドバイスを真に受けるわけじゃないが、納得できる部分もある。

「……返事、しばらく保留にしとく」

「賢い選択ね」

　運ばれてきたデザートに、美琴は嬉しそうな笑みを浮かべる。

「それに、あんたが部長を好きになる可能性だってあるわけだし」

「告白されたから好きになるって、現金すぎない？」

　円花は抹茶パフェの白玉を、パクリとスプーンで口に運ぶ。

「相手を意識したきっかけが告白だった、ってだけの話よ」

　クリームあんみつに、満足感溢れる笑みを浮かべている美琴。それを見ながら、円花はパフェを食べる手を止める。

「まぁ、うん。言ってる意味はなんとなくわかるけど……やっぱり現金すぎる気がする。あ、そうだ。この後、ちょっと買い物に付き合って」

「いいけど、なに買うの？」

「リップグロス。ちょうど使い切っちゃったし、春らしい色のでも買おうかな、って」

「あ、いいわね。私も新しいの欲しい」

「季節が変わると、いろいろ目移りしちゃうのよね」

「春は特にね。なんなら、今日はいろいろ見て回る？」

「いいわね」

　ふたりは昼食後に行く店について話し出す。

　恋の話より、買い物の話のほうが気が楽でいい。

「あ～……お腹いっぱい」

「ごちそうさまでした」

　デザートを残さず完食して、ふたりは満足感に浸る。

「んじゃ、行こっか」

「あ、自分の分は払うから」

　バッグから財布を取り出し、円花は席を立つ。

「おごるわよ？」

「いいの。話聞いてもらったし」

　友達だからと言って、甘えすぎるのもよくない。

「それに、美味しかったし。いい店教えてもらった」

「でしょ？」

　美琴の自信ありげな笑みに、円花は苦笑して頷く。

「ん～……！　んじゃ、買い物行きますか」

　店を出て、美琴は大きく伸びをする。

　朗らかな春の陽射しを浴びながら、円花は友人と共に休日を謳おう歌かした。




　月曜日。一番乗りは円花だった。

　数冊の雑誌が入ったコンビニ袋をデスクに置いて、上着を脱ぐ。

「シュレッダーのゴミは……満杯か」

　いつも通り、雑務をテキパキとこなしていく。

　コピー用紙の補充や、観葉植物への水やり。それらを済ませてから、ゴソゴソと買ったばかりの雑誌を取り出す。

　情報収集も、大事な仕事だ。美容雑誌は必ず読むようにしているし、ファッション雑誌も一通りは目を通す。

「…………」

　雑誌に目を走らせながらも、チラチラとデスクの時計に目が行く。

　もうすぐ部長が出社してくるはず。告白されたわけだし、多少なりとも、反応が気になる。部長の性格からして慌てたりはしないだろう。……もしかして照れたりするとか？

　そんな夏目が想像できなくて、雑誌に意識を戻す。

「……集中できない」

　広げた雑誌に突っ伏して、円花はデジタル時計を凝視する。

　四十八秒……五十二秒……一分。時間は規則的に、狂うことなく進んでいく。

　しっかりしろ、私。

　顔を上げて、雑誌のページをめくる。

　あ、うちの化粧品載ってる。

　こういうのを見ると、単純に嬉しくなる。

　美琴と買ったリップグロスも、店員から売れ行き良好と言われた。早速、今日から使っている。

　いい色よね。春にピッタリ。

　思わず微笑んでしまう。

「おはよう、小宮」

「お、おはようございます！」

　夏目の登場に、円花は驚いて椅子から立ち上がってしまった。

「す、すみません……」

「いや。朝から元気だな」

　小さく笑って、夏目は自分のデスクへ向かう。鞄を置き、いつも通り給湯室へ。

「ん」

「ありがとうございます……」

　円花にコーヒーの入ったマグカップを渡すと、夏目は自分のデスクへ戻る。

　……いつも通り、よね？

　これといった変化は、まったく見えない。動揺もなければ、照れた様子もなくて、なんだか――。

　告白されたの、私の夢だったのかしら……？

　そう思うくらいに、夏目はいつも通り。

　円花は雑誌に視線を戻すが、やっぱり意識は夏目へ向いてしまう。

　う～ん……やっぱり、整った顔してるわよねぇ。

　入社した当初から美形だと思っていたが、最近は歳を重ねて出てきた色香のようなものまで加わって、いい男としてさらに磨きがかかったように見える。

　なんで私に告白なんか……さっぱりわからない。

　よりどりみどりだろうに、と円花は無言のまま夏目を凝視する。

「俺の顔がそんなに珍しいか？」

「あ、すみません……」

　夏目に指摘され、慌てて目を逸らす。そんな円花を見て、夏目は微笑む。

「急くつもりはないから、ゆっくり考えろ」

「は、はい」

　夏目はパソコンを閉じると、ブックカバーのかけてある本を取り出す。

　やっぱり、現実か。

〝告白〟された。

　この事実は、静寂なふたりの関係に穏やかな波紋を広げる――かもしれない。そんな予感がした。




「あ～、疲れた」

　タクシーの中で、円花は素直な感想を口にする。

　つい先程、美容雑誌の編集者と会ってきたところだ。

　季節は春だが、夏に向けて記事の打ち合わせ――を兼ねてのランチだった。

「あの編集の高たか柳やなぎさん、でしたよね？　すごくいい人でしたね」

　円花は何度か仕事を一緒にしたが、波奈は今日が初対面。

「そうね。でも気をつけなさい。ワーカホリックだから、電話とかメールがすごい量になるわよ。えっと……明後日は打ち合わせ……」

　手帳を開き、少しだけ動きが鈍る。

　明後日の打ち合わせは、夏目に同行するのだ。ＣＭに起用するモデルと、夕食を交えて会う。

　公私混同はしないつもりだけど……気にしてしまう自分が情けない。

　告白した張本人の夏目は、至って普通だというのに。

「小宮さんは、部長が教育係だった、って聞いたんですけど、本当ですか？」

「そうよ。誰から聞いたの？」

「倉本さんです。歓迎会で言ってました」

　あのおしゃべり男め。

　倉本は酒癖はさほど悪くないが、アルコールが入るとおしゃべりになる。

「部長、厳しいですよね」

「そうね、厳しかったわ」

　あの頃のことを今思い出しても、苦笑いしか出てこない。

　夏目の半分は厳しさでできてるんじゃないか、というくらい、厳しかった。

　トイレでひとり泣いたこともあった。

　どんなに悔しくても、意地でも夏目の前では泣くまい、と唇を噛んで涙を堪えていた。

　負けん気が強かったのね。我ながら、かわいくない新入社員だった、と思う。

　その翌年、夏目は部長になった。あの若さで異例の大抜擢、と多くの社員が盛り上がっていたのを思い出す。

「私、小宮さんが教育係で嬉しいです」

「そう？　じゃあ、もっと厳しくしようかしら。部長みたいに」

「えー!!」

　驚く波奈に微笑みながら、円花は窓の外に目を向ける。

　厳しいけど、尊敬できる上司に出会えたと思っている。

　だからこそ、わからないのだ。あの部長がなぜ、自分に告白したのかが。

「……はぁ」

　小さなため息は、隣に座る後輩に聞かれることなく、宙に溶けて消えた。




　これといった自慢のない円花だが、タイピングの速さには自信がある。

　書類を作成しながら、チラッと時計を見た。

　今日も定時で上がれるわね。

　残業知らず、とつい頭の中で呟いてしまう。

「小宮……助けて」

「な、なにしてるんですか、倉本さん」

　突然、すがるように現れた倉本に、円花は笑顔を引きつらせる。

「今から印刷所に抗議しに行くんだが、この会議用資料をお前に託したい」

「……は？」

　そう言って、半ば無理矢理に押しつけられた資料の山。

「部長に今日中に提出しろ、と言われたんだが、俺は印刷所にどうしても行かなきゃならないんだ！」

　熱弁をふるう倉本と資料を交互に見つめ、円花はため息をつく。

「わかりました……」

「さっすが小宮様！　今度飯でもおごるからさっ」

　様付けに、ちょっとだけイラッとしたのは言うまい。

　円花は走り去る倉本を見送り、渡された資料に目を通す。

「なんで急に印刷所……」

「できあがったポスターの色に、納得がいかなかったらしい」

　独り言に返事が返ってきて、円花は顔を上げる。

「部長……」

「悪いな。明日の会議で使う資料なんだ」

「いえ、大丈夫だと思います」

　夏目がデスクに戻るのを確認して、円花はパソコンに向き直る。

　定時は無理、かな。引き受けた以上、中途半端な仕事はできない。

　円花は気合を入れると、慣れた手つきでタイピングを始めた。




「ん～、終わったぁ」

　二十時前に、なんとか引き受けた仕事を終わらせた。見直しもしたし、あとは夏目に提出すれば、ようやく帰れる。

「部長、終わりました」

「ん」

　残っているのは、円花と夏目だけ。夏目は、円花が終わるのを待っていたので、ある意味巻き添えだ。

　まったく倉本め。急に仕事を押しつけるなんて。

　電話を受けた波奈から聞いたが、かなり印刷所で暴れたらしい。

「問題ない。これで大丈夫だ」

　夏目の言葉に、円花は安堵の息を漏らす。

「明日、倉本に文句言ってやれ」

「そうします」

　ふたりは揃って、帰り支度を始める。

　……なんか、似たようなシチュエーション、前にもあった、よね？

　ふたりきり。夜のオフィス。

　思い出しそうになり、円花は小さく頭を振る。

　ダメダメ。考えたら気まずくなるんだから。

「部長、お先に失礼しますっ」

　あからさまな逃げ方で、円花は廊下に出る。早足でエレベーターに向かい、ボタンを連打。

「エレベーターを壊す気か？」

「あ……」

　逃げたつもりだったが、夏目は余裕で追いついた。

　階段で行けばよかった。……ううん、この状況に慣れるべきよ、むしろ。

　返事を保留にすると決めた手前、その決定をやすやすと覆くつがえしたくはない。ならば、現状に馴染む努力をしなくては。

「…………」

「…………」

　とは言え、これといって話すこともない。

「お、優志。まだ残ってたのか」

　沈黙を破ったのは、第三者の声だった。

「御堂専務。会社なので、下の名前で呼ぶのは控えてもらえますか？」

　冷ややかな口調は、なぜかふたりの親密さを示すように思えた。

「気にするな。えっと……」

　御堂史ふみ誓ちか――ミルフルールの若き専務は、円花に気づくと優しい笑みを浮かべた。

「部下の小宮だ」

「小宮？　あぁ、例の」

　円花を興味深げに見つめると、史誓はいたずらっぽい笑顔を夏目に向ける。

「あの、エレベーターが来ましたので、私はここで」

「あぁ、お疲れ」

　円花は小さく頭を下げ、素早くエレベーターに逃げ込んだ。

　扉が閉まり、円花の姿が見えなくなると、史誓はニヤニヤと嫌な笑みを夏目に向ける。

「どうよ、首尾は？」

「早計すぎる質問だな」

　エレベーターのボタンを押して、夏目は壁に寄りかかる。

「急いては事をし損じる、と言うしな。ま、焦らずやるさ」

「ふぅん」

「なんだ？」

　史誓のなにやら言いたげな視線に、夏目は軽く睨み返す。

「いや、結構マジなわけだ」

「じゃなきゃ、馬鹿みたいにストレートな告白するか」

　エレベーターのドアが開いて、ふたりは乗り込む。

「でも、脈ありには見えないけどな。あの子見てると」

　史誓から見ても円花は、明らかに警戒していた。告白された気まずさよりも、まるで隙を見せまいとするかのような。

「なんか、お前の言ってた通りの子だな」

「あぁ。あの負けん気の強さ、気に入ってる」

「楽しそうだな」

　夏目の思い出し笑いに、史誓は苦笑する。

「ま、俺は悪友として、お前が振られた時に、励ます用意はしとくから。安心しろ」

　史誓らしい物言いに、夏目は笑みをこぼす。

「飲みに行くか？」

「お前のおごりならな」

　夏目の答えに、史誓はやれやれと苦笑混じりに承諾した。




　あ～……ビックリした。

　電車の中、円花は緊張がようやく解けて、安堵する。

　専務である史誓の登場には驚いたが、ある意味では助かった。

　美琴の言うことなんて聞かないで、やっぱり早めに断るべきかも。相手があまりにもいつも通りだから、こっちが慌ててしまう。経験の差、なのだろうか。

　そもそも、私が残業する羽目になったの、倉本のせいなのよね。仕事にこだわりを見せるのはいいが、余計な被害に遭うのは御免だ。とびきり美味しいご飯をおごってもらわなきゃ、割に合わない。

　怒りの矛ほこ先さきが、今回の残業の原因である倉本へ向く。

　でも本当に、部長はなんで私に告白したのかしら。

　毎日真面目に仕事はしているが、本当にそれだけだ。負けず嫌いだから、無理難題を言われても、やってやる！と意固地になったりするが。

「……謎だわぁ」

　電車が止まり、円花は席から立ち上がるとホームに降り立つ。見上げた夜空には、煌々と月が輝いていた。




　打ち合わせを兼ねた食事会は、有名なフレンチレストランで行われた。

　人気店なので予約を取るのに苦労したが、納得の店だ。本場で修業したシェフがふるうフレンチは絶品で、仕事だということを忘れそうになってしまう。

「撮影は、沖縄で行おうと思っています」

　夏目は営業スマイルを浮かべ、モデルのリリに説明を続けている。

「沖縄ですかぁ。楽しみです」

　リリは海外でも活躍する売れっ子モデルだ。ハーフということだが、顔立ちには日本人らしさも見える。

「撮影には我々も同行しますので、なにかあれば遠慮なくおっしゃってください」

　リリの相手は夏目にほぼ任せ、円花はマネージャーと撮影の日時について軽く話す。

「六月下旬には放送できる形を取りたいので」

「わかりました。スケジュールを確認し、追ってご連絡します」

　いくつか確認をした後、打ち合わせを兼ねた食事会は、特に問題もなく、終わりを迎えた。

　ふたりを乗せたタクシーを見送り、円花は肩から力を抜く。

「大丈夫か？」

「え？」

　心配する夏目に、円花は小首をかしげる。

「結構飲まされてただろ？」

「あぁ。あのくらい、平気です」

　シャンパンを数杯、ワインのボトルも二本あけたが、意識はハッキリしている。

　美琴と飲む時に比べたら、たいしたことはない。ざるの美琴に付き合うと、限界を見失いそうになるので危険だ。

「あ、雨……」

　ポツポツと降り出した雨に、円花は顔を上げる。

「タクシーを待つ間、濡れるな」

　夏目は上着を脱ぐと、円花の頭に被せる。

「え？　あの……」

「お前が濡れたら、困るだろ？」

「……ありがとう、ございます」

　突き返すのも失礼だと思い、円花は戸惑いつつも、好意を受け取ることにした。

　ジャケットからは、かすかに煙草の香り。

「……タクシー、遅いですね」

「そうだな」

　チラッと、横目で夏目を見てみる。

　幸い雨は、小雨程度。それでも、夏目の髪やシャツは濡れている。

　やっぱり、ジャケット返そうかな。申し訳ないし。

「どうかしたか？」

　バチッと目が合い、円花はうろたえる。

「いえ、あの……部長、濡れてますし……」

　目を伏せながら、ジャケットを返そうと頭から下ろす。雨が頬に触れて、視線が上がる。

「濡れるぞ」

「部長も濡れてます」

　隣を見れば、射抜くような夏目の視線に、動きが止まる。

　な、なんで見られてるんだろ。なぜだか、視線を外そうにも外せない。

「ぶ、部長……？」

　あんまり見つめられると、どうしていいのかわからない。

「……っ」

　――ふいに唇を、指先でなぞられた。ピクリと肩が跳ね、円花の頬が朱に染まる。

「グロス、春の新色だな」

「そ、そうですね」

　春の新色リップグロスは、桜色。ケースも春や桜をイメージし、とてもかわいらしい。

　視線を逸らし、円花は平静を保とうと必死になる。

　深呼吸、深呼吸よっ。

　そう思い、小さく口を開けた瞬間。――ペロッ……と夏目は円花の唇を舐めた。

「!!」

「……甘い」

「そう……です、ね」

　い、今……ペロッ、って。

　唇を手で隠し、真っ赤な顔で夏目を見つめる。

「タクシー来たぞ」

「は、はい」

　混乱も治まらぬまま、円花はタクシーに乗せられる。

「……部長は乗らないんですか？」

「一緒に乗ったら困るだろ？　小宮が」

「う……」

　円花の反応を楽しむように、夏目は意地の悪い笑みを浮かべる。

「じゃあな、おやすみ」

　ドアを閉め、タクシーはゆっくりと走り出す。円花が振り返ると、夏目が軽く手を振っていた。離れていくに従って、どんどん顔が見えなくなっていく。

「……あ、ジャケット」

　膝の上には、返しそびれたジャケットが。

「…………」

　ジャケットを見つめ、ジワジワと沸き上がる羞しゅう恥ちに、顔が熱くなる。

　な、舐められた、よね？

　唇を、軽くだけれど舐められた。その感触が、生々しく残っている。

　キスされるより恥ずかしいっ！

　羞恥に耐え切れず、ついジャケットに顔を埋めてしまう。けれど、ジャケットからは夏目の匂いと煙草の香りがして、逆に先程のことを思い出してしまった。

　あ～……！　ここがタクシーの中じゃなかったら、発狂していたかもしれない。

　部長って、あんな人だったっけ？

　纏う雰囲気も艶っぽく、色香も通常の倍近く感じた。

　ダメだっ。負けるな私っ！

　勝負などしていないのだが、円花はそんな心境だった。

　気持ちを落ち着けようと一旦外を見る。雨は強く、勢いを増していた。










交じり合う




　翌日、出社した円花は一番乗りではなかった。デスクに腰掛け、ファイルの中身をチェックする夏目の姿を見ただけで、昨夜のことを思い出してしまう。

　動揺を悟られないようにしなくては。

「おはよう」

「……おはようございます」

　自分のデスクにバッグを置き、早足でコピー機へ向かう。コピー用紙を補充し、シュレッダーのゴミを捨て、ホワイトボードの日付を書き直す。

　観葉植物の水やりは夏目が済ませているので、円花はそのまま給湯室へ。

「…………」

　夏目の分のマグカップを用意するか迷ったが、〝いつも通り〟にふたり分のコーヒーを淹れる。

「……どうぞ」

「ありがとう」

　昨夜のことを感じさせない、普段通りの夏目に、円花は自分ばかり意識しているのが馬鹿みたいに思えてきた。

　平常心、平常心。

　文庫本を開き、集中して読み進める。

　何ページか読んで、文章に〝ジャケット〟の文字を見つけ、ふいに思い出す。

　一応、クリーニングに出したほうがいいよね。

　チラッと夏目を盗み見て、自分の唇に触れてみる。

　今日は、グロスをつけていない。なんだか、つけていると昨夜のことを思い出しそうで嫌だから。

　一目惚れして買ったお気に入りの色なのに、と気持ちが沈む。

　ほどなく、三人目が出社してきた。

「おはようございまぁす」

　春らしい色合いのワンピースを着て、メイクをバッチリ決めた梨乃に、円花は内心ため息をつく。

　あの明るさが、今はつらい。

「あれ？」

「なに？」

　梨乃が不思議そうに、円花を凝視する。つい、文庫本を口元付近まで引き上げてしまう。

「今日はグロスしてないんですね」

「っ！」

「桜色で綺麗だったのにぃ」

　余計なことを……。

　チラッと夏目を見れば、口角が上がり、口元は弧を描いていた。

　夏目のことだ。グロスをつけてこなかった理由くらい、梨乃の余計なひと言で感づいただろう。

　グロス、新しいのを買おう……。

　本に意識を集中させ、円花は昨夜のことを頭から追い出した。




　その週末の夜、円花はクリーニングから返ってきたジャケットを見つめ、考えていた。

「直接渡さなきゃかしら、やっぱり」

　頼んだわけではないが、夏目は好意で貸してくれた……はず。お礼もなくデスクに置くのは、失礼だ。

「手渡しか」

　仕事以外で、できれば話したくないのだが、仕方ない。

　――ピーンポーン。

　チャイムが鳴り、円花は早足で玄関に向かう。

「はぁい。どちら様ですか……って、美琴か」

　玄関を開けたら、お洒落をした美琴が立っていた。黒のフレアワンピースは、普段パンツばかりの美琴からすると珍しい。

「どしたの？　その格好」

「結婚式だったのよ、今日」

「あぁ。前に言ってた、高校時代の？」

　美琴は頷き、遠慮なく部屋に上がる。

「紅茶でいい？　もらいものだけど」

「おかまいなく～」

　美琴はクッションを枕にして、床に寝転がる。

「皺になるわよ？」

「クリーニング出すから心配ないわよ」

　円花はテーブルに紅茶を注いだカップを置き、友人をしげしげと見る。

「結婚式、どうだった」

「最高……に、つまんなかった」

　美琴はけだるそうに起き上がり、熱い紅茶に口をつける。

「なんか知らないけど、新郎新婦が喧嘩始めて、式場大パニックよ」

「喧嘩？」

「ホントはジューンブライドがよかっただの、新婦の不満爆発。ま、おもしろかったと言えばおもしろかったけど」

　式場スタッフの協力もあり、最終的には仲直りをして二次会まで無事に終えたそうだが、美琴からすると『つまらない結婚式』という感想だったそうだ。

「ああいうの見ると、結婚がいいものかどうか、わかんなくなるわね」

「……そっか」

　円花はクッションを抱き抱え、ベッドに寄りかかる。美琴の話を聞いて、円花は幼い頃の懐かしい記憶を掘り起こした。

　昔、親戚の結婚式に出席した時、花嫁がお姫様に見えたものだ。純白のウエディングドレス、幸せを集めて作ったようなブーケ。

　けれど今は、それだけじゃないのだと知っている。美琴の話を聞くと、なおさらそう思う。

「ったく、御祝儀返せ、っての」

　悪あく態たいをつきながら、美琴は紅茶を酒のように飲み干していく。

「ねぇ、あの男物のジャケットって、誰の？」

「あぁ、あれは部長の……」

　しまった、と後悔しても遅い。確実に聞かれた。

　その証拠に、美琴はニヤニヤと嫌な笑みを浮かべている。

「なに？　急接近したの？　告白されて、一カ月も経ってないのに」

「接近してないっ。いつも通り！　なんの問題もなしっ！」

　強く否定すると、逆に怪しくなるのはわかっていたが、円花はジャケットの入った紙袋を美琴から遠ざけ、なんでもないと念を押す。

「ま、いいけどさ。おもしろくなってきたら、聞かせてよね」

　楽しんでるわね、この女……。

　あのアドバイスも、もしかしたら単純に自分が楽しみたいだけだったのかもしれない。

　それを思うと、ちょっとだけいじめてやりたくなる。

「痛っ。なんで蹴るのよ」

「おもしろがった罰よ」

　ふたりは笑っていたが、不意に美琴が真剣な顔になる。

「私、高校を卒業する一カ月くらい前に、付き合ってた奴がいるのよ」

　再び寝転がり、美琴は静かに語り出す。

「そいつ、卒業と同時に留学したの。なにも言わず」

「そうなの？」

「うん。連絡先も知らなかったし、結局……自然消滅」

　天井を見上げ、美琴はどこか遠い目をしている。当時を思い出しているのかもしれない。

「もし会ったら、絶対殴ってやる、って決めてたの。私、傷ついたのよ？　留学のこと聞かされてなくて」

　円花は紅茶を飲み、黙って耳を傾ける。

「今日の結婚式で、そいつと再会したの」

「殴った？」

「ううん。殴ってやる、って決めてたんだけどね」

　美琴は寝返りを打ち、苦笑する。

「あいつ、笑顔でコレ渡してきやがった」

「不ふ二じ薫かおる……この人、有名な美容師だよね？」

　美琴が見せてくれた名刺には、雑誌かなにかで見たことがある名前が書いてあった。

　名前からして女性だと思っていたら男性だったので、よく覚えている。

「殴る気力も失せた。あいつにとっては、その程度のことだったんだと思うとね」

「美琴？」

　起き上がった美琴は、名刺を睨むように見つめると、ビリビリと乱暴に破り始めた。

「散らかさないでよ」

　細かく破られ、名刺だったものは、美琴によってごみ箱へと投げ捨てられた。

「いいの？　後ろにアドレスとか書いてたけど」

「昔の私だったら、連絡するかもね。けど、今の私はあいつのこと大っ嫌いなの」

　付き合っていた期間は一カ月と短かったが、嫌いな相手と付き合うほど、美琴は今も昔も酔すい狂きょうではない。なにも言わず留学したかつての恋人に抱くのは、懐かしさなどではなく、恨みにも似た気持ちだった。

「もったいない。雑誌で見たけど、かっこよかったよ？」

「そうね。女共が群がってた」

　吐き捨てるように言う美琴に、円花は苦笑する。

「逃した魚は大きかった、ってやつ？」

「ふんっ」

　そっぽを向いて、美琴は頬杖をつく。

　今夜、わざわざ結婚式帰りに円花のもとへやって来たのは、このことがあったからかもしれない。

「話してスッキリした？」

「ちょっとだけね。……帰ろっかな」

　美琴は上着を羽織り、見送りはいらないと言って立ち上がる。

「話聞いてくれて、ありがと」

「気をつけて帰ってよ」

　玄関が閉まり、円花はカップを片付けようとして、床に落ちるゴミに気づいた。美琴がビリビリと破いた、名刺の切れ端だ。

「…………」

　過去と現在は、不必要に、けれど必然性を持って交じり合う。

「ホントに捨てていいのかな？　頑張れば元通りにできそうだけど……」

　少し悩んだが、破ったのは美琴自身だ。ごみ箱に捨てて、円花は後片付けのためにキッチンへ向かった。




　五月晴れと言ってもいいくらい、見事に晴れ渡る青空。

　会議室からの帰り、円花は窓の外に広がる空を見つめ、足が止まる。

　いい天気。洗濯日和ね。

　そんな円花の肩を、ポンッと誰かが軽く叩いた。

「会議お疲れ～」

「倉本さん……」

　一瞬、夏目かもしれないと思ってしまった自分を恥じる。

　夏目といると、ペースを乱される。入社した当初からそんな感じではあったが、今とは少しばかり違う。昔は仕事を認められたいと焦って、空回りしていたりもしていたが、今は……告白されたことで過剰に意識してしまっている。

「今夜、暇か？　おごるぜ」

「いいですよ。美味しくなかったら、許しませんから」

　倉本には、以前、仕事を代わりに引き受けた貸しがある。

　円花の言葉に笑顔で頷くと、倉本は一足先に部署へと戻っていく。

「さて、私も仕事しないと」

　先に戻った倉本を追うように、円花は空から視線を外して、歩き出した。




　倉本は、お酒が入るとおしゃべりになる。こっちが聞いてもいないのにベラベラと話し出すが、居心地が悪いわけじゃない。

「俺さぁ、ホントは広報部じゃなくて企画部に配属されたかったんだよなぁ」

　唐揚げを箸で摘みながら、倉本は話し続ける。

「しかも、広報部部長が嫌みったらしい奴で、余計に今の部署が嫌いだったね、当時は」

　夏目が部長になる前――前任の部長とは、一年ほどしか仕事をしていないが、確かに嫌みの多い人だった。

「でも、今も広報部にいるってことは、異動しなかったんですよね？」

　ビールを飲み、円花は小皿に取ったポテトサラダを口に運ぶ。

「部長にさぁ、惚れちゃったんだよなぁ」

「…………」

「男として、夏目部長に惚れたんだからな？　間違えんなよ」

「あ、はい」

「むしゃくしゃしてた時に、夏目部長に言われたんだ。『やりたい仕事に就ける人間なんて限られてる。それでも、与えられた仕事の中で、自分にしかできないこと、やり甲斐を見つけろ』って」

　倉本は、今でもハッキリ覚えていると語る。

　前任の部長に怒鳴られ、辞めたくなっていた自分に、夏目が言った言葉。

「自分がガキだなぁ、って思ったわけよ、その時」

　現状への不満しか口にせず、中途半端な仕事をしていた過去の自分を叱しっ咤たしてくれた夏目に、倉本は惚れたのだと言う。

「夏目部長がいなかったら、俺、広報部どころか会社も辞めてたかもな」

　笑いながら、倉本はビールを喉に流し込む。

「いい上司ですよね」

「だな。そういった意味だと、お前は運がよかったんだぞ。夏目部長が教育係だったんだから」

「……厳しかったですけどね」

　嫌みを言ったりはしないが、ダメな部分を容赦なく指摘する夏目の教育は、とても厳しかった。

「……そういや、冬ぐらいだったっけ？　小宮が部長に怒鳴られてたの」

「あぁ、あれですか」

　円花は目を伏せ、声のトーンが落ちる。

　入社一年目の冬のこと、円花は仕事で失敗し、夏目に鬼の形相で怒鳴られた。

「部長があんなに怒鳴るの、初めて見た」

　さすがの倉本も、円花が心配になったと言う。

「ま、小宮泣かなかったけどな」

「…………」

　本当は、トイレで、ひとり泣いた。人前では泣きたくなくて、定時を過ぎても、ずっとトイレの個室にこもって泣いていた。

　私、よく部長を嫌いにならなかったわよね。

　夏目の怒りは正当なもので、嫌いになるのは道理に合わないだろう。それでも、嫌いになってもおかしくないほど、凄すさまじい怒鳴り方だった。

「けど、部長もピリピリしてた時期だったからな」

「そうですね……」

　その頃、夏目は部長になるかもしれない、と多方面からプレッシャーのようなものをかけられていたらしい。それが重圧になったのか、どこか神経質に見えていた。

「部長、結婚しないのかな？」

「ぶっ……！」

　急な話題の変わりように、円花は思わずビールを吹いてしまった。

「すみません……」

　慌ててテーブルを拭く。

「驚くことじゃないだろ？　部長、モテるんだし」

「そう、ですね」

　円花は口元を軽く拭い、落ち着きを取り戻す。

「彼女いないみたいだけど、どんなタイプが好みなんだろ？」

「……さぁ」

　ビールを飲みながら、円花はごまかす。

「そういう倉本さんは、結婚の予定ないんですか？」

「俺？　う～ん、予定はないなぁ」

　苦笑して、倉本は最後の唐揚げを口に運ぶ。

「彼女いますよね？」

「いるよ。けど、気軽に結婚しようなんて、言えないだろ？」

　倉本は店員を呼び、ビールのお代わりを頼む。

「いつかは、って思っていても、切り出すタイミングとか……いろいろな」

　困ったように笑う倉本に、円花は笑い返す。

　こうして相手のことを真剣に思える倉本には、好感を持てる。だからこそ、急な仕事を頼まれても、仕方ないと思えるのかもしれない。

「小宮は彼氏いない……よな？」

「いませんけど……」

「結構モテるだろ、お前。なんでいないんだ？」

　不思議がる倉本に、円花は肩を落とす。

「面倒じゃないですか、恋愛って」

「お前、枯れてるなぁ」

　哀れむような目をする倉本に、円花はおしぼりを投げつけようと構える。

「わ、悪いっ。……けどさ、本気で誰かを好きになれば、面倒だから、とか関係なくなると思うぞ、俺は」

　倉本の言葉は、円花を思ってのことだろう。現在、恋愛が一応は順調と言える倉本だから言える助言だ。

「参考程度に、胸に留めておきます」

「かわいくないなぁ」

　笑って、倉本はビールをぐびぐびと飲む。

　そんな倉本を見つめながら、円花は彼の言葉を反はん芻すうする。

　本気で誰かを……そんな恋をしたら、自分は変わるのだろうか？　そしてその相手は、夏目なのだろうか？

　今はまだ、想像もできないけれど。

　というか、倉本さん飲みすぎじゃない？これは、酔った彼をタクシーに押し込む覚悟をしないといけないな。

　円花はやれやれとため息をつくと、ビールのお代わりを頼むため、店員を呼んだ。




　数日後、リリのマネージャーである持もち田だから、連絡があった。撮影のスケジュールを調整できたそうだ。

「……これだと、今月の下旬くらいになるかなぁ」

　手帳で日にちを確認して、円花は夏目の姿を探す。

「新嶋さん、部長知らない？」

　ちょうど前を通りかかった梨乃を、呼び止める。

「喫煙所じゃないですか？　さっき、煙草持ってるの見ました」

「そう、ありがとう」

　お礼を言い、円花はどうしようかと悩む。

　早く予定を立てたいんだけど、休憩の邪魔をするのは申し訳ないし……。少し待って戻らなければ、探しに行こうかな。

　円花は自分のデスクに座り直し、しばらく待つことにした。

　遅い……。

　十分以上待ったが、夏目が戻ってくる気配はない。煙草を吸うだけならば、ものの数分だ。

　円花は立ち上がり、喫煙所に向かうことにした。

　円花は煙草を吸わないので、喫煙所に足を運ぶことはまずない。

「円花！」

「ビックリしたぁ。美琴か」

　廊下で後ろから勢いよく飛びつかれて、円花の心臓がドキドキと激しく鳴る。

　振り返れば、制服姿の美琴。

「なにしてんの？」

「部長を探して、喫煙所に」

「夏目部長？　さっき見たわよ」

　美琴が指差すのは、喫煙所とは逆の方向。

「秘書課の杉すぎ浦うらさんが話しかけてた」

「……どこにいたの？」

「あっち。行くの？」

　行くべき、だろうか？　待っていれば夏目は戻ってくるのだし、わざわざ会話を邪魔しに行くのは気が引ける。

「行かないわ」

　夏目がいる方向と逆に歩き出すと、美琴が逃がすまいと腕を掴む。

「気にしすぎじゃない？　仕事の話をするだけなんだから」

「……急用ではないもの」

「そう？　じゃ、私も戻るわ」

　美琴は引き際よく、円花から手を離す。

　……気にしすぎ、かしら？

　美琴の言葉を気にしながら、円花は自分の部署へと戻る。

「あ、部長……」

　少し歩いたところで、夏目と出くわした。夏目も円花に気づき、足を止めて待っている。

「さっき新嶋と会った。用があると聞いたが？」

「あ、はい」

　円花は無意識だったが、少しばかり早口で、先程の電話の内容を伝える。

「わかった。スケジュールは小宮に任せるが、決まったら、一応、報告してくれ」

「わかりました」

　部署に戻る夏目の背中を、円花はジッと見つめる。

　杉浦さんって、美人なのよね。

　背も高く、パンツスーツがよく似合う女性だったと記憶している。そんな彼女が夏目の隣に立てば、絵になるだろう。

「…………」

「どうかしたか？」

　振り返った夏目に、円花は慌てて首を振る。

「な、なんでもありません」

「そうか」

　聞いてしまいそうになった。どうして私に告白したんですか、と。

　しっかりしろ、私。この話題は、今相応しくない。

　それに、タイミングを誤れば、返事を求められて逃げられなくなる。なにより、公私混同な質問をして、夏目に呆れられたくない。

　円花にとって、夏目は信用を失いたくない、尊敬できる上司なのだ。過去の厳しい教育も、感謝している。

　かなり泣かされたけど……。

　前を歩く厳しい上司は、きっと自分がトイレで泣いていたことなど知らないだろう。

　負けず嫌いで意地っ張りな円花は、どうしても人前で泣くことができない。

　入社した当初、夏目にダメな部分を指摘され、容赦なく怒鳴られた時だって、本当に悔しくて泣きたかった。けれど悪いのは自分で、夏目の言っていることは正しい。悔しくても、泣くべきではないと涙を堪えていた。だから、泣く場所はいつだってひとりきりのトイレ。

　……あ、飛行機雲。

　ふと見上げた空には、まっすぐ伸びる白い雲。青い空に、白い雲はよく映える。

「小宮」

「あ、今行きます」

　空から目を離し、自分を待つ夏目のもとへと、小走りで駆け寄った。










８ｙｅａｒｓ……溝　～美琴サイド～




　総務部に勤めて四年目。月島美琴は、それなりに社会人としての生活を謳歌していると思う。円花という気の合う友人もいるし、現状にさしたる不満はない。

　そう、不満はない――と思っていた。

　……イケメン美容師、不二薫……。

　会社帰り。雑誌を買おうと本屋へと立ち寄り、パラパラとめくっていたら、見たくもない名前を見つけてしまった。女性の髪をカットする写真で、薫は楽しそうな笑顔を浮かべている。

「ふんっ」

　雑誌に罪はないのだが、つい乱暴にもとあった場所へ戻してしまう。

　あ～……！　ヤなもん見たっ。

　先日、高校時代の友人の結婚式に出席し、そこで薫と再会した。卒業の一カ月前、短い期間ではあったが、ふたりは付き合っていた。

　思い出すのは癪しゃくだが、再会した瞬間、やっぱり思い出してしまった。

　高校時代から、知ってはいた。薫が美容師を目指していたということは。

　けれど、なにも言わず留学することはなかったと思う。たいした期間ではなかったが、仮にも彼女だったのだから。

　再会したら殴ろう、そう決めていた。でも、再会した薫が、当たり前みたいに話しかけてくるから。根に持っているのは自分だけだと思ったら、虚しくなってしまった。

　結婚式の二次会でもらった名刺は、その日のうちに円花の部屋で破り捨ててやった。あのくらいで晴れる恨みではないが、もう八年も前のこと。時効になるのを待ったほうがいいのかもしれない。

　本屋を出て、美琴は駅へと向かう。

　円花でも誘おうかなぁ。

　美琴は歩きながら、携帯を取り出す。

　自分はざるだから、飲む相手が酒に弱いとつまらない。だから、飲みに誘うのは大抵、円花。本人は強くないと思っているようだが、実はなかなか強い。

「円花……円花……」

　呪文のように繰り返しながら、美琴はアドレス帳を開く。

　この時間なら仕事も終わっているだろうし、電話しても問題ないだろう。

　そう思い、ボタンを押そうとした瞬間。

「!!」

　目の前に、見たくもない顔が見えた。

「美琴！」

　向こうもこちらに気づき、近づいてくる。

　逃げよっ。

　携帯をポケットに押し込み、美琴は逃げるように走り出す。

「み、美琴？」

　なんで追いかけてくんのよ！

　美琴は駅から遠ざかる自分に舌打ちしながら、ひたすら逃げることに集中する。けれど、ヒールだと全力疾走できず、あっさり捕まってしまった。

　ヒールじゃなければ、絶対に逃げ切れた自信がある。

「触んないでよっ」

　手を振り払い、美琴は目の前の男――不二薫をギロリと睨む。

　睨まれた薫は、少し困った顔をして、ためらいがちに口を開く。

「電話、待ってたんだけど。渡した名刺に書いてなかった、番号」

「あんなもの、破り捨ててやったわよ！」

「あ、そっか……」

　あからさまに落ち込む薫を一いち瞥べつして、美琴は顔を背ける。

　殴ろうと決めていた。でも、再会した時に、薫が少しでも申し訳ないような顔をしたら、許してやってもいい。そんなことも、思っていた。

　けれど、再会した薫は満面の笑みで名刺を渡してきた。

　馬鹿みたい、私。

　イギリスの血が混じったクォーターである薫の瞳は青色。昔は綺麗だと思っていたけど、今は嫌いだ。

「今度、仕事で沖縄に行くんだ。モデルのヘアメイクで」

「そう」

　我ながら、冷たいと思う。でも――。

　こいつには、優しくするだけ無駄よ。話すこともないし、と美琴は歩き出す。

「ついてこないでよ」

「……怒ってるんだよな？」

　窺うような薫の声に、美琴はなにも答えない。

「その、連絡しようと思ってたんだ。けど――」

「聞きたくない。聞くつもりもない！」

　美琴は振り返り、再び薫を睨みつける。

「金こん輪りん際ざい、あんたと会う気もないわ」

「悪いとは思ってる。勝手に留学したことは」

「留学したことに怒ってるわけじゃないわ」

「じゃあ、連絡しなかったことか？」

　勝手に留学したことは、確かにショックだった。八年間、手紙どころか電話もメールもなかったことにも、悲しいとか寂しいを通り越して、呆れた。

　でも、本当に許せないのは〝なにも言わなかった〟ことだ。

　他人から見れば、一カ月だけ付き合った相手にそこまで怒らなくてもいい、と思うかもしれない。だけど付き合う前から、ふたりは知り合いだった。同級生で、友達で、短い期間だったけど、恋人。

　なのに、薫はなにも言わなかった。それが、とてつもなく歯痒い。

「……帰るわ。さよなら」

　薫はどうか知らないが、美琴には埋めようのない溝ができてしまっている。

　二十六歳――大人と言える年齢だけれど、ハイそうですか、とすべてを許せるほど、寛容ではない。

「美琴！」

　駅に向かう美琴の肩を薫は掴み、なにかを無理矢理渡してくる。

「好きだよ、美琴」

「……私は嫌いよ」

　その手を振り払って、美琴は早足でその場から立ち去る。

「……っ」

　渡されたのは、新しい名刺。

　ごみ箱……ない、か。

　美琴は、仕方なく名刺を乱暴にバッグへ突っ込み、歩き出した。










揺らいで




「いいなぁ、小宮さん」

　新嶋梨乃が言う。

　円花は資料の最終確認を済ませ、ファイルを閉じた。

「新嶋さん。それ言うの、今日で何回目かしら？」

　いくつかのファイルをバッグにしまい、円花はようやく、梨乃と向かい合う。

「羨ましいんですよ。部長とふたりで旅行なんて」

「間違えないで、仕事なの。旅行じゃなくて、出張なの」

　円花が訂正しても、梨乃は聞く耳を持たない。

「私も部長と沖縄行きたい～」

　聞いてないわね……。

　諦めて、円花はパソコンに視線を移す。

　明日から、円花は出張で沖縄へ行く。夏目とふたりで。

　予定では二泊三日だが、天気の状態、撮影の進み具合などによっては、長引くこともある。

　……出張の間に、聞いてみようかな。

　マウスを動かしながら、そんなことを考えていた。

　出張とは言え、いつもと違う場所へ足を運べば、日常から逸いつ脱だつした気持ちになる。告白の理由を聞く機会があるかもしれない。

「いいなぁ～」

「……新嶋さん。昼休みを無駄にするの？」

　いつまでも動かない梨乃を一瞥して、円花はため息をつく。

「はぁい」

　渋々、梨乃は自分のデスクへと戻っていく。

「……っと、携帯は」

　時計を見れば、もう十二時をまわっている。円花が携帯を確認すると、美琴からメールが来ていた。

【先に行って待ってる】

　ほんの数分前に来たメールなので、今出れば追いつくかもしれない。

　円花は身支度を整え、いつもの店へと向かった。




「お待たせ」

　手を振る美琴が、「待ってない」と笑いかける。

「明日から出張だっけ？」

　注文を済ませ、円花はお冷やで喉を潤す。

「そう、沖縄にね。お土産買ってこようか？」

「いらない。……沖縄、ね」

「どうかした？」

　なんだか美琴の様子が気になり、聞いてみた。

「……なんでもない」

　美琴は首を振り、頬杖をつく。

「あんたはどう？　出張、楽しみ？」

「仕事だから」

　運ばれてきたランチは、いつも通り美味しそう。

「仕事とは言え、夏目部長とふたりきりよ？」

「……聞いてみようかな、とは思ってる」

「〝理由〟？」

　円花は頷く。

　どんなに探っても、円花に夏目の気持ちはわからない。告白の理由を知りたいのであれば、やっぱり聞くしかないのだ。

「じゃあ、返事はその理由次第で決める、ってこと？」

「単純に知りたいだけよ。関係ないとは、言い難いけど」

　自分を好きな理由を、告白してくれた相手から聞くなんて、おこがましいとは思う。けれど、それほど夏目が自分に恋愛感情を抱くことが信じられないのだ。

「…………」

　黙り込む円花を、美琴はジッと見つめる。

「気持ちは、わからなくもない、かな」

「え？」

　円花は顔を上げ、目を伏せる美琴を凝視する。

「好きって言われると、普通嬉しいはずなのに、なんで？って思っちゃうのよね」

「……誰かに好きって言われたの？」

　円花の問いに、美琴はなにも言わず視線を泳がせる。

「言われたんだ？」

「私のことはいいから」

　美琴は最後の一口を水で流し込むと、話を乱暴に終わらせた。

「気をつけて行ってきなさいよ、出張」

「うん、ありがと」

　円花は笑って、運ばれてきたコーヒーを見つめる。

　この出張で、夏目の気持ちがわかるといいな。




　早朝の飛行機で沖縄県へ入った円花と夏目は、そのまま宿泊先のホテルへと向かった。

　モデルのリリは今夜の最終便で到着する予定だ。他の撮影クルーは、すでに到着していると連絡がきている。

「荷物を置いたら、撮影場所に行くから、エレベーター前でな」

「はい」

　部屋の前で夏目と別れ、客室に入ると、沖縄らしいオーシャンビューが広がっていた。

　仕事だけど、ラッキーかも。旅行に来た気分だ。

　都会の喧騒から離れると、不思議な気持ちになる。

「……と、部長を待たせるわけにはいかないし、早く行かないと」

　円花は小さめのバッグを手に、部屋を出た。




　ふたりは、新商品である日焼け止めのＣＭ撮影が行われるビーチに来ていた。

　白い砂浜、青い海、輝く太陽。まるで絵に描いたような沖縄らしいビーチだ。水着姿の旅行客が楽しそうにはしゃいでいる。

「綺麗……」

　円花は思わず呟いた。

　寄せては返す波の音が、耳に心地いい。

　少し風は強いが、晴れているし、これといった問題はなさそうに見える。

「明日も晴れてくれるといいんだけどな」

　夏目は空を見上げて、苦笑する。

　ふたりとも到着したまま着替えずに来ていたからスーツ姿だった。

　よく考えたら、ビーチにスーツ姿でいるのって、ちょっとおかしい光景よね？

　仕事だから、と気にしてはいなかったけれど、ふたり揃ってというのは、いささか滑こっ稽けいにも見える。とは言え、夏目は気にした様子もない。

「あ、戻るんですか？」

「下見は終わったからな。夕食はどうする？」

　ホテルへ戻りながら、夏目が尋ねる。

「えっと……」

「決まってないなら、一緒に食うか？」

「……いいんですか？」

　円花は控えめに問い返す。

「あぁ。おごるぞ」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　断る理由もないし、おごってくれるのなら、と円花は素直に頷く。

　だけど夕食には少し早いため、ひとまずホテルの部屋へ戻り、その後夕食へ向かうことにした。




　ホテルの部屋で荷物を確認しながら、円花はふと、海へ視線を移す。

　この時期の沖縄は梅雨だと聞いていたので、少し心配していた。売れっ子モデルのリリは、スケジュールの空きを作るのが大変で、梅雨だと知りつつも、撮影をこの日に決めたのだ。

「明日も晴れ、って天気予報は言ってたし」

　あの後、先に来ていた撮影クルーとも顔を合わせ、撮影の細かい打ち合わせは終わっている。

「それにしても、いい部屋」

　仕事でこれだけの部屋に泊まれたのは、夏目の悪友であり専務の御堂史誓の粋な計らい、らしい。どういう経緯でそうなったかは知らないが、いい部屋の分、食事は自分たちで持てとのこと。

「まぁ、いいけど」

　美琴へメールしてみようと、円花は携帯を開く。

「……充電が減ってる」

　ベッドの脇に置いたバッグから、充電器を取り出そうと中を漁る。

「あれ？　……ない」

　持ってくるのを忘れてきたようだ。

　携帯の充電を再び確かめようとした瞬間、ノックの音が部屋に響いた。

　円花は携帯をそのままに、ベッドから下りる。

「部長……どうかしましたか？」

　扉の前に立っていた夏目は、スーツではなかった。ジャケットは羽織っているが、ボーダーのシャツを着ているし、ネクタイもしていない。スーツではないラフな出で立ちの夏目を見て、円花は瞠どう目もくしてしまう。

「せっかく沖縄に来たからな。夕食は沖縄料理にしようと思って」

「あ、だから……」

　スーツじゃないのか、と納得した。

「待ってるから、着替えてきたらどうだ？」

「はい。すぐに着替えてきますっ」

　円花は一旦ドアを閉め、大急ぎで支度を始める。

　まだ時間に余裕があると思って、なにを着るか決めていなかった。

　旅行鞄を開け、水色のワンピースを取り出す。靴も黒のパンプスではなく、白のミュールに履き替える。それから、靴と同じ白のショールを持って部屋を出た。




　泡盛を飲んだのは、初めてだ。普段はビールや焼酎ばかりで、泡盛には手を出したことがなかった。

　美味しい。

　……それにしても。

　チラリと、目の前に座る夏目を盗み見る。

　前髪を下ろしているからだろう。いつもより若く見える。

「どうかしたか？」

「え？」

「さっきから見てるだろう？　うまくないか？」

「いえ、とっても美味しいです」

　慌てて首を振り、円花は笑顔を浮かべる。

「その、部長の私服が新鮮だったので」

　嘘ではない。夏目の服装をイメージすれば、必ずスーツが浮かぶ。私服を見ると、とても新鮮な気持ちになる。

「まぁ、会社ではスーツだからな」

　夏目は新しいお酒を、手酌でグラスに注ぐ。

　な、なんでだろう？　男性相手にこういうことを言っていいのかわからないけど、なぜか部長が色っぽく見える。艶があるとでも言うのか、大人の色香を感じてしまう。

　グラスの泡盛を飲み干し、頭から考えを追い出す。

「…………」

「…………」

　沈黙が続き、円花は話題を探す。仕事中は意識しないが、こうして会社を離れると、どうにも勝手がわからない。

　う～ん……部長は気にした様子はないけど……。

　朝のオフィスと状況は似ているはずなのに、居心地が悪い。多分、その原因は自分の心境の違いから、だと思う。

　今は全然落ち着けない。目の前の夏目は私服で、仕事の時とはまったく違うから。

　まるで、そう。男の人みたい。自分の知らない、男の人。

　それがたまらなく、円花の心をざわつかせる。

「小宮。あまり飲みすぎるなよ？」

「え？　あ……」

　気づかないうちに、先程注いだばかりの泡盛も飲み干していた。

「お前が強いのはわかってるが、明日も仕事だからな」

「気をつけます」

　とりあえず、お酒ではなく料理を味わおう。

　円花はテーブルに並ぶ沖縄料理に、箸を伸ばした。




「ん～……！」

　店を出て、円花は大きく伸びをする。

　お酒も料理も美味しくて、お腹も満たされて、空には綺麗な月が輝いていて、文句なしだ。

「大丈夫か？」

「大丈夫ですよ、このくらい」

　円花は後ろを歩く夏目を振り返り、笑ってみせる。

　ホテルまで、たいした距離ではない。

　円花は夜風を浴びながら、揺れる髪を手で押さえる。

「波の音が聞こえますね」

「そうだな」

　さっきまでは、沈黙が続くと話題を探そうと必死だったのに、ふたりで並んで歩く今は落ち着いている。穏やかな雰囲気は、朝のオフィスと酷こく似じしているように思う。

「小宮、コケるなよ」

「コケたら支えてください」

　お酒が入っているから、気楽に話せるのかもしれない。

「明日も晴れるといいですね」

「そうだな」

　円花は微笑み、夏目もそんな彼女を見て、微笑んでいた。

　こんなふうに夏目といられるのは……悪くない。夏目と付き合えば、こんな空気が流れるのだろうか？

　穏やかで、落ち着ける。……悪くない。

　円花はもう一度、そう思った。




　翌日、空は見事な青空だった。天気予報でも、降水確率０％。

「いい天気」

　海もキラキラと輝いていて、自然と笑顔になる。この天気ならば、撮影もうまくいくだろう。

「明日帰らなきゃいけないのよね」

　まだ一日が始まったばかりだというのに、明日には帰らなければいけないと思うと、名残惜しく感じる。

「さて、と」

　頭をハッキリさせるため、円花はバスルームへと向かった。




　ＣＭ撮影は、思っていた以上に、スムーズに進んでいた。天気は崩れることもなく、もう終盤といったところ。そんな中、円花は気になっていることがあった。

　不二薫……もしかして……。

　リリのヘアメイクを担当している男性の名前に、聞き覚えがあったのだ。

　撮影スタッフの手配はこちらで請け負っていたが、リリのヘアメイクだけは本人の希望で、事務所側で手配をすると事前に連絡が来ていた。

　とは言え、まさか不二薫を連れてくるとは……。

「小宮、どうかしたか？」

「あ、いえ」

　薫から目を離し、円花は首を振る。

「そうか？　撮影は、ほぼ終了だ」

　見れば、スタッフは引き上げ作業に入っている。

「思っていたより、早く終われたな」

「そうですね」

　円花はチラリと、リリと話している薫に視線を移す。

　美琴の元カレ、よね？

　高校時代、一カ月だけの短い恋人関係。美琴が『殴ってやる』と言って、結局殴らなかった相手。気になってしまう。

「夕食は、リリさんたちと取ることになってる。小宮？」

「は、はい。ホテルの和会席、ですね。予約済みです」

　視線を慌てて夏目へ戻す。

　仕事中に不謹慎なことを考えてしまった。気になるが、今は仕事に集中しよう。

　夏目の後に続きながら、円花は雑念を追い払った。




　撮影後の夕食は、円花と夏目、それからリリと彼女のマネージャーでとった。他のスタッフたちも誘ったのだが、彼らは居酒屋で騒ぎたいとのことで、この四人になったのだ。

　予約したホテルの日本料理屋は、出てくる料理すべてが絶品で、残さず食べきってしまった。出されたお酒も上品な味わいで、料理にとてもよく合っていたし、こんな仕事ならば大歓迎だ。

　円花は部屋に戻りながら、余韻に浸る。

　東京に本店があるって言ってたけど、なかなかのお値段だしなぁ。美琴と行こうにも、気軽には誘えない。

「あ」

　エレベーターに向かう円花の目に、ちょうどエレベーターから降りてきた不二薫が映った。

　声、かけてみようかしら。

　余計なお節介と知りつつも、気になるものは気になる。

　円花は意を決して、薫に歩み寄った。

「あの、不二さん」

「あ、こんばんは、お疲れ様です。小宮さん、でしたよね？」

　綺麗な顔に、優しい笑みが浮かぶ。

　夏目は男性的な美形だが、薫は線の細い中性的な美形に思う。

　優しそうに見える。美琴の話を聞く限り、自分勝手な人なのかな、と思っていたから。

　円花は薫の顔をジッと見つめる。

「あの、余計なことだとは思うんですが、月島美琴を知っていますか？」

「え……」

　明らかに驚いた顔をしている。円花は確信を得て、再び口を開く。

「その、彼女の友人なんです、私」

「そうですか。……美琴、破り捨てたんでしょ？　俺の名刺」

　苦笑しつつ、円花は頷く。

　あの時の美琴は、名刺を破り捨てることにためらいはなかった。今も、そのこと自体を後悔しているようには見えない。

「沖縄に来る前、偶然会って、その時に一応、また名刺渡したんだけど……」

　薫は黙って苦笑いを浮かべた。また破り捨てられている可能性が、否定できないのだ。

「そういえば、名刺交換がまだでしたよね。今さらな感じですけど……」

　薫は名刺入れから、名刺を一枚取り出す。

「ありがとうございます」

　名刺には、お店の名前や番号が書かれていた。

「美琴に……いえ、なんでもないです」

　なにか言いたげではあったが、円花は追求しないことにした。結局、これは当人同士の問題なのだ。

「あ……」

　――と、円花の視界に、夏目が映り込んだ。その隣には、リリの姿もある。

　思わず凝視していたら、夏目とバッチリ目が合った。

「…………」

「夏目さんとリリさん、ですよね？　今の」

「そう、ですね」

　お互い、妙なところを見られた。

　夏目とリリはバーへと姿を消し、見えなくなる。

「夏目さん、かっこいいですよね。モテるでしょう？」

「そうですね……多分」

　なんと言うか、夏目に弁明したい気持ちになる自分が情けない。

　不二さんとは名刺交換してただけで、しかも私の友人の元カレなんですよ……なんて、追いかけて言うの？

　恋人ではないのだ。お互い、誰と会っていても関係ない。

「えっと、呼び止めてしまって、すみません。……失礼します」

　円花は会釈して、エレベーターに向かう。

　意外なふたり……。そういえば、夕食終わりに、リリが夏目に話しかけていた。その流れでバーへ行くことになったのだろうか？

　エレベーターに乗り込めば、夜に染まる海が目に映る。

「ふぅ……」

　リリはモデルというだけあって、スタイルがいいし、とても綺麗だ。もしかしたら、美しいモデルを目の当たりにして、自分への思いも冷めるかもしれない。

　そう思いながら、円花は夜の海を静かに眺めていた。




　部屋に戻ってすぐ、円花はバスタブに湯を張った。入浴剤を入れて、乳白色のお湯に肩まで浸かり、疲れを落とす。

「あ、充電……」

　携帯の充電が残りわずかなことを思い出す。昼間、何度か電話がかかってきたのに、コンビニで充電器を買うことも忘れていた。

「う～ん……仕方ない。買いに行こ」

　明日帰るとは言え、途中で充電が切れたら不便だ。もしかしたら持つかもしれない――そんな賭けはしたくない。

　円花は上着を羽織り、部屋を出た。

「出掛けるのか？」

　部屋を出た瞬間、ちょうど戻ってきたばかりの夏目と鉢合わせた。

「充電器を買いに、コンビニまで」

「充電器？　あぁ、忘れたのか」

　状況を理解した夏目が、やれやれと肩を落とす。

「小宮」

「……はい」

　手招きされ、円花は大人しく夏目の部屋へ入った。

　夏目が宿泊している部屋は、円花のすぐ隣。部屋の明かりを点けて、夏目はなにかを探す。

「ほら。使えそうか」

　軽く投げられた充電器をキャッチして、自分の携帯に差してみる。

「っと。……使え、ます。お借りしても、いいんですか？」

「あぁ」

　夏目は煙草の箱を取り出し、灰皿を引き寄せる。

　……戻って、いいのよね？

　円花は迷いつつも、夏目に背を向ける。

「小宮」

「はい？」

　円花が振り返ると、夏目は煙草に火を点けようとしていた手を止めた。

「答えを急かすつもりはない」

「はい……」

　夏目がこちらに歩み寄る。

　なにやら、雰囲気に危ういものを感じるのは、気のせいではない、はず。

「急かすつもりはないが、他の男に取られる気も――ない」

「……っ」

　間近に迫る夏目の顔は、迫力がある。

　じりじりと距離が縮まり、まるでライオンにでも追い詰められる小動物の気分。

　そして、背中に硬いものが当たって気づいた。背後はすでに壁だ。逃げ場がない。

　もしかして、不二さんのこと？　でも……。

　円花は考え込み、少し理不尽さを感じてしまった。

「私と部長は、別に付き合ってるわけじゃないんです。誰と会っていても、いいじゃないですか」

　正論を言ったと、思う。

　……でも、チラリと夏目を見上げ、円花は驚きょう愕がくした。

　傷ついたような顔をするとは思っていなかったが、まさか笑うとは思っていなかったから。

「な、なんですか？」

　怯えてしまう自分が、ちょっと情けない。

「小宮、お前の言ってることは正論だ。お前から見ればな」

「私、から？」

　円花が首をかしげると、夏目が楽しげに笑った。

「忘れたのか？　俺はお前に、告白したんだぞ」

「……？」

「好きな女が、他の男と話しているんだ。嫉妬しても、おかしくないだろう？」

「う……っ」

　そういうことを言う夏目が、とても憎らしい。

　夏目の胸を押しのけ、円花は距離を取る。

　心臓に悪いわ、この人。『好きな女』とか堂々と言わないでほしい。

　充電器を握りしめ、円花はチラリと夏目を見る。

「……部長は、私のどこがいいんですか？」

「どこ？」

　もう、聞いてしまえ。

　半ばやけくそ気味に、円花は疑問をぶつけてみた。

「私よりも、リリさんのような女性のほうが、その……魅力的でしょう？」

　自分で言うのもなんだが、円花はあまりかわいい性格ではない。

　意地っ張りで負けん気の強い自分の性格が、女性として魅力的だとは思えない。

　円花の問いかけに、夏目はしばらく考え込んだ後、なぜか窓際のソファへと移動した。

「小宮が新入社員だった頃のことを、覚えているか？」

「部長が、教育係でした」

　円花は仕方なく、夏目の前に腰を下ろした。

「あぁ。厳しかったか？」

「そうですね。かなり」

　でも、厳しかっただけじゃない。ちゃんと仕事ぶりを見て、フォローや評価してくれる人でもある。そういう部分に、倉本曰く、多くの部下が惚れるのだろう。

「自慢にもならないが、泣かせた女子社員は両手じゃ足りない」

　そこには恐らく、他部署の女子社員も含まれていることだろう。『夏目部長は遠巻きに見ているのがいい』という意見を聞いたことがある。

「別に、好きで泣かせてたわけじゃないんだが……小宮は泣かなかったな」

「…………」

　意地っ張りだったから、とは言えない。

　それに、実際は泣いていた。夏目の前では泣かなかった、というだけのこと。

　そのことを思い出し、円花は視線を泳がせた。

「それが、お前を気にしだしたきっかけだ」

「……泣かなかったことが、ですか？」

　夏目が頷き、円花は複雑な気持ちになる。

「今にも泣きそうな顔で、やり直した書類を提出するだろう？　負けず嫌いなんだろうな、と思った」

「かわいげがなくてすみません」

　不満げな円花に反して、夏目は楽しそうだ。

「いや、俺はかわいいと思った」

「えっ!?」

　驚く円花を見て、夏目がまた笑う。

「意地っ張りなくせに、俺がやり直した書類を見てると心配そうにしてる顔とか」

「……は、はぁ」

「合格と言った瞬間、安心したように笑うとことか。かわいいと思った」

「……っ」

　恥ずかしいことこの上ない。円花は、顔に熱が集中しているように思う。

「好きだと実感したのは、冬――俺が怒鳴ったのを、覚えてるか？」

「……はい」

　あれだけは、忘れようがない。定時を過ぎても、女子トイレにこもって泣き続けていた。

「言いすぎたかもしれないと後悔して、お前を探してたんだ」

　失敗の後始末が終わった後に、円花は逃げるように女子トイレへ飛び込んだ。

「泣いてただろ、トイレで」

「知ってたんですか？」

　誰にも知られていないと思っていたのに。

　円花は驚き、夏目をまじまじと見つめる。

「ひとり泣くお前を抱きしめてやりたい、と思ったのが、自覚した瞬間だ。泣かせた張本人が言うのもなんだが」

　美琴の言う通り、〝理由〟があった。それを聞いて、円花は自分の〝答え〟が揺らぎそうになる。

「どうして、今なんでしょう？」

　その理由からすると、夏目が自分への好意を自覚したのは三年も前だ。今じゃなくとも、告白の機会はあっただろう。

「じゃあ聞くが、俺が好きだと言って、当時の小宮ならどう答える？」

「……ごめんなさい」

　多分、即答だろう。仕事に慣れることで頭がいっぱいで、恋愛する余裕はなかった。

「告白する機会はあったが、いつでもいいというわけじゃない。あいにくと、玉砕の覚悟はないんでな」

　夏目が、遠い目をして語る。

　あの時、円花を好きだと自覚した瞬間、思いを告げるという選択肢も確かにあった。だが夏目は、思ったのだ。一時の感情に身を任せ、浅い〝恋〟に身を投じるよりも、熟考の果てに深い〝愛〟に溺れたい、と。

　夏目の眼差しに、円花はつい視線を逸らす。

「小宮。きちんと考えて、答えを出してくれ」

「……はい」

　円花は席を立ち、小さく頭を下げる。

「あの」

　扉の前まで行って、円花はためらいがちに口を開いた。

「不二さんとは、少しお話をしただけで……好きとかそういうのは、ないので」

「そうか、安心した」

　夏目が安心するように微笑むのを見届けてから、円花は部屋を出ていく。

　自分の部屋に戻った円花は、携帯を早速充電した。上着を脱ぎ、ベッドに倒れ込む。

　波の音が、子守唄のように心地いい。

「…………」

　夏目は、冗談でもからかうでもなく、好きと言った。

　私は、部長のこと……どう思っているのだろう？

　嫌いじゃない、尊敬している。けれど、恋愛感情を抱いたことはない。それは、円花が夏目を〝上司〟としてしか見てきてないからだ。

「部長と付き合う……」

　うまくいくのだろうか？

　社内恋愛に対して、気にならないと言えば嘘になる。知られたくないと言うより、単純に恥ずかしいのだ。

　なにかで聞いたことがある。女は思うよりも思われるほうが幸せだ、と。

　自分には贅沢とも言えるような相手が、好きだと言ってくれている。

　ただ、〝優良物件〟だから、と飛びつくのは失礼すぎる、という気持ちは変わらない。きちんと考えて、答えを出さなくては。

「……ふぅ」

　寝返りを打ち、ギュッと枕を抱きしめる。

　夏目の理由を聞き、彼に見つめられた時、決めていたはずの答えが揺らいだのは確かだ。答えが揺らぐのは、気持ちが揺らいでいるから、かもしれない。

「好きに、なる……？」

　夏目のような深い愛に、短期間では辿り着けない。それに、夏目は自分と同じだけの気持ちを、円花に求めていないだろう。

　今、円花が出すべきなのは、そういう答えではない。

　夏目優志――自分の上司を、ひとりの男として見られるか否か、ということだ。

　円花は瞼を閉じて、波の音に耳を傾ける。

　明日も早い。考えるのはやめて、今夜は静かに眠ろう。

「おやすみなさい……」

　ぽつりと呟き、円花は波の音を子守唄に、深い眠りへと落ちていった。










重なる




　窓の外は、やむ気配のない雨が降り続き、空は雨雲で覆われていた。

　六月に入り、今は梅雨の真っ只中。湿気に悩む女子社員の声をボンヤリと聞きながら、円花は窓の外を見つめていた。

　今はお昼休みで、いつもなら美琴と馴染みの店でランチを食べているのだが、梅雨時期に外へ出るのは億おっ劫くうだ。かといって、混み合う社食に足を運ぶ気にはなれない。必然的に、コンビニで買ってきたものやお弁当でお腹を満たすことになる。

「円花」

　名前を呼ばれ振り返れば、美琴が手招きをしていた。手にはコンビニの袋がある。

「今日はこっちで食べない？」

「総務部ってこと？」

　美琴が頷く。

　いつもは社食や外へ食べに行く人が多いのだが、雨ということもあって、広報部は人が多い。

　円花は頷き、美琴と共に総務部へ向かった。




「その椅子使って」

　総務部にお邪魔し、円花は美琴が指差した椅子を借りる。

「ＣＭ、もうすぐ放送なんでしょ？」

「うん。夏も近いね」

　食事をしながら、円花は総務部を眺める。他部署は新鮮で、雰囲気も違う。

「夏は暑くて嫌いなのよね」

　ペットボトルの蓋を開けて、美琴は間近に迫る夏の到来に不満を漏らす。

「ん」

「なに？」

　円花は思い出したように、あるものを取り出す。それは、沖縄出張でもらった、不二薫の名刺。

　渡すべきかどうか悩んでいたが、一応、美琴に見せてみることにした。

　美琴は名刺を見つめた後、興味なさげに目を逸らす。

「聞かないの？　どうして持ってるのか」

「……沖縄で会った？」

　美琴の言葉に、円花は頷く。

「仕事で沖縄に行くとか言ってたから」

　美琴はあの日のことを思い出す。薫は、沖縄に行くと言っていた。確信を持っていたわけではなく、可能性のひとつとして言ってみたのだが、まさか本当に会っていたとは、偶然とは恐ろしい。

「いる？」

「……いらない。持ってるもの」

　美琴の答えが意外で、円花は素直に驚いた。沖縄で、薫はまた名刺を渡したと言っていたが、美琴はさっさと破り捨てているだろうと思っていたから。

「どういう心境の変化？」

「ただの気まぐれよ」

　美琴はおにぎりを食べながら、円花をジッと見つめる。

「私のことより、あんたはどうなの？」

「私？　……あぁ、そのことか」

　美琴の言わんとした意味を悟り、円花は視線を泳がせる。

「返事を保留にしたほうがいいと言った手前、あんまり急かすのもどうかと思ったけど」

　美琴曰く、返事をあまり先延ばしにするのも問題らしい。

「正直に言えば、迷ってる、かな」

「ふぅん」

　円花の言葉に、美琴は興味深そうに笑ってみせた。

「どういう心境の変化？」

　ニヤニヤしながら、先程の円花と同じ言葉を言ってみせる。そんな美琴を軽く睨み、円花は言葉を選びながら話す。

「出張で〝理由〟を聞いたら、なんて言うのかしら。気持ちが揺らいだ？　そんな感じなの、今」

　自分をまっすぐに見つめてきた夏目の瞳を、今でも覚えている。語ってくれた気持ちに、偽りを感じなかった。だからなのか、決まっていたはずの自分の気持ちが、不安定に揺れている。

「そっか。……じゃあ、付き合う、ってことを考えてるわけだ、一応」

　美琴は声を潜めて、問いかけてきた。

　社内恋愛を咎とがめない会社ではあるが、あまり大声で話したいとは思わない。先程から、あえて夏目の名を出さないのも、いろいろと考慮してだ。

「うまくいくと思う？」

　好き嫌いの問題以前に、上司と部下だ。付き合ったとして、仕事に支障が出るのは本末転倒な気がする。それを思うと決断が自ずと鈍ってしまう。

「どうかしらね。お互い大人だし、いい恋愛はできると思うけど？」

「いい恋愛、ねぇ」

　否定とも肯定とも受け取れる美琴の返しに、円花はため息を漏らす。

「まぁ、アドバイスするとしたら、後悔しないほうを選ぶべきね」

　美琴は食事を終え、ペットボトルに手を伸ばす。

「この歳になると、いろんなことに妥協するようになるでしょ？　それが悪いわけじゃないけど、時には自分の素直な感情に従ったほうがいい時もあると思うのよね」

　美琴のアドバイスを素直に聞きながら、円花はからかうような口調で問う。

「なら、美琴は自分の感情に素直なの？」

「なにを言いたいのか知らないけど、当たり前でしょ」

　美琴は即答して、笑ってみせた。

「名刺を破り捨てたのだって、後悔してないし」

　聞いてないのに、自分で言っちゃってるじゃない……。

　円花は苦笑いしつつ、携帯で時間を確認する。

「あと、もうひとつアドバイスするなら、ふたりきりになってみることね」

「ふたりきり？　どうして？」

　円花は意味がわからなくて、小首をかしげる。

「自分が相手をどう思ってるのか、わかると思うけど？」

「…………」

「ふたりきりでいる時、ドキドキするとか、沈黙が耐えられないとか……。揺れてるんでしょ？　自分の気持ちをハッキリさせるなら、行動しないと」

　先程の、自分の気持ちに素直になれ、というアドバイスよりも具体的なアドバイスではある。ただ、実行するかどうかは別問題だが。

「まぁ、覚えておくわ」

　円花は席を立ち、美琴に苦笑を返す。

「……不二さんに、連絡してあげたら？」

「嫌よ」

　威圧感のある笑みを浮かべて、美琴はすぐさま円花の提案を却下した。

　美琴が素直に頷くとは思っていなかったが、この様子を見ると、自分から連絡することはないだろう。

「じゃ、私は戻ろうかな」

　これ以上、美琴に薫の話をするべきではない。

　円花は引き際よく、総務部を後にした。

　広報部へ戻りながら、円花は先程、美琴がくれたアドバイスを反芻していた。

　ふたりきりと言えば、ある意味、朝のオフィスで円花と夏目はふたりきりだ。あの静かな雰囲気は、嫌いじゃない。

　ドキドキしたりはしないが、居心地が悪いわけでもないし、沈黙も苦にならない。けれど、それは〝上司と部下〟という名目があるからかもしれない。

　その名目を取っ払って、いざプライベートでふたりきり、となると沈黙に困る。沖縄出張の時のように。

　正反対ね、まったく。

　円花は、雨が降り続ける窓の外を見つめ、「ふぅ」と小さくため息をついた。




　数日後、ＣＭは無事に放送された。円花もテレビで何度か目にし、そのできばえに満足していた。

「あれ、倉本さんは？」

「印刷所に殴り込みに行きました」

　梨乃の言葉は、あながち冗談ではなくて、円花は苦笑してしまう。

　円花は自分のデスクへ戻り、パソコンにメモが貼られていることに気づいた。

【小宮様 お助けください】

「……はぁ」

　名前は書いていないが、このメモを貼った奴は容易に想像がつく。

　デスクの隅に置かれたファイルを、苦い顔をしながら手に取る。案の定、やりかけの仕事だった。

　頼られていると喜ぶべきなのか……。

　複雑な気持ちになりながら、円花はファイルに軽く目を通す。

　いつもこんな調子の倉本だが、決して手を抜いて仕事をしているわけではない。彼が印刷所に駆け込むのは、本当に納得できないから。よくも悪くも仕事馬鹿なのだ。

　あれで彼女がいるんだもの。尊敬するわ。

　以前、酒に酔った倉本が、にやけ顔で自慢していた。花屋で働いているという彼女の写メを見せてもらったが、確かに綺麗な人だった。倉本にはもったいない美人。

「今夜は残業、ですか？」

　ためらいがちに、波奈がデスクを覗き込む。

「そうね。ちょっと残業」

「手伝いますか？」

「大丈夫よ。倉本さん、三分の二は終わらせてくれてるから」

　とは言え、自分がすべき本来の仕事もある。まずは、それを片付けてからだ。

　円花は気合を入れて、パソコンに向かった。




　暗くなったオフィスに響くのは、激しい雨の音。豪雨と言ってもいいほどの強い雨に、円花はため息をつく。

　これだけ雨が強いと、傘をさしても濡れてしまう。それを思うと、憂鬱だ。

「車かぁ……」

　日頃、電車通勤なのだが、こういう時は車が欲しくなる。免許は持っているが、なんとなく必要性を感じなくて、これまで購入しなかった。メンテナンスも大変だし。

「送ってやろうか？」

「うひゃあっ！　あ、部長……」

　奇声を発してしまい、円花は慌てて口元を押さえる。

　パソコンに集中していたせいで、夏目が来ていたことに気づかなかった。

「今夜は特に雨がひどいからな。送ってやろうか？」

　そういえば、夏目は愛車で通勤していた。

「いえ、大丈夫です」

　遠慮する円花を見て、夏目は微笑む。

「気が変わったら言え」

「え？」

　夏目はデスクへ向かい、パソコンを立ち上げる。

「部長も残業ですか？」

　円花が問うと、夏目は静かに頷いた。




　沈黙の中、忙しなく聞こえるタイピングの音も、強い雨に負けてそれほど響かない。

　夏目は書類に軽く目を通すと、パソコンに視線を戻す、その繰り返し。

　円花はそんな夏目を、横目で盗み見る。

　……部長も仕事馬鹿、よね。

　ワーカホリックではないようだが、手を抜きたくないのだろう。

「……ふぅ」

　ようやく終わり、円花は肩から力を抜く。時計を見れば、二十二時過ぎ。日付が変わる前には終われたようだ。

　ファイルを持って、倉本のデスクの前まで行く。相変わらず、書類やファイルが散乱している。

　せっかく終わらせた仕事だが、このデスクに置いては行方不明になりそうで怖い。

　私のところに置いておこう。

　自分のデスクへ戻り、ファイルは引き出しへしまう。ついでに、メモ用紙を取り出し、ファイルは自分の引き出しにあることを手早く書いて、倉本のパソコンにペタッと貼っておいた。これならいいだろう。

「部長、手伝いますか？」

「いや、もう終わる」

　睨むような目で、夏目はパソコンの画面を見つめている。

　雨はなかなか弱くならず、円花の気分は沈むばかり。仕事が終わる頃には、雨足も弱まるかもしれないと期待していたのだが、この様子だと傘をさしても意味はないだろう。

「……はぁ」

　雨は嫌いじゃないのだが、何事にも限度というものはある。

　円花はバッグに携帯や手帳をしまいながら、ため息を漏らす。

「ふぅ」

　夏目も仕事を終えたらしく、小さく息を吐くと、デスクから立ち上がった。ジャケットを羽織り、窓の外へ視線を向ける。

「小宮、帰るぞ」

「え？」

　有無も言わさぬ口調の夏目は、確かな足取りで歩き出す。円花は慌てて、夏目の後を追いかけた。




「すみません、送っていただいて」

　半ば無理矢理、円花は夏目の車に押し込まれた。

　まぁ、有難いことではあるし、気遣いとして受け取ろうと、と思うことにした。

「濡れて風邪でもひかれたら困るからな」

　車内には、静かな音楽が流れているが、如何せん雨の音が強すぎてよく聞こえない。

「もうすぐ、誕生日だな」

「私、ですか？　そうですね」

　円花の誕生日は七月七日――七夕だ。その日を迎えれば、二十六歳になる。

「七夕と言えば、織姫と彦星だな」

「一年に一度しか会えないんですよね」

　円花からすると、七夕よりも誕生日、という印象のほうが強い日ではある。

「かわいそう、と思うか？」

「まぁ、昔は。けど、自業自得と言えなくもないですよね、織姫と彦星って」

　夏目が不思議そうな顔をするので、円花はためらいがちに話し出した。

「確か、織姫と彦星って、お互いを好きすぎて仕事が手につかなくなったので、離れ離れになったんですよね？」

「あまり詳しくないから、よく知らないが……」

「それで、天帝に怒られて、一年に一度しか会えなくなった。……きちんと仕事をしていれば、今でもふたりは一緒にいられたんじゃないかな……。まぁ、私の勝手な主観なのですが」

　どうでもいい話をしてしまった、と円花は軽く笑う。ひとまず、話題を変えることにした。

「部長、七夕終わりに出張ですよね」

「あぁ、九州のほうにな。……出張に行く前に」

　車がゆっくりと速度を落とす。もう自宅マンション近くだ。

「出張に行く前に、返事を聞きたい」

「……はい」

　真剣な面持ちで、夏目は円花を見つめている。

　夏目は急かすつもりはない、と以前から言っていた。けれど、先延ばしにするつもりはないのだ。

　いずれは、答えを出さなくてはならない問題。

　円花は頷き、傘を手に取る。

「えっと、出張の前……七夕に、返事を」

「わかった」

　誕生日に告白の返事をするのがいいか悪いかはわからないが、言ってしまったのだから、仕方ない。

　円花は車を降りて、素早く傘を広げる。雨は強くて、まだ歩いてもいないのに足元が濡れてしまう。

「ありがとうございました」

　聞こえるかどうかわからないが、お礼を口にして、小さく頭を下げる。そして、滑らないよう気をつけ、自宅マンションへと向かった。




　休日も、相変わらずの雨だった。

　円花はサイドテーブルの時計に手を伸ばし、時間を確認する。

「九時半……」

　窓の外、耳を澄ませば雨の音。若干の蒸し暑さを感じるが、二度寝できないわけじゃない。

　……もうすぐ、誕生日。年をとるのが嫌だとか、プレゼントはなんだろうとか、そんなことよりも、遥かに頭を占めているコトがある。告白の返事――。

「うぅ……」

　枕を抱きしめ、小さく唸る。

　自分の中で、ある程度答えは決まっている、と思う。ただ、それを本当に〝決定〟としてもいいものか……。

「……お腹空いた」

　枕を離し、円花はベッドから下り、部屋着に手早く着替える。

「食パンが今日まで」

　二枚残っているが、一枚はお昼に食べよう。

「チーズ、ミックスベジタブル、ケチャップ……よし、ピザトーストもどきを作ろう」

　慣れた手つきで朝ご飯を作り、コーヒーを持ってテレビの前へ座る。

「明日も雨か」

　天気予報を見て、ため息をつく。

　円花の誕生日――七月七日はもう来週だ。週間天気予報では、七日は晴れになっていた。

　なんだか、複雑な気分になる。

　トーストを食べ終え、コーヒーもすべて飲みきった。

　今日はどこにも行きたくないなぁ。

　雨じゃなければ、夏ものを見て回りたかった。服とか小物とか、化粧品とか。

　ただ、雨の日は静かに部屋で過ごすほうが好きだ。

　円花は本棚から、適当な本を何冊か引っ張り出してきた。推理モノや恋愛モノなど、様々なジャンルの本がある。

「……美琴？」

　電話が鳴って、円花は慌てて携帯を手に取る。

《珍しい。起きてたのね》

「……用件はなに？　言っとくけど、今日は外出ないからね」

　円花は読む本を選びながら、電話に意識を向ける。

《私も出る気分じゃないよ、この天気だからね。電話したのは、誕生日のこと。欲しいものある？》

「欲しいものかぁ。う～ん……特に浮かばないなぁ」

《服とかアクセサリーとかは？》

「そういうのは好みがあって面倒だから、自分で買うことにしてる……って、去年も言わなかった？」

　円花の指摘に、美琴は電話の向こうで笑う。

《忘れてたかも。じゃあ、こっちで勝手に決めるわ》

「楽しみにしてる。……あのね、誕生日に返事するから」

《告白の返事、よね？》

「そう、ね」

　円花は意味もなく、パラパラと本をめくる。

《決めたの？》

「……多分」

《そっか。事後報告でいいから、結果だけ聞かせて》

　美琴は優しい声で言う。

「うん。……じゃあね」

　電話を終え、円花は携帯をテーブルに置く。

　小さい頃は、誕生日が楽しみだった。誕生日のケーキにプレゼント。

　社会人になってからは、誕生日を忘れてしまうこともあった。けれど、今年の誕生日はとても複雑な心境だ。

　円花は本を手に取り、雨の音を聞きながら読書にふけった。




　七月七日――今日で二十六歳になる。

　いつも通りの朝。いつも通りの出社。一番乗りで、いつも通りの雑務をこなす。

「おはよう」

「……おはようございます」

　いつも通りに出社してきた夏目に、円花は小さく頭を下げる。

「部長」

「ん？」

　鞄を置く夏目に、円花が声をかける。

「仕事が終わった後に、お時間をいただけますか？」

「……わかった」

　夏目は詳しく聞くことなく、了承した。聞かずとも、話の内容に察しはつくだろう。

　円花は自分のデスクに着き、小さく息を吐く。

　なんと言うか、緊張している。今から緊張してたんじゃ、今日一日大変だわ。

　円花は肩から力を抜き、いつも通り、朝の読書で心を落ち着けることにした。




「小宮さん。お誕生日おめでとうございます！」

「あ、ありがとう」

　他のメンバーたちが出社してすぐ、梨乃が待っていましたとばかりに渡してきたのは、ピンクのラッピングがかわいらしい箱。

「あ、マニキュアね」

　しかも、五本も入っている。

「今井さんと選んだんです」

　梨乃と波奈が、揃って笑みを浮かべている。

「ありがとう。使わせてもらうわね」

　円花の好きな色で揃えてくれたらしい。

　やっぱり、こうして祝ってもらえると、素直に嬉しい。

　朝一番で、美琴も【誕生日おめでとう】とメールをくれたし、【昼食はおごってあげる】とも書かれていた。

　そして次に、プレゼントを渡してきたのは倉本。

「小宮、俺からも誕生日プレゼントだ」

「……なんですか、コレ？」

　ドンッ、とデスクに置かれたのは、焼酎。

「見てわかるだろ？　焼酎、酒だ」

「いえ、私が言いたいのはそういうことではなくてですね」

　なぜ、誕生日プレゼントが焼酎なのか、ということだ。

　お情け程度のリボンが、なんとなくプレゼント感を出している。

「酒なら、もらっても困らないだろ？」

「はぁ。……一応、ありがとうございます」

　とは言え、焼酎の瓶を持って帰るのかと思うと、少し憂鬱な気分になる。バッグに入らないし。

「俺のオススメなんだ」

　嬉しそうに語っているが、別に倉本が飲むわけじゃない。

　円花は呆れながら、焼酎の瓶をデスクから下ろす。

「お前たち、仕事しないと注意しなきゃいけないんだが？」

「すみませんっ」

　波奈はすぐさま仕事へ戻り、梨乃も渋々従った。夏目は苦笑しながら、肩を落とす。

「部長、知ってますか？　今日、小宮の誕生日なんですよ」

「そうか……」

　知っているくせに、知らないふりをする夏目。

　円花は視線を感じつつも、なんと言えばいいのかわからなくて、黙っていた。

「じゃあ、俺からの誕生日プレゼントだ」

「え？　ありがとうござい……え？」

　差し出されたのは、二冊のファイル。誰がどう見ても、仕事のファイル。

「部長？」

「出張で持っていく資料の作成を頼む。過去の資料の中で、役立ちそうなのを持ってきたから」

　つまり、誕生日プレゼントは仕事……。

　こういうプレゼントは、遠慮したい。というか、プレゼントじゃないわよね？

「よろしく頼む」

「……はい」

　倉本のプレゼントが、今は遥かにマシなものに思えてきた。




　定時過ぎ、社員がぞろぞろと帰社していく中、円花はいまだ、仕事の手を休めていなかった。何人か残業で残る社員もいたが、時計の針が進むごとに、皆帰っていく。

「……ふぅ」

　なんとか終わり、円花は大きく伸びをする。夏目に見てもらおうと立ち上がった瞬間、思い出した。今日は仕事を終わらせたから帰ろう、ではないのだ。

　立ち上がったまま動かずにいる円花に、心配するような声がかけられた。

「どうかしたか？」

「部長……あ、頼まれてた仕事、終わりました」

　綴じ終えた書類を渡し、夏目が目の前で確認していく。

「……大丈夫だ。助かった」

「いえ」

　夏目がデスクへ戻るのを見送りながら、円花はどうやって切り出すべきか悩む。

　いきなり言うのは失礼よね。前置き……えっと……。

「小宮、顔が怖いぞ」

「え？　あ……すみません」

　言われて気づいた。知らぬ間に、眉間に深い皺ができていたようだ。

「変に繕う必要はない。どんな答えを出されても、態度を変えるつもりはないからな」

「部長……」

　円花はゆっくりと深呼吸をして、夏目を見た。ゆっくりと、自分の気持ちを言葉にする。

「今の私は、部長が思ってくれている気持ちの半分も、部長のことを思えていません」

「あぁ」

「その、失礼な話なんですが、部長に告白された当初は、断るつもりでいたんです」

「そうか」

　夏目の相づちは、とても優しい。円花は徐々に、緊張が和らいでいた。

　そう、今のこの雰囲気は好き。朝のオフィスと似ているけれど、少しだけ違う。

「部長が私を好きだと言ってくれた理由を聞いて、その気持ちが揺れたんです。現金ですよね」

「俺の気持ちが、そこまで本気じゃないと思っていたからだろ？」

「そう、ですね」

　自分を真摯に思ってくれている。それを知って、気持ちが揺れた。ちゃんと真剣に考えず答えを出そうとした自分を恥じた。

「…………」

　黙る円花を、夏目は急かしたりしない。

「……うまくいくと、思いますか？」

　顔を上げて、夏目をまっすぐに見つめる。

　恋愛は面倒と避けていた自分には、わからない。

「どうだろうな」

　わからないのは、夏目も同じらしい。ただ円花と違い、迷いのようなものは見えないように思う。

「自分の気持ちに正直であれば、後悔はしないと思う」

「…………」

「結果がどうであれ、な」

　夏目が、確かな足取りで円花に歩み寄る。視線を伏せていると、夏目の靴が視界に映り込んだ。

　自分の気持ちに正直……。美琴も、同じようなことを言っていた。

　視線を上げると、自分を見下ろす夏目と目が合う。

　私の気持ち……。夏目が好きか？　と聞かれれば、尊敬の気持ちのほうが先に出る。けれど、気持ちが揺らいでいるのも真実で……。

　……そう、ね。素直が一番、なのよね。

　意地っ張りで負けず嫌いな自分。でも、素直にならなきゃいけない時にはならないと。

「ひとつだけ、我儘わがままを聞いてください」

「我儘？」

「社内では秘密、にしてください」

「理由を聞いても？」

　円花は視線を泳がせつつ答える。

「恥ずかしいからです」

　他人に自分の恋愛を詮索されたくはない。

　円花の答えに、夏目がおかしそうに笑う。

「わかった。じゃあ、返事はイエス、でいいのか？」

「……はい」

　夏目は微笑むと、なぜかデスクへと戻る。

　怪訝な視線を気にした様子もなく、夏目はなにかを持って戻ってきた。

「誕生日プレゼント」

「……もらいましたけど」

　嫌みを込めて言う円花に、夏目は苦笑を返す。

「こっちが本当の誕生日プレゼントだ」

「……ありがとうございます」

　疑いを残しつつ、円花は綺麗なラッピングを解き、小さな箱の蓋を開ける。

「……かわいい」

　箱の中には、手の平に収まるサイズのボトルフラワー。密閉されたボール型のボトルの中には、ピンクのバラが飾られている。

「……聞いてもいいですか？」

「ん？」

「私が断っても、このプレゼント、くれました？」

　ちょっと性格の悪い質問だったかもしれない。

「どうだろうな」

　曖昧な答えを返されて、円花は苦笑する。

「ありがとうございます」

　ボトルフラワーは本当に綺麗で、円花は視線を注いだまま。

「……小宮」

「あ」

　――顎を取られ、上を向かされる。重なる唇に、円花は瞳を閉じた。

「ん……ふっ……」

　重なるだけだった口づけが、徐々に深くなる。

　――こんな予定じゃなかったのに。

　逃げようにも、背後のデスクと夏目に挟まれて、身動きが取れない。

「あ、の……んぅ」

　逃げを打つ腰を、夏目が強引に引き寄せて、ピタリと互いを密着させる。

「待っ……落としちゃ」

　心配するように、ボトルフラワーへ視線を向ける。それに気づいた夏目が、円花の手からデスクへと移動させる。

「これで集中できるか？」

「うっ……」

　試すような笑みを向けられ、円花は答えに詰まる。そんな円花を見て、夏目が楽しげに笑う。

「――円花、こっち見て」

　名前……。呼ばれたら、なんだかくすぐったいような、そんな気持ちになった。

　互いの唇を重ねると同時に、円花は夏目の首に腕を回す。

　唇が、深く重なる。

「……っ」

　舌先を、噛まれた。甘い痛みに、身体が震える。

「ふぁ……」

　次いで、癒すような優しいキスに、甘い声が漏れた。

　もう少し、手加減してほしい。

　そう言いたかったけれど、多分、夏目は聞き入れてくれない気がした。

　円花は仕方なく、せめてもの抗議にと、夏目の後ろ髪を引っ張る。ちょっと強く引っ張りすぎたのか、夏目が眉間に皺を寄せた。仕返しに成功した円花は、満足げな笑みを浮かべる。

　会社では一度も感じたことのない高揚感。それは多分、目の前の上司とこうして触れ合い、しかもキスまでしてるから。少し前の自分なら、絶対にありえなかったことだ。

　この雰囲気は――好き。

　夏目の与えてくれるキスに、円花は陶とう然ぜんと酔いしれていた。




　ピピピッ。ピピピッ。ピピ――。

「……朝、か……」

　カーテンの隙間から漏れる朝日に、目を細める。円花は寝ぼけた頭で、ごろんと寝返りを打つ。

　……部長は今日から出張か。

　ぼーっと天井を見上げ、昨晩のことを思い出す。夢を見ていたような、そんな気分。

　……夢だったりして。

　小さく笑みを浮かべながら、円花は起き上がる。

「……夢じゃないよね、やっぱり」

　サイドテーブルに置かれた、ピンクのバラのボトルフラワー。朝日を浴びて、キラキラと光っている。

「さてと、会社行かなくちゃ」

　二十六歳の誕生日。上司と付き合うことに、なりました。










ためらいがちに




「変よ」

　お昼のいつもの店。いつもの美味しいランチを前に、美琴はなぜか、眉間に深い皺を刻んで、そう言った。

　円花はお冷やで喉を潤し、首をかしげる。

「変って、なにが？」

「あんたと夏目部長よ」

　そのことか……。もうすぐ言い出すだろうな、とは思っていたのだ。

　夏目と付き合うことになった、と美琴には報告しておいた。夏目も、悪友と称する専務に、一応だが報告すると言っていたので、社内で知っているのはこのふたり、ということになる。

「付き合って何日経った？」

「今日でちょうど一週間、かな」

　円花が答えると、美琴はバンッと力強くテーブルを叩いた。周りの視線が痛い。

「一週間も経ってるのに、まったく進展がないのよ？　変でしょ!?」

　周囲の客は、興味を失ったように視線を逸らしていく。

「進展って言われても……」

「デートどころか、電話もメールもしてないんでしょ？」

「メールならしてる」

　円花の反論に、美琴は睨むように見つめてくる。

「業務連絡、とか言わないわよね？」

「うっ！」

　なぜわかるのだろう。メールの内容は、すべて仕事に関するものだ。

「やっぱり。それじゃあ、付き合う前と変わらないじゃない」

　確かに、と納得してしまう。

　付き合ってすぐ、夏目は出張だったので社内で顔を会わせなかった。数日後、出社してきた夏目はいつも通り。会社では秘密、と言った手前、円花もいつも通りに接していた。

　変、かな？　まぁ、変と言えば変……？

　でも、まだ一週間だ。急激な変化なんて、そうそう訪れるものじゃない。

「人の恋路に、首突っ込む趣味はないけどさ」

　美琴は多分、心配して言っているのだろう。美琴が深いところまで入り込んで、ふたりの仲を引っ掻き回したいわけじゃないのはわかっている。

　円花は苦笑して、食後のコーヒーを味わう。

「ねぇ、部長にプレゼント贈るとしたら、なにがいいと思う？」

「プレゼント？　う～ん……なんだろう？　実用的なものがいいような気がするけど、どうして？」

「誕生日プレゼントもらったから、部長の誕生日にも用意しなきゃと思って」

　毎年、広報部一同と称して、誕生日プレゼントを贈っている。けれど、今年はそういうわけにもいかなくなった。

「なるほど。でも、夏目部長の誕生日、九月でしょ？　性急すぎない？」

「誕生日を間近に、あれこれと悩みたくないのよ。コレ、っていうのを決めておけば、あとは選ぶだけになるでしょ？」

「まぁ、うん」

　用意周到なのはいいことだと美琴も思う。けれどなんと言うか、義務的な感じがしてしまう。そう思ったが、美琴はあえて言わないでおくことにした。

「おかしなものあげて、趣味を疑われたくないし……」

「そうね。なにがいいんだろう？　……ネクタイとか？」

「ネクタイか……」

　円花もいい案をもらった、と反芻する。

　無難だが、実用的だし、あって困るものではない。

「そろそろ出ないと、昼休み終わっちゃう」

　美琴はコーヒーを飲み干し、席を立つ。

「もうそんな時間？」

　円花も立ち上がり、会計を済ませて外へ出た。

「あっつい！」

　外へ出るなり、美琴が怒りを含んだ声を上げた。

「確かに、暑いわね」

　夏の太陽は、焼けつくような陽射しで、ふたりを照らしていた。




　……疲れた。

　長時間のパソコンで、目が疲れてしまった。雑誌の編集者と会う仕事が重なっているので、一気に資料へ目を通してしまおうと思ったのがよくなかったらしい。

　円花は席を立ち、給湯室へ向かった。

　砂糖入れて甘くしよ。

　マグカップにコーヒーを注ぎ、いつもより多めに砂糖を入れる。

　目もだが、頭もなんだか疲れているような気がして、糖分が欲しい気分だ。

「うわ、甘っ」

「入れすぎ、だな」

「！」

　聞き覚えのある声に、円花は思わずカップを落としそうになるくらい、驚いた。

「部長……」

　カップは落とさなかったが、驚きは隠せなかった。そんな円花の心境を知ってか知らずか、夏目は微笑んでいる。

「今夜、空いてるか？」

「あ、はい」

　反射的に返事をする円花の頭を、夏目がポンと軽く叩く。

「じゃあ、飲みに行こう」

「わかりました」

　給湯室を出ていこうとした夏目が、思い出したように立ち止まり、振り返った。

「念のため言っておくが、ふたりで、だからな」

「……はい」

　つまりはデートだと。

　夏目は平然とした顔で、給湯室を出ていく。

　デート……デートか。なんだか、久しぶりに聞く単語だ。

　円花だって立派な大人の女性。男性とふたりきりで飲む機会は、これまでもあった。けれど、デートというのは久しぶりだ。

「……美琴にメールしとこ」

　動揺をごまかすように、円花は携帯を取り出した。




　仕事終わり、夏目に連れてこられたのはお洒落な雰囲気の居酒屋。円花と夏目は個室で向かい合う形を取っている。

　新鮮なお魚の刺身の美味しさに、円花は頬が緩む。夏目は徳利に手を伸ばし、日本酒を注いでいる。

「……雰囲気のいいお店ですね」

　円花は箸を止め、夏目へと視線を移す。

「接待で教えてもらったんだ。意外とリーズナブルで、気に入ってる」

「へぇ……あ、部長も食べます？　美味しいですよ」

　刺身が盛りつけられた皿を差し出せば、夏目が箸を伸ばす。

「うん、うまい。他にもなにか頼むか？」

「そうですねぇ……メニュー多いなぁ」

　唐揚げひとつとっても、味が数種類ある。お店のこだわりが窺える品揃えだ。

「う～ん……」

　選択肢が多いと、逆に悩んでしまう。

「部長はどれが食べたいですか？　……なんで見てるんです？」

　なぜか、夏目は笑顔を浮かべて円花を見ている。

「いや、別に。小宮に任せる」

　日本酒を飲みながら、やっぱり夏目は笑っている。

　若干の不満を抱えつつも、円花は自分が食べたいものを頼むことにした。

「うん、美味しい！」

　テーブルに並んだ料理に舌鼓したづつみを打ちながら、焼酎の水割りを一口飲む。

　……なんか、餌付けされてる気分だわ。

　先程から、箸が進んでいるのは円花ばかりだ。夏目は徳利の二本目と、料理よりもお酒ばかり口に運んでいる。

「…………」

「緊張してるのか？」

　見透かされて、円花は答えに困る。否定すれば嘘になるが、素直に頷くのも癪だ。

　そんな円花を見て、夏目はおかしそうに笑う。

「お互い様だ」

「……部長も緊張、してるんですか？」

　肯定するような笑みを浮かべて、夏目は新しく日本酒を注ぐ。

　そういえば、お酒のペースが早いような……。気のせいだと思っていたが、本当にそうだったとは。

「仕事ではスラスラ話せるのにな」

　緊張してるようには見えないのに……。でも、夏目本人が言うのだから、そうなのだろう。

　緊張しているのが自分だけじゃないという安堵からか、肩から力がほどよく抜けた。

「プライベートの話、あんまりしませんよね」

　どんなものが好きで、どんな趣味があるのか、など知らないことは多い。

　円花と夏目では、思いの量も質も違う。それを比べるのは仕方ないし、意味はないのかもしれない。

　ただ、お互いを知ることは無意味ではないはず。すれ違いで自然消滅、なんて冗談じゃない。

　夏目には負けるが、彼への好意を自覚したのだ。恋愛は面倒だけれど、自分で決めて一歩を踏み出した。

　浅い恋で引き返すより、どうせなら深い愛で溺れてしまいたい。

　まずは一歩、ためらいがちにでも、踏み出そう。自分から。

「部長、いつもなんの本読んでるんですか？」

「歴史とかは、よく読むな。あとは……御堂誉ほまれとか」

「その作家なら、私も知ってます。本屋で大量に積まれてますよね」

　推理小説は日頃から読んでいるし、興味を惹かれる内容だった。なにかの賞を受賞したというのもあって、何冊か購入している。

「専務の弟だ」

「え!?」

　衝撃の事実に、円花は瞠目した。

「弟……あ、御堂」

　苗字が同じだと、今気づいた。

「確か、違う名前で官能小説も書いてたな。そっちの売上も、いいらしいぞ」

「官能小説、ですか……」

　御堂誉の文章は、とても繊細で、丁寧。官能小説とは結び付かなくて、少し夏目を疑いたくなる。

「貸してやろうか？」

「も、持ってるんですか……？」

　まさか、会社で読んでいたり……は、さすがにないだろう。ないと思うことにしよう。

「小宮はなにを読んでるんだ？」

「私は、推理小説とか結構好きです」

　意識したつもりではないが、本棚にはそのジャンルの書籍が多い。

「あと、推理小説ではないですけど、秋あき月づき栞しおりさんは、新刊が出たら必ず買ってます。知ってますか？」

「ああ。一冊だけ持ってるが、なんて言うか、柔らかい表現をする作家だと思ったな」

　円花は嬉しそうに頷く。

　自分の好きな作家を、夏目も知っていた。しかも、こうして趣味の話もできる。それが、たまらなく嬉しい。

　美琴も本好きだが、ちょっとだけ、円花とは好みのジャンルが違うのだ。

　円花は日本酒のお湯割りを一口飲み、ふと外を見た。

「雨……」

　窓を打つのは、小粒の雨。梅雨も終わり、天気予報は一週間晴れマークだったのに。

「タクシーで帰るか？」

「小雨程度ですし、駅まで行けばなんとか」

　なんなら、コンビニでビニール傘を買ってもいい。

　窓から視線を外し、円花は再び、味わうようにお湯割りに口をつけた。




　店を出る頃になっても雨はやむことなく、結局、夏目のすすめるまま、タクシーで帰ることにした。

「えっと、タクシー代を……」

　円花は自宅が近づくと、バッグから自分の財布を取り出す。

「ついでだから、気にするな」

「いえ、お店のほうも払っていただきましたし、タクシー代ぐらい、払います」

　断固として譲ろうとしない円花に、夏目はやれやれと折れることにした。

「えっと、ありがとうございました」

　円花はペこりと頭を下げて、タクシーを素早く降りた。そのまま、自宅マンションまで駆け込む。

「……結構濡れちゃった」

　濡れた髪が、肌に張り付く。スーツや足元が濡れたのを気にしながら、円花は道路を振り返る。タクシーの姿は、もうない。

「あ、メールか……」

　鳴り響く携帯を取り出し、夏目からのメールを読む。

【風邪ひかないように。おやすみ】

　それは、業務連絡のメールじゃない。

　円花は入力ミスがないよう気にかけながら、メールを返信する。

【おやすみなさい】

　もっとかわいい文面にすればよかっただろうか？　絵文字とか使うべきだった？

　……そうじゃないわよね。無理して変わるのはよくない。

　円花は携帯をバッグにしまう。

「お風呂入ってあったまろう」

　円花はエレベーターへ向かい、明日は部長となにを話そうか。そんなことを考えていた。




　翌日、会社でエレベーターへ乗り込んだ円花は、思わず足を止めた。先客がいたのだ。専務で次期社長の――御堂史誓が。

「優志と付き合うことにしたんだって？　おめでとう」

「……ありがとうございます」

　開口一番、史誓にそう言われた。

　エレベーター内はふたりきり。誰に聞かれる心配もないのだが、気恥ずかしい気分になる。

　夏目は、史誓を〝悪友〟と呼んでいた。それだけ仲がいいと円花は解釈したのだが、史誓は少しばかり、なにを考えているのかわからないところがあるような気がする。

　特に話したこともないのに。

「……部長とは、長いんですか？　その、付き合いといいますか」

「まぁ、お互いの失敗談を語れるくらいには長いな」

　史誓は思い出し笑いをして、円花に意味ありげに笑う。

「あいつってさ、本気な相手ほど、妙に慎重になるんだよな。弱気になる、っていうのかな？」

「？　はぁ」

　意味がわからないが、密室にふたりきり。無視するわけにもいかない。

「俺が言いたいのは、優志をよろしく、ってコトだよ、小宮さん」

「よろしく、ですか？」

　なんと返せばいいのかわからず、円花は聞き返すことしかできなかった。

「そ、よろしく。俺は応援してるんだよ、君たちふたりをね」

　ドアが開き、史誓が「出なくていいの？」と、円花に笑いかける。慌ててエレベーターを降りて振り返れば、手を振る史誓が閉まるドアで見えなくなっていく。

「……変わった人」

　けれど、応援している、という言葉に嘘はないと思った。うまく言えないけれど、本心――善意、のような気がする。

「なにしてるんだ、小宮？」

「あ、部長」

　立ち止まる円花を不思議に思ったのか、夏目が歩み寄る。香水に交じってかすかに香るのは、煙草のにおい。

「えっと、専務にお会いしまして」

「なにか言われたのか？」

　気になるのか、夏目は視線を逸らそうとしない。

「そうですね……まぁ、いろいろと」

「……変なことを聞いてないならいい」

　夏目は追求するのをやめて、歩き出す。その後に円花が続く。

　広い背中に、長い足。後ろから見ただけでも、いい男の風格というか、雰囲気がある。

「……部長」

「ん？」

「いえ、なんでもないです」

「そうか」

　振り返った夏目が、優しく笑う。

　なんだか今、抱きつきたくなった。その笑顔を、独り占めしたくなった。

「小宮、今度の休み、空いてるか？」

「え？　あ、はい」

　円花は反射的に答える。

「なら、ウチ来るか？」

　急な誘い。しかも、夏目の自宅。円花はイエスと言うべきか悩んだ。

　気にしすぎかしら？

　夏目は平然としているし、あまり悩みすぎると、かえって余計な気を遣わせそうだ。

「……行きます」

「あぁ。後でメールする」

　夏目は背を向けて歩き出す。

　その背を見つめながら、円花は少しだけ速い、自分の鼓動を感じていた。










Ｂｙｇｏｎｅ……心　～美琴サイド～




「美琴って、髪切らないの？」

　思い出すきっかけは、友人――小宮円花のそのひと言だった。

　高校の入学式。

『髪、綺麗だね』

　それがアイツとの初対面で、アイツの第一声だった。

　誰にでも優しくて、誰にでも人気がある。よくも悪くも、アイツ――不二薫はそういう男だった。

「切らないわけじゃないわよ。ちょっと前に、美容院行ったし」

　指先で髪を遊びながら、美琴はつまらなそうに答える。

　腰まである長く黒い自分の髪を改めて見てみれば、確かに切ったほうがいいかもしれない。

　高校生の頃、友達に『染めてみない？』と言われたこともあったが、興味がなかった。

　アイツも嫌がったし……。

　そう、不二薫は、この黒く長い髪を気に入っていた。高校時代、練習台だと言って、何度か切ってもらったこともある。その頃はまだ美容師じゃなかったけれど、カット代も浮くしまぁいいか、と思っていた。

「美琴？　どうかしたの？」

　円花が心配そうに声をかけるので、美琴は「なんでもない」と首を振る。

「そういえば、夏目部長の家に行くんでしょ？　泊まり？」

「ち、違うわよ」

　動揺する円花を見て、美琴は笑う。

　目の前の友人は、上司と付き合っている。しかも、つい最近のことだ。

　ふたりの関係は、とりあえず自宅へ出向く程度には順調のようで、安心している。

「美琴はどうなの？　気になる人とか、いない？」

「いないわね」

　即答すれば、円花はやれやれと肩をすくめる。

　そんな円花を無視して、美琴はグラスの残りを飲み干した。




　円花と別れた美琴は、ふと自分の髪に触れてみた。

　アイツが、綺麗だと言った髪。そういえば、私――。美容院で髪を切ってもらう時、頼むのはいつだって女性の美容師だ。男性に髪を触らせたことはない。

　――薫以外は。

「……はぁ」

　嫌なことを思い出した。

　美琴は軽く首を振り、歩き出そうと視線を上げる。その先に……嫌なものを見た。

　そういえば、この近くにあるんだ。薫がオーナーのヘアサロンが。

「……あ」

　向こうもこちらに気づいたらしいが、すぐには動けない。彼のすぐ側に、女性がいるから。

　見てわかる。彼――薫に好意を持っている女性だ。

　ま、顔はいいものね。

　美琴は自然と早足になり、ふたりの前を通り過ぎる。

「美琴！」

　呼び止めるような薫の声が聞こえたが、美琴は無視した。

　もう、関係のない――過去の人。そう自分に言い聞かせる。

　ある程度歩いて、美琴はようやく歩調を緩めた。

　……嫌な気分。

　酒でも飲んで紛らわそうにも、美琴はかなり強いから、簡単には酔えない。

　こういう時、すぐに酔える人が羨ましくなる。

「――美琴!!」

「な……っ」

　突然、後ろから肩を掴まれ、強引に振り向かされた。視界に飛び込むのは、呼吸の荒い薫。

「なんで……」

　追いかけてきたのか。そう聞こうと思ったが、薫が息を整えるのに必死だから、美琴は仕方なく黙っていた。

「……さっきの人、どうしたの？」

「あぁ、うん……」

　ハッキリと答えない薫を見上げ、美琴はため息をつく。

「肩、痛い」

「あ、ごめん」

　薫は慌てて肩から手を離し、視線を泳がせる。

「用がないなら、帰るわ。明日も仕事だし」

「美琴……」

　自分でも、なんとなくわかってる。自分が歩み寄れば、多分、関係は徐々に修復されるということを。

　だけど、そんなこと無理だ。他人から冷たいと言われても、譲歩なんてできない。

「……留学してた頃、何度も美琴にメールしよう、電話しよう、って思った」

　歩き出そうとした美琴は、薫の声で足を止めた。

「……けど、メールしたら愚痴ばっか書きそうだし、電話したら会いたくなる気がして……」

「あんた、なに言ってんの？」

　美琴は力強く振り返り、薫を睨みつけた。

「愚痴ぐらい聞いてやったわよ！　外国にいるんだから、ストレスだって溜まるでしょ！」

「み、美琴……？」

「会いたいって言うなら会いに行ってやったわよ！」

　怒鳴ったせいで、顔が熱い。

　美琴は深呼吸をして、気持ちを落ち着かせる。ここが外だということを、つい忘れてしまっていた。

「けど、美琴に会ったら……逃げたくなる気がしたんだ」

　夢を諦め、日本に帰りたくなる。そんな気がして、連絡できなかった、と薫は言う。

「あんた、ホントに馬鹿ね！」

「――!!」

　このまま殴ってやろうか。それくらいの剣幕で、また目の前の薫を怒鳴った。

「私が、弱音を吐いたあんたを優しく慰めると思ってるの？　帰りたいって言うあんたに、素直にいい、って言うと思ったの？」

　瞬きも忘れて、美琴は薫をまっすぐ睨みつける。

「自分の夢のために留学したんでしょ？　なら、弱音吐くあんたの背中蹴ってやったわよ！　絶対に、帰ってこさせたりしなかった!!」

　通り過ぎる人が、ふたりを不思議そうに見ていたけど、気にならなかった。

「美琴……」

「あんた、馬鹿よ。……大馬鹿よ」

　美琴はぽつりと呟き、再び歩き出した。

　あんたの気持ちを私は知らない。けど、あんただって、私の気持ちを知らない。

　私がどれだけ悲しかったか、知ってる？

　私がどれだけ寂しかったか、知ってる？

　あんたは知らないのよ。

　私がどれだけ……。どれだけあんたを、好きだったか。

「最悪の気分だわ……」

　長い髪が、風で揺れる。そろそろ切らなきゃ。

『美琴の髪、俺好き』

　蘇ったのは、薫が言った八年前の些細なひと言。

　ねぇ、今もそう思ってる？

　美琴は振り返り、そこにまだ薫が立っているのを見つけて、目を伏せた。

「……美琴？」

　早足で歩み寄った美琴は、ドンッと薫の胸になにかを押しつけた。

「……いいのか？」

　押しつけたそれは、自分の名刺。そこには、番号と一緒にアドレスも書いてある。

「ただの気まぐれよ。いらないなら、捨てて」

「捨てない。連絡しても？」

「仕事中は無視するから」

　美琴の言葉に、薫は嬉しそうに笑う。

「言っとくけど、許したわけじゃないから」

　これが、今の自分にできる精一杯の譲歩だ。

「うん。それでも、ありがとう」

「……帰る」

　美琴は歩き出す。

　今度は、振り返ったりしなかった。










甘すぎる




　七月も終わりに近づいた頃、ようやくふたりの休日が重なった。

　本当はもっと早かったはずなのに、お互い忙しくて、延期続きになっていた約束。それがいよいよ、明日に迫っていた。

「手土産は用意したし、あとは……」

「勝負下着ね」

「ぶっ」

　思わず、アイスコーヒーを吹いてしまった。目の前に座る美琴が、口元を引きつらせる。

「ご、ごめん……」

「吹き出すようなこと？　明日と明後日は休み。お泊まりしたって、なんの支障もないじゃない」

　美琴はアイスコーヒーを口にして、嫌な笑みを浮かべる。

　いつもなら飲みに出掛ける金曜の夜だが、明日のためと、カフェで軽く済ませることになった。

「それに、自宅へ呼んでる時点で、夏目部長もそれなりの下心があるんじゃない？」

　カラン、とグラスの中の氷が涼やかな音をたてる。

「下心……。でも、部長って淡泊そうなイメージあるんだけど」

「まぁ、確かに」

　ストイック、とでも言うのか。

　でも、キスは上手だったな……って、なに考えてんだろ、私。

　頭に浮かんだ恥ずかしい思考を振り払い、ごまかすようにアイスコーヒーを流し込む。

「でも、順調みたいで安心した」

「そう、ね。まだ、いろいろと戸惑うこともあるけど、順調だと思うわ」

　円花が笑うと、美琴も嬉しそうに笑う。

「で、美琴は？」

「なにが？」

「土日の予定はないの？　特に、男性関係の」

　少し前、美琴が薫に連絡先を教えたのを聞いた。その後、進展があったのかどうかは知らないが、美琴の心境に変化が出ていると見て、間違いないだろう。

「ないわよ」

「……ホントにないの？」

「ない」

　キッパリと言う美琴。隠しているわけでもなさそうだ。

「……寂しい休日ね」

「大きなお世話よ」

　本当は、薫のことを話題に出してみようと思った。だけど、なんとなくだけど、美琴自身が、まだ自分の気持ちに迷っているような気がして。そんな美琴に、自分はなにを言うべきなのか。それがわからなくて、友達の力になれない自分が情けない。

「あ、言い忘れてたんだけど」

「なに？」

「勝負下着、冗談じゃないから」

　アイスコーヒーを、また吹き出しそうになった。

「か、考えとく」

　円花は苦笑いを浮かべながら、アイスコーヒーを飲み干した。

　翌日、夏の空はどこまでも高く、白い入道雲が遠くの空まで広がっていた。この時期は、日焼け止めが欠かせない。

　円花は約束の時間より少しだけ早く、夏目の自宅マンションへやって来ていた。

「すみません、早すぎましたね」

　リビングに入ると、部屋は適度に冷えていて、汗が引いていくのを感じる。

　夏目の自宅は――想像通り、というか、夏目優志のイメージに合っている部屋だった。

　案内されたリビングは、物が少ない。シンプルで、黒で統一されていながらも、清潔感がある。キッチンは綺麗に整っているが、使っている感が出ている。日頃から掃除しているのだろう。１ＬＤＫで、ひとり暮らしには十分な広さだ。

「いや、大丈夫だ。コーヒーでいいか？」

「は、はい。……あ、これ、どうぞ」

　忘れないうちに、手土産を渡しておく。

「チョコレートです。その、部長の好みをよく知らないのですが……」

　甘いものは好きだと、バレンタインかなにかで聞いたことがあった。

「わざわざ悪いな」

「いえ、そんな高いものではないので。でも、味は保証しますよ」

　とりあえず、手土産を渡すという第一段階はクリアした。

「…………」

「どうかしたか？」

「え？　あ……」

　凝視していたのを、気づかれていた。

「その、スーツ以外の部長が新鮮だなぁ、と」

　沖縄出張の時にも見たが、夏目の自宅で私服姿を見ると、よりプライベート感が強い。ネイビーのサマーニットと、白いスラックス。爽やかだ。

「俺は新鮮というより、不思議な感じだな」

「え？」

「お前が俺の部屋にいるのが、不思議だ」

　そう言う夏目は、笑っていた。

　苦いブラックではなく、砂糖たっぷりの甘すぎる笑顔。

　……心臓に悪いわ。

　日に日に、円花の中の夏目という人間が姿を変える。

　円花は知らなかった。上司の夏目優志が、こんなふうに笑う人だということを。

　シビアでクールな上司様は、他部署であろうと容赦のない率直な意見を口にする。本人も、泣かせた女子社員は両手じゃ足りないと言っていた。

　そんな人が、自分に笑いかけている。

「小宮、どうかしたか？」

「……なんでもないです」

　あんまり見ないでほしい。心を見透かされそうだ。

「――部長って、綺麗好き、ですよね？」

　リビングのソファに座り、円花は改めて部屋の中を観察する。

「そうか？」

「会社のデスクも綺麗ですし」

「散らかってると、仕事に集中できない気がしてな」

「倉本さんとは大違いですね」

　入社した当初から、倉本のデスクは散乱していた。ファイルの山が雪崩を起こしても、今では驚きもしない。

「アイツは、多少散らかってるほうが落ち着くらしい」

「でも、少しくらいは片付けてほしいんですけどね」

　以前、倉本のデスクからファイルを抜き取った時のことを思い出した。ファイルの山は崩れるし、飲みかけのコーヒーで服は汚れるし、散々な目にあった。

　……というか、仕事関係の話ばっかりしてる。

　仕方ない、と言い訳してみたくなる。

　だって、共通の話題と言えば、仕事関係しか浮かばない。

　お互いに読書家ではあるが、プライベートなんてほぼ知らないも同然。

　部長、私といて楽しいのかしら？

　決して、居心地が悪いわけじゃない。悪いわけじゃないけれど、なにか話題を、と探してしまう。

「…………」

「悪いな、退屈だろ？」

「え？　いえ、退屈ということは……」

　苦笑する夏目を見つめ、円花はためらいがちに聞いてみる。

「部長こそ、退屈じゃありません？　その、私……仕事関係の話ばかりしてますし」

　円花の言葉を聞いた夏目が、優しい笑みを浮かべる。

「休日に、好きな女が自分の家にいるんだ。退屈だと思う暇もないな」

「……そ、そうですか」

　そういうことを笑顔で、しかも真剣な目で言うのはやめてほしい。冗談交じりに言ってくれれば、こっちも笑って流せるのに。

　このまま夏目と目を合わせていたら、顔が真っ赤になってしまう。

　円花はごまかすように、視線を泳がせる。

「……本、多いですよね」

　黒の本棚には、隙間なく本が並んでいる。ハードカバーのものもあれば、文庫サイズのものもある。

「好きに見てていいぞ。昼飯の用意してくる」

「あ、手伝います」

　キッチンへ向かう夏目を追うように、円花は立ち上がる。けれど、夏目は「楽にしてていい」と言い残し、ひとりキッチンへと姿を消した。

　ひとり残った円花は、仕方ないと視線を本棚へ向ける。

「あ、御堂誉。専務の弟、なのよね」

　円花も持っている本が、何冊か夏目の本棚にもある。それが少し嬉しくて、自然と口元が緩んでしまった。

「葵あおい由ゆ貴き？　聞いたことない名前――」

　御堂誉の隣に、葵由貴という見覚えのない作者の本もあった。気になったので、パラパラとページをめくってみる。そして一瞬で、円花は本を閉じた。

　こ、これっていわゆる……か、官能小説、ってものなんじゃ……。

　タイトルも装丁も、円花がイメージする官能小説とは違っていたので、油断した。

　ぶ、部長って、こういうのを読んでるの？

　そういえば以前、そんな話も聞いていたけど。まさか、リビングの本棚に置いてあるなんて思うはずがない。

　円花は恐る恐る、ページを開いてみる。

　十代の乙女じゃあるまいし、官能小説くらい――。

「…………」

　いや、うん。官能小説なんだから、そういう描写があるのは知ってる、わかってた。けど、文字で見ると異様に生々しいというか……。

　ゆっくりと本を閉じ、棚へ戻す。

「その人、専務の弟さん」

「！　ぶ、部長……っ」

　音もなく背後に立たないでほしい。心臓が激しい動悸を刻む。

「専務の弟さん？　でも、名前が……」

　平静をうまく装えているのか、自信がない。

「ペンネームだからな。読んでみるか？」

「えっ？　あ、えっと、その……」

　しどろもどろになる円花を見て、夏目がおかしそうに笑う。

「冗談だ」

「……からかわないでください」

「悪かった。つい、な」

　口元に笑みを浮かべ、夏目はキッチンへと戻っていく。

　なんだか、違和感……あ、そっか。

　キッチンに立つ夏目を見つめて、円花はその違和感に気づく。

　今日の部長、よく笑うんだ。それも、嬉しそうに笑う。不思議な感じがして、なんだかくすぐったい。

「あの、やっぱりなにか手伝います」

　キッチンで作業する夏目に、声をかける。

　なにもしないでいるのは、申し訳ない気がして落ち着かない。

「大丈夫。もう、できた。座っててくれ」

　そう言われ、円花はリビングの椅子に腰を下ろす。

　部長のご飯か……。なんでもできそうなイメージだから、ちょっと期待しちゃうかも。

　ワクワクしながら待っていると、夏目が両手に皿を持ってキッチンから出てきた。

「見た目はアレだが、味は問題ないと、思う」

「おぉ……」

　円花の目の前に出されたのは、炒飯。野菜もたっぷり入っているので、彩りもいい。香ばしい匂いに、食欲を掻き立てられる。

「ん！　美味しいです」

「そうか……安心した」

　ホッとしたように、夏目が肩から力を抜く。

「そんなに緊張しなくても……。本当に美味しいです。自炊、するんですね」

「できる範囲で、だけどな。けど、料理はやっぱり苦手だ」

「そうなんですか？」

　調理する過程は見ていないが、キッチンから聞こえてくる音は迷いのないハッキリした音だった。

　なんでもできそう、のイメージ通りだと思っていたが、実は違うらしい。

「レパートリーは少ない。これと、カレー、シチューやハヤシライス、あとは――」

「確かに、少ないですね……」

　カレーとシチューなんて、最後に入れるルーが違うだけで、材料も調理行程もほぼ一緒だ。

　円花が苦笑すると、夏目は目を細めて笑う。

「皿洗いは、私がします」

「……お願いしようかな」

　やっぱり、なにもしないでいるのは嫌だから。

　円花は内心ホッとしながら、炒飯を食べ進めた。




　窓の外が、赤く染まり出した。本から視線を上げ、時計を探す。

　もう十八時過ぎ……気づかなかった。

　恋人の部屋に来ているのに、お互い読書に夢中になって会話もほとんどなかった。これでいいのだろうかとも思うが、無理して話題を探すよりも余程、居心地がいい。

「…………」

　チラリと目の前のソファに座る夏目を見てみる。

　彼も彼で、本に夢中らしい。こっちをちっとも見ない。

　……絵になる。

　黒いソファ、サマーニットを着てハードカバーの本を読む夏目。ページをめくる指先にさえも見とれてしまいそうになる。

　男の人がこんなにも綺麗なんて……。悔しいやら、悲しいやら、複雑な心境だ。

　でも、なによりも複雑なのは、こんなにも綺麗な人の彼女が自分だということ。

「どうかしたか？」

「な、なんでもないです……」

　夏目がこちらを見るのと同時に、視線を手元の本へと戻す。

　あからさまに不自然だが、見つめ返す自信はない。

　意識を本に集中させようと必死になりながらも、やはり目の前の夏目が気になってしまう。

「……？」

　視線を上げたのと同時に、夏目がソファから立ち上がる。

　どうしたんだろう？

　不思議そうに見ていると、夏目は円花の隣に移動してきた。

「部長……？」

　手を伸ばせば、簡単に届く距離。お互いの呼吸だって、感じられるかも。

「なんか、焦れったくて」

「……？」

　夏目の視線が、熱っぽくて逸らせない。

　伸ばされた指先が、ためらいがちに円花の頬を撫でる。

　少しだけ冷たい指先が、心地いい。

「同じ部屋にいるのに、もっと君の近くにいたい。……いい？」

「……ダメって言ったら、離れてくれます？」

　夏目が、困ったように笑う。

「無理、かな」

「あ……」

　一瞬で、距離が縮まる。指先が、円花の唇をなぞる。

　夏目の顔が近くて、どんどん自分の顔が熱くなっていく。くらくらしそう。

「あ、の……」

「……頼むから、ダメって言わないで」

　吐息が唇に触れる。それと同時に訪れたのは、甘いキス――。

「……ん」

　本が、床に落ちた。

　拾わなきゃ――そう思ったのに、手は誘われるまま、夏目の首へ。

　すがるように、甘えるように、夏目の服を掴む。

「ふ……ぁ」

　おでこに、瞼に、鼻に、また唇に。キスの雨に、意識が奪われていく。

　触れあう場所から伝わる互いの体温が、心地よくて――。

　私、キス……好きなのかな？　それとも、部長がキス好きなの？

　こんなにも長い時間、キスしたことはない。

　いつの間にか、ソファに横たわっていた。重なる夏目の重さが、妙に落ち着く。

「ん……っ」

　耳たぶに、キスされた。次いで、首筋――それから、鎖骨。

　手の甲に唇を当てて、漏れる声を抑える。

　今絶対、顔が真っ赤だ。普段なら恥ずかしくて逃げ出してしまうのに、夏目の腕の中が心地よくて、むしろこのままでいたいと思ってる。

「――円花」

「……は、い？」

　見上げれば、熱を帯びた瞳の夏目。そんな目で、見ないでほしい。

「いいよ。君からも、触れて？」

　耳に響く声が、優しくて甘い。塞いでしまいたいのに、聞いていたい気もする。

　おずおずと手を伸ばし、夏目の頬に触れてみた。冷房が入っているのに、頬は熱い。

　首を抱き寄せれば、夏目は抵抗することなく円花の首筋に鼻を寄せる。

「部長……好き、です」

　抱きしめ返してくれる夏目に、胸が熱くなる。

　私は今、この人に恋してる――。










触れたくて




　目覚めた時、隣に好きな人がいる。

　こんなにも幸せなことは、ないと夏目は思う。

　あの後、緊張の糸が切れたのか、夏目を抱きしめたまま、円花はすやすやと眠ってしまった。男としては、不完全燃焼とも言える状況ではあったが、自分の腕の中で眠る恋人の寝顔に、すべてを許してしまった。

　そんな彼女を寝室に運び、自分も隣で眠ったのが二時間ほど前のことだ。

　まだ、起きそうにないな……。

　前髪を指で払い、円花の寝顔を覗き込む。

　よく眠ってる。

　思わず頬が緩みそうになって、小さく咳払いをしてごまかす。

「……円花、もし俺が……」

「ん……」

　円花が小さく身じろぎをして、夏目は言いかけた言葉を飲み込む。そのまま、円花の頭を支えていた腕をゆっくりと引き抜く。

　起きないことを確認してから、夏目はベッドから降りる。

　暗闇に慣れた目は、明かりがなくても問題ない。自分の寝室だし、どこになにがあるかもわかっているから。

　音をたてないよう慎重にドアを開き、閉める。リビングの明かりは、つけっぱなしだったようだ。

「さて、と」

　円花が起きる前に、いろいろとやってしまわないと。

　夏目は手て櫛ぐしで髪を整えると、キッチンへと向かった。




　パチパチと瞬きを繰り返す。

　暗さに目が慣れてきて、ようやく状況が把握できた。

　自分は今、ベッドの上にいる。

　誰のかって？　そんなこと、一瞬でわかる。

「私、寝ちゃってたの……？」

　体を起こし、キョロキョロと周囲を見回す。

　セミダブルのベッドは、ひとりで使うには広すぎる。

　肌触りのいいシーツを手で撫でながら、とりあえず時計を探す。

「二十一時過ぎ……」

　ベッドサイドのデジタル時計で、時間を確認する。三時間も寝ていたようだ。

「ど、どうしよう……」

　初めて恋人の家に来たのに、寝てしまうなんて。自分が情けなくて、呆れてしまう。

「部長は……」

　もしかして、怒ってる？　呆れてるかもしれないけど、怒ってるよりはマシだ。

　円花はベッドから降りると、スカートの皺を手で伸ばす。髪も整えて、気合を入れる。

　第一声は、ごめんなさいから入るべきか。それとも――。

「――よし！」

　いろいろ考えたけど、なるようになれ、だ。

　円花は戦いに挑むような気持ちで、リビングへと飛び出した。

「……カレー？」

　リビングへ出た瞬間、鼻び腔くうを通り抜けたのはカレーの香り。

　そういえば、起きた時から美味しそうな匂いがすると思っていたんだ。状況を把握するのに必死だったから、考える余裕もなかった。

「起きたのか？」

「あ、部長……」

　キッチンから顔を出した夏目の手には、お皿が二枚。

「あ、あの、私……」

「お腹は？」

「え？」

「お腹は空いてる？」

　反射的に、コクリと頷く。

　夏目は「そうか」と笑って、またキッチンへと引っ込んでしまった。

　残された円花は、しばし考え込む。

　怒ってはいないみたい。呆れているふうでもなかった。

　寝室の扉の前で立ち尽くし、次の行動を考える。

　動くべきか、待つべきか。

　円花が迷っている間にも、キッチンからはカレーのいい香りが漂ってくる。

「晩ご飯にしようか」

　リビングに戻ってきた夏目は、できたてのカレーをテーブルに並べる。

「座らないの？」

「その……今、少し反省中でして」

　多少なりとも、責められたほうがマシだということに気づいた。何事もなかったかのように振る舞われると、いたたまれない。

「それは、寝てしまったことが原因なのか？」

「……はい」

　口に出して認めてしまうと、なおさら情けなくなってきた。

「気にする必要はない。むしろ、寝顔を見られて得した気分だ」

　笑いながら、夏目は動かない円花の手を引く。

「み、見たんですか？」

「そりゃあ、見るだろ？」

　当然だ、みたいに言われても困る。

　椅子に座らせられた円花は、顔を隠したくなった。

「大丈夫。かわいい寝顔だった」

「……そうですか」

　盛大なため息をつき、円花は気持ちを切り替えることにした。

　ここまで失敗を犯してしまったのだ。これ以上の失敗は、余程のことがない限り起こらないはず。そう思うことにした。

「夕食も、部長に作ってもらいましたね」

　予定では、自分が作るつもりでいた。『料理が得意です！』と、豪語できるほどの腕前ではないが、人並みにはできると思う。

「次は絶対に、私が作ります」

　そう言うと、夏目が嬉しそうに笑う。

「？」

「いや、次があるんだな、と思って」

「あ、ありますよ……」

　そんなふうに返されると、恥ずかしくなってくる。

　円花は、ごまかすようにカレーを口に運ぶ。

「ん！」

「どうした？」

「か、辛いっ」

　コップの水を飲み干し、口を手であおぐ。ヒリヒリする辛さに、二口目は勇気がいる。

「悪い。いつもの癖で辛口で作ったから」

　空になったコップに、夏目が新しい水を注いでくれた。

「……だ、大丈夫です」

　強気に言ってみたが、スプーンがまったく動かない。

「なにか緩和するもの……あ、チーズとか？」

「卵もいいと思います」

　正直、お腹は空いてるし、わざわざ作ってもらったものを残すのは申し訳ない。なんとか工夫して、この一皿を食べてしまわなくては。

「卵と言うと、生？」

　ふたりでキッチンに向かい、夏目が冷蔵庫を開ける。

「黄身だけ入れるとまろやかになるそうですが、生は抵抗あるので……」

　昔から、生卵は好きじゃない。半熟は嫌いじゃないが、火が通っていないのが、どうにも受け入れがたい。刺身なんかは平気なくせに。

「なら、ゆで卵だな」

「あ、私やります！」

　夏目が取り出した卵を、半ば奪うように受けとる。

「鍋は……」

「はい」

「ありがとうございます。お酢は、ありますか？」

「お酢？」

　不思議そうな顔で、夏目は小さいビンのお酢を取り出す。

「なにするんだ？」

「ポーチドエッグにしようかと、せっかくなので」

「へぇ」

　興味津々に、円花の手元を眺める夏目が、少しかわいい。

「円花はいいお母さんになるよ」

「そこは普通、いい奥さんになる、って言うんじゃありません？」

　そう言ったら、夏目はおかしそうに笑っていた。本当に、今日はよく笑う。

　今この瞬間を楽しく思っている証拠で、円花もつい笑みがこぼれる。

　不意に、夏目が腕時計を見る。円花もつられて彼の腕時計に視線を向けてしまう。

　そっか。帰らなきゃなんだよね。

「――食べ終わったら、送っていくよ」

「……はい」

　なんとも言えない寂しさを感じながら、円花は鍋を見つめる。

　今日は、時間が過ぎるのが早いような気がした。




　月曜日、空は快晴。夏の空はどこまでも青く、日中は存在を主張する太陽のおかげで、ついつい日陰を選びながら行動してしまう。

「今日も暑いわねぇ」

「そうね…」

　美琴の言葉に、上の空で返事を返す。

　今朝からずっと、円花は心ここにあらず、といった状態。美琴とランチを食べている間もぼんやりとしていて、さすがに美琴も気になっていた。

「――聞いたほうがいい？」

「……なにを？」

　会社はもうすぐ目の前。信号待ちでふたりが立ち止まる。

「お泊まり。どうだった？」

「――ノーコメント」

　信号が青に変わり、円花は早足で歩き出す。

「ちょっと――！」

　慌てて美琴が追いかけると、円花はなんとも言えない顔をしていた。険しくて、恋人の家に泊まってきた女の顔には見えない。

「なに？　なにかあったの？」

「……その逆」

「逆？　逆っていうと……」

　聞き返す美琴に、円花はため息交じりに答える。

「なにもなかったの！」

　少し声が大きすぎた。通り過ぎた人が、チラッとこちらを振り返る。

「なにも、なかった？」

　次の瞬間、美琴がおかしそうに笑い出した。

「わ、笑うとこ!?」

「ごめん、ごめん」

　怒る円花に反して、美琴は笑いすぎて涙目だ。

「ホントにごめん。けどさ、そんなふうに落ち込むってことは、なにか期待してた、ってことでしょ？」

　美琴は、夏目に告白されて悩んでいた円花をよく知っている。だからこそ、円花の変化を目の当たりにして、おかしくなってしまったのだ。

「期待？」

「違うの？」

　しっくりこない表現に、円花の眉間に皺が寄る。

「なんて言えばいいのかしら……？」

「落胆？」

「意味一緒でしょ」

　すぐ目の前は会社だというのに、ふたりは一向にその場から動こうとしない。

「別に、期待してたわけじゃないの。覚悟はしてたわよ」

「そうね。男の、しかも彼氏の家に泊まるんだもの。必要よ」

　円花は、自身の行動を振り返りながら、考えを整理する。

　なにかがあってほしかったわけじゃない。夏目のいろんな顔を見られたし、楽しかった。楽しかったけれど、ただ――。

「……そうか」

「なに？　答え、見つけた？」

　円花の顔が、徐々に赤くなる。

「ど、どうしたの？」

　美琴が心配そうに、円花の顔を覗き込む。

「な、なんでもない！」

　逃げるように、円花が歩き出す。その顔は、相変わらず真っ赤だ。

　言えるわけないわっ。

　自分を呼ぶ美琴を無視しながら会社に入れば、タイミングがいいのか悪いのか、夏目がいた。円花に気づくと、優しい笑みを浮かべてこちらに歩み寄る。

「どうした？　顔赤いぞ」

　円花の頬に触れようとした夏目は、ここが会社だと思い出したのか、名残惜しそうに手を引っ込める。

　そんな夏目の顔を見つめて、円花は諦めのため息をつく。

　そう、あの日――自分は離れがたかったのだ。この人に、触れていたいと思った。

「厄介だわ……」

　この感情は、一旦認めてしまうと底が見えない。

　自分が欲深い人間になったみたいで、夏目から目を逸らしてしまう。

「置いてかないでよ！　あ、部長……」

　額にうっすらと汗を浮かべて、美琴が追いついた。

「こ、こんにちは」

「こんにちは。総務部の月島さん、だったよね」

「はい。……私、先に戻ってようか？」

　夏目にわからないように耳打ちされ、円花は小さく首を振る。

「失礼します」

「あ、円花。また、置いてくし」

「…………」

　エレベーターのボタンを押して、円花は振り返りたい気持ちを抑える。

　今、自分はどんな顔で夏目を見ていたのだろう。いつもの自分ならば、いい。いくらでも取り繕える。

　けど今は、そんな余裕がない。側にいたら、触れたいと思う。それを知られたら、単純にとても、恥ずかしい。

　私って、こんな感じだったかな……。

　考えごとに集中して、エレベーターの扉が開いたことに、すぐに気づかなかった。

「円花、乗らないの？」

「あ、乗る――……え？」

　美琴の声につられて、そのままエレベーターに足を踏み入れた。けれど、そこにいたのは美琴ではなくて……。

「部長？　え？」

　美琴がいるはずじゃ……。

　慌てて振り返れば、美琴が笑顔で手を振っていた。エレベーターの外で。

「な、な――」

「ごめんね。でも、いい友達でしょ？　私」

　してやったり顔が、どうにも苛立ちを誘う。

　エレベーターの扉が閉まると、円花と夏目のふたりだけ。

「…………」

　なにか話さなきゃ。そう思うのに、言葉が出てこない。

「円花」

「――！」

　突然、夏目に抱き寄せられ、そのまま腕の中に閉じ込められる。

　ほのかに香るのは、煙草だろうか？

「あ、あの、ここ……っ」

『会社です』。そう言うつもりだったのに、抱きしめる力が強くなる。

「ちょっとだけだから」

「……はい」

　そのぬくもりに、頬が緩む。

　ホントに、厄介だわ……。

　この恋は、なかなかに手強い。

　自分がどんどん、変わっていくような気がする。










離れていく




〝幸福上限説〟という言葉が、ある日唐突に脳裏によぎった。

　幸せがいつまでも続くはずはなく、また、続きすぎた幸せの報いを受けるかのように、不幸が重なってしまう。

　そんな話を、どこかで聞いたことがあるような気がして……。

「考えすぎじゃない？」

　あまりにも気になりすぎたから、美琴に相談してみた。

　返ってきた言葉は、まぁ当然ながらそんな感じなわけで。

「けど、うまくいきすぎてると思わない？」

　上司との恋愛に足踏みしていたあの頃に比べると、今は順風満帆だ。周囲にもバレていないし、これといった衝突もない。これほどまでに順調な恋愛を、今まで経験したことがないのだ。

「いいことじゃない。もしかして、のろけてる？」

「私は真面目に悩んでるの。なんて言うか、そろそろ悪いことが起きるんじゃないか、って」

「例えば？」

「部長と喧嘩するとか……元カノが現れるとか？」

　前者はまぁいいとして、後者は歓迎できない内容だ。

　自分で言っておいてなんだが、円花は気分が沈んでくる。

「喧嘩はありえるわね。でも、仲がいいほど喧嘩するって言うし、いいんじゃない？」

　多少の喧嘩は、恋人の仲をより深めてくれる。美琴はそう言いたいらしい。

「ま、元カノの登場もありえなくないわよね。部長だもん」

　美琴が笑顔で言うから、円花はやっぱり思う。よくないことが起こるのだと。




　夏は終わりに近づいている。とは言え、暑さはいまだに和らぐ気配を見せない。

「今日も暑いですね」

「そうね」

　夏生まれだが、円花は夏が嫌いだ。暑いし、汗は出るし、暑いし。

　毎年思う。社会人にも夏休みがあればなぁ、と。

「私、なにか冷たいもの買ってきます。小宮さんも、買ってきましょうか？」

「そうね……。一緒に行くわ」

　こう暑いと、仕事の能率が上がらない。気分転換も兼ねて、波奈と一緒に自販機へ行くことにした。

「なににしようかな、っと」

　自販機にお金を入れてから、波奈はなにを買おうか悩んでいる。オレンジジュースに決めたかと思えば、隣の炭酸に目移りしている。

「あ、お金戻ってきちゃった。すみません」

「気にしないで」

　微笑ましい光景だ。

　波奈はもう一度お金を入れて、今度は迷わず炭酸を選ぶ。

「私も炭酸にしようかな」

「あんまり飲まないんですけど、たまに飲みたくなるんですよね」

　冷たいペットボトルが、気持ちいい。飲まなくても、これだけで十分癒される。

「仕事に戻りたくないわ」

　ペットボトルに頬ずりしながら、円花は本音を漏らす。

「……？」

　波奈の反応が返ってこなくて、円花は視線をそちらへ向ける。見れば、波奈は別のほうを見ていた。視線の先を追えば、喫煙所帰りだろうか？　夏目と倉本がいた。

「……今井さん？」

「は、はいっ！」

　円花が近づいて名前を呼べば、波奈はあからさまに驚いた。肩をびくりと跳ねさせ、こちらを振り返る。

　これは、この反応は……。もしかして……。

　幸福には上限がある――のかもしれない。

　続きすぎた幸せの報いは、必ず自分の身に返ってくる。そう思っていれば、本当に不幸なことが起きた時、あまり傷つかずに済むかと思っていた。

「小宮さん？　戻ります、よね？」

「え？　あ、戻るわよ。戻る」

　自分の部署へ戻りながらも、円花は気になっていた。

　もしかして、波奈は夏目が好きなのではないか、と。

　人を好きになることに、許可は必要ない。例え相手に恋人がいたとしても、既婚者であったとしても、好きになること自体は罪ではない。

　それに、好意を持たれるということは、それだけ相手が魅力的であるという事実でもある。

　とは言え、それを当の本人ではなく、恋人、あるいは伴侶が先に知ってしまった場合、どういった対処が正しいのか。判断に迷うところだ。




「考えすぎ、かな？」

　仕事終わり、行きつけの店で美琴と夕食を兼ねて飲んでいる。『酔ったことはない』と公言している美琴は、アルコール度数なんておかまいなし。

「どうかしらね。部長はモテるでしょ」

　枝豆を、次から次へと口に放り込む美琴。それを見つめつつ、円花はビールを喉に流し込む。夏場のキンキンに冷えたビールに勝るご褒美はない。

「なにが心配なの？」

「だって、今井さんは私よりかわいいじゃない」

　小柄でふんわりとした女の子。男が守ってあげたくなる、そんなタイプに勝てる自信はない。

「あ～……この間言ってた、幸福上限説、ってやつが関係してるわけだ」

「そう。もしかするかもしれないでしょ？」

「……どうかなぁ。その今井って子が、部長に告白して成功する可能性は低いと思うけど」

　美琴自身は、夏目の性格のすべてを把握しているわけではない。だが、これまでの経緯を鑑かんがみれば、彼が円花一筋なのはわかる。

　つまり、円花の心配は杞き憂ゆうなのだ。

「そんなに心配なら、本人に言えば？　部長は私と付き合ってます、って」

　そんなこと、言えるはずがない。

　夏目と付き合う際、関係を秘密にしたいと言ったのは円花自身なのだ。それなのに、言い出しっぺがその決まりを反ほ故ごにするわけにはいかない。

「じゃあ、それとな～く聞いてみたら？」

「それとな～く？」

　それならまぁ、いい？　いいのかな？

　いや、でもやっぱり、気にしすぎなのかも。

　それに、もしもこの不安が現実のものになった時、果たして自分は、そのすべてを受け止めることができるのだろうか？

　うららかな午後、円花は会社近くのカフェにいた。注文したアイスティと、新作メニューのマンゴーパフェが、目の前に置かれている。

　頼んでから気づいた。冷たいもの同士だ。

「美味しいですね」

　そしてマンゴーパフェの先、つまり向かい合って座るのは、イチゴパフェに舌鼓を打つ波奈。

　今日は、美容雑誌の編集者と打ち合わせをしてきた。予定よりも早く終わったので、会社近くのカフェでお茶にすることにしたわけだ。

「今井さん、いくつだったっけ？」

「二十三になります。どうかしましたか？」

「ううん、別に。彼氏とかいるのかなぁ、と思って」

　円花は、七月に誕生日を迎えたので二十六歳。仕事を優先してもいいけれど、人によっては結婚を意識するお年頃。だが、二十三歳ならば前途洋々と言ったところか。

　昔は一歳二歳の差なんて気にもしていなかったが、今はとても気になる。

　これが、大人の女性になるってことなのか……。

「お恥ずかしい話ですが、彼氏はいないです」

「そ、そうなの……？」

　フリーとはもったいない。円花が男なら、絶対に波奈を選ぶのに。

「あ、でも好きな人はいます」

「……え？」

　頬を赤らめて、波奈が教えてくれた。

　とてもかわいらしいのだが、円花の心中は穏やかとは言い難い。

「そ、それって……同じ会社の人だったりする？」

「はい」

　ビンゴ！　思いつく人物は、ひとりしかいない。

「でもその人、彼女がいるので……」

「え!?」

　波奈のひと言で、円花は思考の海から引き戻される。

　まさか、バレてる？

「ど、どこでそれを？」

「本人が言ってました。小宮さんもご存知では？」

「し、知らないけど……」

　まさか、夏目が公言していると？

　再び思考の海に飛び込む。

　そんな円花に、波奈が首をかしげている。

「あの……小宮さんは、誰だと思ってるんですか？　その、私の好きな人」

「な、夏目部長……？」

　その瞬間、波奈が「ふふふ」と笑った。

　仕草の一つひとつがかわいいだなんて、反則じゃありませんか？

「違うの？」

「はい。夏目部長はかっこいいですけど、ちょっと怖くて」

　波奈自身は、夏目からめったに怒られたことはない。もしかすると、怒られたこと自体ないかもしれない。それでも、他の社員たちがこっぴどく怒られているのを見ている。それゆえ、尊敬はしても好意を抱いてはいないそうだ。

「じゃあ、誰？」

　てっきり、夏目だとばかり思っていた。他にいただろうか？

「その……」

　波奈が言おうか言うまいか、迷っている。

　円花としては、相手が夏目ではないと知った時点で心が軽くなったので、今は波奈の反応を待つことに徹する。

　マンゴーパフェも美味しいし、予定外の恋バナに興じるのもいいだろう。

「く、倉本さんです」

「……へぇ」

　倉本淳一。円花の先輩だが、偉ぶったところがなく、男女共に友人の多い彼は、声高に宣言している。かわいい彼女がいる、と。詳しくは知らないが、花屋で働いている子らしい。

　円花から見れば、人好きのする性格だと思う。好感は持てるが、恋愛感情を抱いたことはない。

　そんな倉本が好きなのだと、目の前の波奈は語る。

「彼女いるのに、いいの？」

　何度も言うが、人を好きになるのに許可は必要ない。ただ、彼女がいる人を好きになるのは、いささか不毛な気がする。

　特に倉本の場合、彼女しか目に入っていない感じだし。

「別に、告白しようと思ったことはないんです」

「いいの？」

「はい。私、思うんです。私が好きになったのは、彼女さんを大事にしている倉本さんなんだ、って」

　なるほど。わからないでもない。

「だから、横よこ恋れん慕ぼしようとかは全然思ってないんです」

　報われなくてもいい。そう語る波奈は、無理をしているふうではない。本当に、心からそう思っているのだ。

「そう言う小宮さんは、付き合ってる人、いますか？」

「えっと……うん、いるよ」

　いないと言えば、波奈は素直に信じてくれると思う。余計な詮索もしないだろう。

　だが波奈は、心の奥底に閉じ込めていた秘密を教えてくれた。ならば、円花も正直に答えねばフェアじゃない。

「本当ですか？　どんな人です？」

「う～ん……嬉しそうに笑う人、かな」

　上司と部下。そんな関係でい続ければ、きっと知りもしなかった。夏目が、自分を見るたびに向ける笑顔が、嬉しそうだということに。冷たい人かと思っていたのに、触れてみれば暖かいことに。

「素敵ですね。結婚の予定とかは？」

「まだ一年も経ってないのに、そんな話にはならないわ」

　円花も、今はまだ仕事を頑張りたい。結婚を意識してもいい頃だが、昨今は晩婚化も進んでいるという。焦る必要はあるまい。

　多分。きっと。うん、恐らく。

「そうですか。小宮さんの花嫁姿、絶対に綺麗ですよね」

「……ありがとう」

　そう言われると、悪い気はしない。

「そういえば、夏目部長のある噂、知ってます？」

「噂？」

　アイスティを飲む手を止め、円花は耳を傾ける。

「海外転勤の話が出てるそうですよ」

「…………」

「小宮さん？　聞いてます？」

　波奈が、何度も円花の名前を呼ぶ。

　波奈の声は、聞こえている。聞こえているのだが、頭がちょっと混乱気味。

「海外、転勤……？」

「は、はい。アメリカの支社への転勤話が出てるらしいです」

　期間は不明。だが、確実に言えることがあるらしい。

　転勤から戻ってきた夏目は、間違いなく出世コースを辿るだろう、ということ。

「私、そんな話知らない」

「私もつい最近知ったんです。新嶋さんが教えてくれたんですけど」

　真偽のほどは定かではない。だが、ありえない話ではない。火のないところに煙はたたない、と言うし。

「でも、本当だとしたら残念ですよね。部長と会えなくなっちゃいますし」

「そう、ね」

　本当だとしたら、ふたりの関係は？　終わるの？

「小宮さん？　大丈夫ですか？」

「大丈夫。……ちょっと、驚いただけ」

　どうしよう。もし海外転勤が本当だとしたら、この気持ちはどうすればいいのだろう？

　好きだと自覚してしまったのに。面倒だと思っていた恋に、落ちてしまったのに。

　幸福上限説。

　半分本気で、半分冗談だったが……。

　心が落ち着かない。

　さっきまで美味しかったマンゴーパフェが、急に味気なくなってしまった。




　ピピピッ。ピピピッ。

　昨日セットしておいた目覚まし時計が、騒がしく鳴り始める。それと同時に、携帯のアラームも鳴り出す。

「……十時」

　今日は日曜日。無理して起きる必要はなく、かといって〝仕事〟がないわけじゃない。後回しにした掃除、たまった洗濯物。休日くらいは凝った料理を作ろうかな、とも思っていた。

「……はぁ」

　しっかり寝たはずなのに、疲れが取れていないような気がする。

　原因はわかってる。考えすぎだ。

「結局、聞けないままだし」

　波奈から聞いた、夏目の海外転勤にまつわる噂。本人に聞くのが一番手っ取り早く、また確実だ。そう思っても、いざ本人を目の前にすると聞けないものだ。

「本当だったらどうするのよ……」

　まだ、心の準備はできていない。

　この不安が、ただの取り越し苦労で終われば笑い話で済む。

　済むのだが、海外転勤。噂の当人は夏目。ありえなくない。

「とりあえず、なにか食べよう」

　お腹が満たされれば、心にも余裕が出てくるはず。

　遅い朝食は、いちごジャムとマーガリンをたっぷり塗ったトーストとコーヒー。もうすぐ昼食の時間だし、控え目にしておこう。

　トーストを食べ終える頃、洗濯機がピーッと、洗濯終了の音を鳴らす。

「ためるものじゃないわね」

　大量の洗濯物を干しながら、毎回同じことを言っていることに気付く。後回しにすべきではないとわかっているのに、つい後でいいかと思ってしまう。悪い癖だ。

　だが今日は晴れているし、たくさん干しても乾くだろう。

「買い出しに行かないと。お米に卵……あとは」

　洗濯物を干し終え、冷蔵庫の中を確認する。幸いなことに、賞味期限切れのものはなかった。

「こういう時、車がないのは不便よね」

　免許はあるのだが、必要性を感じなくて車は購入していない。今住んでるマンションは、駐車場は別料金だし。

　とは言え、お米などの重い物を買いに行く時は、車が欲しくなる。

　買い物のリストを作成しつつ、他に買い足すものがないか家中を探して回る。二度手間はごめんだ。

「柔軟剤が……ない。詰め替え用買っといた気がするんだけど……」

　これは、想像以上に重い買い物になりそうだ。

　そんな時、携帯に電話がかかってきた。着信音を変えていないので、画面を見るまで誰なのかわからない。そろそろ着信音を変えるべきかどうか少し悩んでいる。

「部長……？」

　電話に出るべきかどうか、迷う。普段通りに話せるだろうか？

「……もしもし？」

　出ないのも不自然だし、円花は深呼吸をしてから電話に出ることにした。

《おはよう。今、大丈夫か？》

「は、はい」

《今日の予定は？》

「あ～……いろいろと買い出しに行きます」

　リストの作成は終わっているし、あとは出掛けるだけだ。

《なるほど。じゃあ、俺も付き合うよ》

「え？」

　思いもしなかった申し出に、一瞬、円花は反応が遅れてしまった。

《迎えに行くから、待ってて》

「あ、はい」

　電話を切り、円花は戸惑う。

　これは、ある意味ではチャンス到来？

　急いで支度を終え、マンションの外へ出てからも円花は悩んでいた。

　海外転勤……聞くべきか、聞かざるべきか。

　正直、とても気になる。でも、こうも思うのだ。

　海外転勤が本当ならば、夏目がそのうち話してくれるのではないだろうか、と。

「うん、決めた！」

　詮索はしない。夏目が話さないのならば、きっとただの噂なのだ。

　そう思うことにした。

「なにを決めたんだ？」

「うひゃあ！」

　我ながら、かわいくもなんともない声だ。

　口元を押さえつつ、そろそろと視線を上げる。

「こ、こんにちは」

「こんにちは。驚かせてごめん」

　そう言って、夏目は笑う。

　その笑顔を見ると、円花もつい笑顔になってしまう。緩む頬を手で押さえつつ、円花は気を引きしめる。

「お休みの日なのに、わざわざ付き合ってもらってすみません」

「そういう時は、ありがとう、って言うんじゃないのか？」

　夏目はまた笑って、車のドアを開けてくれる。

　こういうちょっとした気遣いをさりげなくできるのは、大人の男性という感じがする。

「ありがとうございます」

　車に乗り込み、きちんとシートベルトに手を伸ばす。

「じゃ、行こうか」

「はい」

　日頃からお世話になっているスーパーへ向かう。ポイントカードも持参している。

「重い物が多いんですけど……」

「安心しろ。荷物持ちをしに来たようなものだからな」

　そう言われると、遠慮しなくてもいいかなぁ、と思ってしまう。

　ほどなく、スーパーへ到着した。日曜日ということもあって、家族連れが多いように見える。

「それは？」

「買う物リストです。ホントに重いですよ？」

　お米に油、柔軟剤の詰め替え、トイレットペーパーとその他諸々。重いだけでなく、量もある。

「う～ん……」

　リストに目を通した夏目が、苦笑する。

「減らしましょうか？」

「いや、彼女のためだ。頑張るさ」

　夏目は笑って、円花の手を取る。

〝彼女〟呼びに頬が緩んでしまったことは、気づかれていませんように。




　本当に遠慮なしに買ってしまった。

　普段なら五㎏しか買わないお米も、十㎏買った。油に醤油、柔軟剤の詰め替えふたつに、シャンプーなども買っておいた。消耗品は、いくらあっても困らないから。

　何度か夏目を気にして、カゴの中身を減らそうと思ったのだが、夏目本人が『かまわない』と言ってくれたのだ。だから、その好意に甘えることにした。

　……なにも言ってこない。

　帰りの車内で、円花は沈黙を貫いていた。それは、夏目が海外転勤について話してくれるかもしれない、と思ったから。

　でもいまだに、夏目はなにも言ってこない。つまり、海外転勤はただの噂だった、ということだろうか？

「……部長、私に話したいこととかありませんか？」

　夏目が話してくれるまで、沈黙を貫くと決めたのに、円花は自分が思っていたよりも早く、沈黙に耐え切れなくなった。

「話したいこと？　う～ん……」

「なんでもいいですよ」

　運転中の夏目を、ジッと見つめる。

　どんな言葉が飛び出そうとも、覚悟はできてる――つもりだ。

「そうだな……小宮は料理が得意なのか？」

「……料理、ですか？」

　前を向いたまま、夏目が頷く。

　予想していた答えとは、あまりにも遠すぎる。

「前、ポーチドエッグを作ってくれただろ？　慣れてるように見えたから、もしかして料理好きなのかと思って」

「……嫌いじゃないです。外食だとお金もかかりますし、栄養面も気になるので」

　とは言え、毎日作っているわけじゃない。時間と体力に余裕がある時のみだ。

　その後も、夏目の口から海外転勤の話は出なかった。

　やはり、噂は噂。気にならないと言えば嘘になるが、このことは忘れたほうがいい。

　そう決めることにした。




「三分――いえ、五分待っててください」

　せっかくだから、夏目を部屋に招待することにした。だが洗濯物は干しっぱなしだし、ベッドは起きた時のまま。

　夏目を部屋の外に待たせ、円花は自分でも驚くほどのスピードで洗濯物を取り込み、ベッドを整え、床に散乱した雑誌や本を棚へ押し込む。

「大丈夫、よね？」

　人を――恋人を招いても問題ない部屋になったはず。

　最終チェックを済ませ、円花は夏目を部屋へと招き入れる。

「狭いですがどうぞ。コーヒー淹れますから、座っててください」

　夏目の部屋よりは確かに狭い。だが、ここは自分の〝城〟だ。少し大きすぎるかと思った冷蔵庫も、一目惚れして買ったテーブルも、とても気に入っている。

「どうぞ」

「ありがとう」

　マグカップを受け取り、夏目は笑顔で口をつける。会社で日頃から淹れているので、夏目がブラックなのは心得ている。

　円花もコーヒーを一口飲み、どうしたものかと考え込む。夏目を部屋に招待したのはいいが、なんのプランもない。お昼も過ぎたことだし、昼食をごちそうするのはどうだろう？

「お昼、私が作ろうと思うんですが……いいですか？」

「断る理由はないな。……本棚見ても？」

「どうぞ。部長のトコみたいに、立派なものじゃないですけど」

　円花はキッチンへ向かい、夏目は本棚へ近づく。

　なにかの本で読んだのだが、本棚を見ると、その人の性格がわかるらしい。夏目は本棚を見つめ、「なるほど」と小さな呟きを漏らす。

　本棚に入っているのは、有名作家の推理小説や、恋愛小説と様々。当然ながら、官能小説のような本はない。

「確か……あった。秋月栞」

　以前、円花が好きだと言っていた作家だ。その言葉通り、本棚の一段を秋月栞が占めている。作風を示すように、彼女の本はすべてパステルカラーだ。

　パラパラとページをめくり、夏目は微笑む。

「……部長の好みじゃないですよね？　おもしろいですか？」

　フォークを置きに来た円花が、本を読む夏目を見て声をかける。

　夏目の本棚には、秋月栞の本は一冊しかなかったため、夏目の好みではないのだろうと思っていたのだ。

「おもしろいよ。ハラハラしたりはしないけど、落ち着く」

「私もそう思います」

　円花は笑顔を浮かべると、キッチンへ戻る。

「部長が自分で買ったんですか、秋月栞さん」

「いや、姉からのもらい物だ」

　姉がいたとは驚きだ。

　円花はパスタを茹でながら、夏目と会話を続ける。

「お姉さんがいるんですね」

「あぁ。結婚して、今は二児の母だ。会うたびに言われるよ。結婚はまだか、って」

　夏目の年齢を思えば、姉の心配も当然と言える。早く身を固めてほしいのだろう。

「お姉さんに弱いんですね」

「どこの家も、弟は姉の奴隷だよ」

　その表現がおかしくて、円花は思わず笑ってしまった。

　完成したパスタは、さっぱりとした味の和風テイスト。

「お口に合えばいいんですけど」

　夏目の前に出せば、変な緊張が訪れる。

「ど、どうですか？」

　一口食べた夏目に、恐る恐る問いかける。

「美味しいよ。やっぱり、料理上手だな」

「よかったです……」

　安堵の息をつき、円花は箸を手に取る。

　自分でも変なこだわりだと思うのだが、和風のパスタの時は、フォークじゃなくて箸を使う。

「梅が入ってるんだな」

「嫌いでしたか？」

「いや、好きだよ。夏はよく食べる」

　作る前に、好き嫌いを聞いておけばよかった。けれど、その心配は杞憂だったようだ。夏目はパスタを、一本残らず食べきってくれた。




「……小宮。少し、時間をもらってもいいか？」

　皿を洗い終えたのと同時に、真面目な声で呼ばれた。

　急になんだろう？

　円花は一抹の不安を胸に、テーブルを挟んだ夏目の前に腰を下ろす。

「なんですか、改まって」

「……いつ話すべきか、ずっと悩んでいた。けど、いつか話さなきゃいけないなら、自分から話すべきだと思うんだ」

　嫌な予感がする。立ち上がって、話を遮りたくなる。

　でも、そんなことできるはずがない。だから、黙って夏目の話を聞いていた。

「俺に、海外転勤の話が出てる」

　噂は噂。そう決めた矢先、夏目に告げられるとは。

　円花はなにを言うべきか、迷っていた。

『そうなんですか。じゃあ、お別れですね』

　それとも。

『私、遠距離でも頑張ります』

　それとも。

『行かないでください』

　いったい、どれが正しいのだろうか？　いや、もしかしたら正しい答えなんてないのかもしれない。

「……いつですか」

　正しい答えがわからないまま、円花は思ったままを口にする。

「出発の話か？」

「違います。海外転勤の話が来たのは、いつですか？」

　波奈から噂を聞いたのは、つい最近。なら、海外転勤の話が来たのも最近だろうか？

「……今年の春、だ」

「……春？」

　円花が視線を逸らす。

　今、夏目は確かに『春』と言った。

「部長。どちらが先ですか？」

「どちら、って言うと？」

　円花は不安げな目で、夏目を見つめる。

「海外転勤と、私に告白したの――どちらが先ですか？」

　それは、些細なことだと笑う者もいるかもしれない。けれど、聞かずにはいられなかった。

　告白した後に、海外転勤の話が来たのならばいい。でも、逆だったら？

「部長、教えてください。どっちが先ですか？」

「それは……」

　夏目は言いにくそうにしている。つまりは、そういうことだ。

「海外転勤が、先なんですね？」

「……あぁ」

　頷く夏目を見て、円花は唇を噛む。

「どうして海外転勤の話が出てるのに、告白したんですか？　私が断ると思っていたから？」

　だとするなら、今の自分の気持ちがあまりにも哀れでならない。

　波奈は、この転勤は出世コースだと言っていた。夏目は受けるだろうし、上も受けさせるはず。

　この関係の終着点が、見えない。

「小宮、俺は……」

「……私が受け入れた時、どう思いました？」

　あの時、夏目はすでに海外転勤の話を受けていた。

　どんな気持ちで、告白したのだろう？　どんな気持ちで、円花の隣にいたのだろう？

「期間は、どのくらいですか？」

「短ければ、二年」

　二年――あっという間だと言う者もいるだろうが、円花には自信がなかった。

　好きだと自覚したのは、つい最近。夏目のように何年も思っていたわけじゃない。

　離れれば、気持ちも離れてしまう。

「すみません……今日は、帰ってもらえますか」

　気持ちが落ち着かない。もっと前向きに考えればいいのに、今は混乱している。

「小宮、俺は軽い気持ちで好きだと言ったわけじゃない」

「それは、わかります。部長はそんな人じゃないから……」

　でも、ひとつ確信したことがある。

　夏目が今になって告白したのは、海外転勤の話が出たからだ。玉砕するつもりはないと言っていたが、転勤の話が出なければ先延ばしにしていたはず。

「別れるつもりでいたんですか？　転勤前に」

「そんなつもりは――」

「じゃあ、遠距離を？　私には無理です。近くにいないのなら、気持ちは離れる」

　今はまだ、好きだと自覚しただけ。この恋は、今も浅い。深い愛にはほど遠く。

「私の気持ち、考えましたか？　私は、そんなに強くない」

　仕事では、意地でも泣かない。プライベートだって、簡単に涙は見せてこなかった。

　だから今も、泣きはしない。夏目をしっかりと、見据えている。

　でもね、泣かないからと言って、強いわけじゃない。弱くないだけよ。

「帰ってください」

「……わかった」

　夏目はそのまま、なにも言わず部屋を出ていく。玄関が閉まるのと同時に、円花は目頭を押さえる。

　幸福の器には、やはり限界があるのかもしれない。今が、その限界なのかも……。

　器の中身を減らさなければ、新しい幸福を注ぐことはできないのだから。

「……泣きそう」

　それなのに、抱きしめてくれる人はいない。

　差し伸べられた手を取ったのは、紛れもない自分。その決断を後悔してはいない。

　だが、予想できただろうか？　先に手を離したのが、手を差し伸べたほうだとは。

「どうして、ひとりなのかしら……」

　仕方ない。

　強気な性格じゃ、たとえ恋人の前であったとしても、涙を流せないのだから。










Unforgettable……恋　～美琴サイド～




　その夜、美琴の部屋に呼んでもいない、はた迷惑な客が訪れた。

「信じらんない」

　見下ろす先には、酔っ払って床で寝る薫。

　以前、家を教えてしまったことを後悔する。

「ちょっと！　起きなさいよ」

　声をかけても、薫は起きる気配がない。

　いったい、どれだけ飲んだのか……。そもそも、酔っ払って帰る先は自分の部屋じゃないだろうか？

「……どうすんのよ、これ」

　薫が寝ているのは、玄関からリビングへと続く床の上。動かそうとも思ったが、重すぎて無理だった。

　美琴はポケットに入れていた携帯を取り出し、現在の時刻を確認する。深夜二時。

　眠れなくて起きていたら、二回、ピンポンが鳴った。こんな時間に、しかも一軒家ではなくマンション。

　美琴が慌てて玄関を開けると、外には薫が立っていた。そして薫は、驚く美琴にへらっと笑うと部屋へと入ってきて、そのまま倒れるように寝てしまったのだ。

　普通、常識人ならこんな時間に押しかけてこないものだ。それも友人宅に。

「明日も仕事だってのに」

　腕組みをして、眠る薫を見下ろす。

　寝顔を見るのは、いつぶりだろう？

　高校の頃、授業中に居眠りして、現国の先生に怒鳴られていたのを思い出す。

「あんまり、勉強好きじゃなかったのよね」

　それなのに、『美琴と同じ大学へ行こうかな？』なんて、軽口を叩いていたものだ。あの頃は本気にしていなかったが、今思えば、無理矢理にでも同じ大学へ進学させればよかった。

　そしたら、〝今〟も変わっていたかもしれない。

「……アホらし」

　自分の考えがおかしく思えて、美琴は鼻で笑う。

　なにを言っても、なにを考えても、無意味だ。

　過去は思い出すもの。戻るものじゃない。

「ねぇ、起きて。そんなトコで寝たら、風邪ひくわよ」

　優しく起こすのは癪なので、軽く蹴って起こす。しかしながら、薫は起きない。

　イライラしてきた。

「勝手にすればいいわ」

　風邪ひいたって、自分の責任じゃない。

　美琴はやり場のない怒りを抱えたまま、ベッドへ戻る。

「…………」

　だけど、ベッドに入っても寝つけない。意識が玄関へ向けられているからだ。

　耳を澄ませば、くしゃみが聞こえた気がする。

「あー、もう!!」

　苛立ちを吐き出し、美琴は起き上がる。冬用の毛布を取り出し、玄関へと持っていく。

　相も変わらず、薫は玄関で寝ている。

「はぁ……私ってお人好しだわ」

　嫌いだと言っていた相手。許さないと思っていた相手。絶対に殴ると決めていた相手。

　それなのに、今自分はその相手に毛布をかけている。

「馬鹿みたい」

　だいたい、どうしてこの男は自分の部屋に来たのだろう？

　毛布をかけ終え、美琴は玄関に座り込み、しみじみと寝顔を観察する。

　顔がいいのは、変わっていない。高校時代は、この顔見たさに、わざわざ下級生が昼休みに教室まで来ていたものだ。

「う～ん……」

　顔を観察していたら、薫が寝返りを打つ。床は痛いだろうに、起きもしない。

「……なんで、ウチに来たわけ？」

　ううん、本当に聞きたいことは別にある。でも、絶対に口にはしない。

　だって、負けたみたいな気分になるじゃない。

「……みこと……」

「……起きたの？」

　ツン、と額を小突いてみるが、ただの寝言のようだ。

「……寝よう」

　毛布はかけたし、十分だろう。これ以上いても、寝る時間が遅くなるだけ。

　そう思って立ち上がろうとしたら、薫がまた寝言を口にした。

「……好きだよ……みこと」

「…………」

　ただの寝言だ。それなのに、美琴はまた床に膝をつく。

　薫はムカつくくらい、いい顔で寝ている。

「あんたって、ホントに馬鹿ね」

　小突いた額に、そっと触れる。酔っているからなのか、顔が熱い。

「そういうのは、起きてる時に言ってくれなきゃ」

　じゃないと、こっちはなにも言えない。聞かなかったことにするしかない。

「……ホントに、馬鹿ね」

　今でも、時々思う。あの時、もしも留学のことを知っていたら、と。

　誰よりも応援したのに、どうして言わなかったの？　それが、許しがたい。

「でも、一番の馬鹿は私よね」

　笑って、美琴は立ち上がる。

　そう、一番の馬鹿は自分だ。

　だって、今でも忘れていない。薫と過ごした高校時代、付き合いだした最初の日、最後の別れになった卒業式。そして、あなたがいない数年間。

　ふとした瞬間に、思い出す。あなたとの、些細な思い出を。

　こんなにも忘れがたいなんて……。

「おやすみ、薫」

　部屋と玄関を繋ぐドアは、開けたままにしておいた。そうすれば、目覚めた薫が出ていくのがわかる。

　明日の朝、あなたはどんな顔をするのだろう？

　それが、少しだけ楽しみだ。










繋がりを




　夏の暑さを残しつつ、季節は秋へと移り変わっていた。

　夏目の海外転勤の話は、全社員の知るところとなっていた。ある女性社員は部長に会えなくなると泣いたというし、ある男性社員はなぜか自分のことのように誇らしげに話していたという。

　まぁ、ある女性社員は新嶋梨乃で、ある男性社員とは倉本淳一のことなのだが。

　そんな大ニュースに、多くの社員が興味を示しつつ、誰も本人の口からは真相を聞けないでいた。なぜなら、夏目本人が無言を貫き通しているから。それとなく聞いてみても、適当にはぐらかすか、曖昧な返事をするだけだった。

　その反応から推測するに、夏目は海外転勤を受けたくないのでは？　そんな噂が、いつの間にか社内に流れていた。

「いいじゃない、遠距離。戻ってきた夏目部長は、出世コースに乗るのよ？　優良物件が、蓋を開けてみたら土地付きで広い庭付きだった。こんな幸運、めったにないんだから」

　お昼休み、円花は美琴と会社近くのカフェテリアにいた。ランチを食べた店のコーヒーが美味しくなかったため、仕切り直しにコーヒーを飲みに来ていたのだ。ここは馴染みのカフェなので、安心して飲める。

　しかし、美琴の選んだ話題が悪かった。円花はいまだ、海外転勤の話をうまく整理できていない。自分の気持ちが、定まっていないのだ。

「……ノーコメント」

　コーヒーを飲みながら、円花は外を見る。

　通りを行く人々を見ていると、季節感がわからなくなる。まだ夏の出で立ちの人もいれば、秋の装いの人もいる。

　まるで、自分の心のようだ。

　夏目が出世を約束されるのなら、恋人として彼の将来を応援するべきだ。そう思う自分も確かにいるのに、転勤の話を受けてから自分に告白した彼の気持ちがわからない。

　ダメもと？　初めから、終わる恋だった？

　通り過ぎていく人々の装いが異なるように、円花の心も場所によって気持ちの装いが異なる。

「悩む必要、ないと思うけど？　確かに、遠距離で自然消滅するカップルが多い。けど、繋がり続けるカップルもいる。後者は少数だけど、あんたたちがその少数になればいいだけ。違う？」

　美琴の言葉は、確かに前向きで受け入れるべきだ。それなのに、円花の表情は冴えないまま。

「……夏目部長と、なにか話した？」

「ううん。なにを話せばいいのか、わからないのよ」

　自分の気持ちが決まっていないのに、話すことなどできない。

　職場が同じだから、会うことは避けられないが、仕事以外の会話はしていないし、プライベートの電話にも出られずにいた。

　この状態が永遠に続くと思ってもいなし、良好と言えないのもわかる。

「ねぇ、美琴。私は応援するべき？」

「私はそう思う」

　カップを置き、円花はため息をつく。

「でも、彼の気持ちがわからない。海外転勤の話が来ていたのに、どうして好きだなんて言うの？　それって、断られる覚悟だった、ってことじゃない？」

「断られる覚悟なら、返事はいらないものよ。でも、部長は違った。あーだこーだ言ってないで、本人に聞けばいいでしょ」

　コーヒーを飲み干すと、美琴は財布を取り出す。

「コーヒー代は私が払うわ。あの店、料理は美味しかったけど、コーヒーはハズレだったわね」

「そうね。……ねぇ、もしも応援するとして、付き合いは続けるべき？」

「……それは、自分で決めなさいよ。あんたと部長の問題でしょ？　私は部外者。助言はしても、決定はしない」

　そう言って、美琴は伝票を持ってレジへと向かう。

　円花はモヤモヤとした気持ちを胸に、席を立った。




　その日の午後、円花は自分の中にある勇気をかき集めて、夏目と話してみようと決めた。

「あの、部長……今夜」

「夏目部長、今夜飲みに行きませんか？　俺、おごりますよ？」

　勇気を出して夏目に声をかけたところを、倉本によって邪魔された。

　こんなにもこの男を殴りたいと思ったのは、これが三度目だ。

「悪いが、先約がある」

「女ですか？」

　その瞬間、広報部の全員が聞き耳を立てる。

「残念だが、相手は男だ」

「そうですか……。んじゃ、また今度誘いますね」

　残念そうに、倉本は自分のデスクへ戻る。

　倉本が去ると、今度は円花の番だ。だが、すでに目的は潰えた。

　倉本のせいで、聞く前に答えがわかってしまったじゃないか。これじゃあ、せっかくかき集めた勇気が無駄になった。

「小宮はどうした？　今夜、と言っていたか？」

「それは……朝！　朝渡された書類ですが、今夜中に仕上げるので、明日の朝一番にチェックをお願いします」

「あぁ、わかった。けど、急ぎじゃない。残業する必要はないぞ」

　円花は逃げるようにデスクへ戻ると、深い深いため息をつく。

　しばらくは、自分の中の勇気は集まりそうにない。

　それを言い訳にして、今日は宣言通り、残業することにした。




　円花が残業に勤しむ頃、夏目は馴染みのバーにいた。隣にはセクシーな美女ではなく、悪友の姿。

「結論は出たか？」

　ブランデーの入ったグラスを置き、史誓が真剣な面持ちで尋ねる。

　今夜、飲みに誘ったのは史誓のほうから。海外転勤の話をしたのは、他ならぬ彼なのだ。春に打診して今まで、ずっと答えを待っていた。だが、夏目は一向に答えを出そうとしない。耐えかねた史誓は、今夜答えを聞くつもりでいた。

「……正直に言えば、断りたいと思っている」

「……理由は、彼女か？」

　史誓の問いに、夏目は無言のままだ。だが、沈黙は肯定と同じ。史誓はため息をつくと、再び夏目を見る。

「待ってもらえばいい。わかってるか？　これは、お前を取締役に就任させるための布ふ石せきなんだ」

「適任者は他にいるだろ」

　車で来ているので、夏目が口にしているのは炭酸水だ。その表情は少し暗かった。

「お前を俺の右腕にするために、うちの会社へ誘ったんだ。忘れたのか？」

「覚えてるよ。よく、覚えてる」

　炭酸水を口に含み、夏目は過去を思い出す。

　知り合った当初――大学時代から、史誓の目的は変わっていない。社長である実の父親を引退させ、幹部陣もそれと同時に清算するつもりでいる。

「無能な幹部がはびこっていれば、会社はいずれ傾く。そうなる前に、俺はあの古狸からすべてを奪う。そのためには、信頼できる右腕が必要なんだ。金で雇った人間は、所詮、金で繋がっているだけだからな」

　史誓のその言葉は、初めて聞いたわけじゃない。学生の頃、何度も耳にした。

　あの頃、夏目はまだ就職先が決まっていなかったが、化粧品会社にはさして興味はなかった。それでも史誓があまりにも熱心に誘うものだから、受けようと思っていた会社の面接をキャンセルし、ミルフルールの面接を受けたのだ。

　夏目としては、受からなかったらそれまで、と思っていたのだが、結果は採用。史誓が手を回したのかと思ったが、史誓からは夏目の実力だと聞いた。

「お前の言い分はわかる。俺も、それを承知でこの会社に入ったからな」

　だが、人の気持ちや考え方は変わっていくものだ。史誓は変わらないようだが、夏目は変わった。外的要因――つまりは円花に出会ったから。

「春、海外転勤の話を聞いた時、言っただろ？　彼女に断られたなら考える、と」

　告白は成功したほうがいいが、常にいい答えが返ってくる保証はどこにもない。失敗する可能性も考えられる。

　そして、失敗すれば双方の関係は気まずいものに変わってしまう。自分は耐えられても、相手は耐えられないかもしれない。

「けど、成功すれば――」

「この話は白紙に戻す、か？」

　仕事よりも恋愛を取るのか――そう言われれば、頷くしかない。

　もともと、夏目は出世したいという強い気持ちは抱いていなかった。目の前にある仕事を片付けていたら、今の地位に辿りついただけ。だから、出世よりも円花を選ぶのはごく自然なことだった。

「優志、お前の恋愛は応援する。だからこそ、この話を受けるべきだ。出世すれば、彼女との未来も明るくなるだろ？」

「出世が幸せか、と言いたいのなら、それは人による、と答えるな。現状にさしたる不満はないんだ。彼女との今後を考えるなら、見えない未来よりも、確実な今を大事にすべきじゃないか？」

　キッパリと反論されて、史誓は黙ってしまう。

　お互い、学生の頃から本当に変わっていない。夏目も史誓も、自分の考えをしっかりと持っている。そして、お互いにそれを言い合うことができる。友人はそれなりにいたが、こうして本音を包み隠さず話せる相手は互いだけ。ふたりは悪友であり、親友だった。

　だからこそ、海外転勤の話を受けたい気持ちもあるものの……。

「……悪いな。今は、お前の望む答えを出せない」

「待っていれば、いい返事は期待できるか？」

　史誓は春から今まで、ずっと待っていた。夏目が親友の気持ちを考えているように、史誓も親友の恋愛を応援している。だがその反面、互いに自分の気持ちも大事だとわかっているのだ。

　ふたりは黙って、目の前のグラスを見つめ続ける。

　友情と恋愛、そして仕事。それらすべてを天秤にかけたとて、重さは同じ。大切なのはどれなのだろう？

　いや、違う。全部大事だ。欲張りだと言われても、譲れない。

「先に帰る。明日も仕事だろ？」

「あぁ。……いいよ、俺が払う」

　夏目は先に席を立つ。

　史誓はまだ飲む気らしく、新しいブランデーを店員に頼んでいる。

　飲みすぎないか気になったが、今自分にできることはなにもない。黙って立ち去るのも優しさ。そう思うことにして、夏目は馴染みのバーを後にした。




　秋、それはセンチメンタルになる季節。過ごしやすいのは春と同じなのに、冬が待っているからだろうか？

　だが、円花にはそんなことはどうでもいい。秋ということは、アレが来たということだ。

「夏目部長の誕生日プレゼント、なんにしますか？」

　波奈はメモを取り出し、みんなの意見を書き込んでいる。

「酒？」

　が、倉本の意見だけは苦笑い。広報部の全員も、冷たい目で見ている。

「なんだよ……。小宮は嬉しかっただろ？」

「……微妙です」

　倉本は、円花の誕生日に焼酎をプレゼントしてきた男だ。

　夏目はお酒を確かに飲むが、さすがに上司に焼酎のプレゼントはどうだろう？というのが倉本以外のみんなの意見だ。

「無難にネクタイとか、万年筆とか……」

「あんまり高いと、部長が気を遣うかもですよ？」

「でもさ、海外に行っちゃうかもじゃん。餞せん別べつの意味も込めて、ちょっと高いぐらいのほうがいいんじゃない？」

　円花は会話を聞いてはいるが、参加はしていなかった。

　今、ふたりの関係は上司と部下だけではない。恋人になってしまったからには、部下一同とは別に、自分も贈り物を考えなくてはいけない。

「どうしたものかしら……」

　贈り物を選ぶ時に大切なこと。それは、相手を思って選ぶことだ。

　相手が欲しいもの、相手が喜ぶもの。それらを思い描きながら選べば、気持ちは伝わるだろう。

　でも、円花の心は少しだけ曖昧だ。

　純粋に誕生日を祝いたいけれど、選んだプレゼントが本当に餞別になってしまったら……。

　そんなことばかり、考えている。

「小宮さん、いいブランド知りません？」

「え？　なんの話？」

「部長へのプレゼントですよ。ネクタイに決まったんですけど、どのメンズブランドがいいか、みんな意見がバラバラで」

　波奈のメモを見てみれば、様々なブランド名が書き込まれていた。高級ブランドもあれば、若者に人気のブランドもある。どれを選んだとしても、夏目は受け取ってくれるだろうが。

「みんなに任せるわ。決まったら教えて」

　席を立ち、円花はメモを波奈に返す。今は、自分が贈るプレゼントを考えないと。

「ネクタイはみんなが贈るから、却下ね」

　だとするなら、万年筆、ネクタイピン、ベルト、時計――は少し高すぎるか。

「はぁ～……」

　ため息が知らず漏れ、円花は頭を抱えていた。




　休日を利用して、円花は夏目への誕生日プレゼントを買おうと思っていた。品数も豊富な百貨店に、美琴と一緒に来ている。

　ネットで調べたりもした上で、ネクタイピンにしようかな、とある程度決めてきた。予算は実物を見てから検討するつもりだ。

「前々から思ってたけど、夏目部長ってセンスいいよね。モデルにでもなれそう」

「いいから選んでよ」

　ひとりでは決めきれないと思ったので、美琴も誘っておいた。だが、真剣な円花と違って、美琴は軽い気持ち。日頃、メンズブランドを見に来ることがないので、美琴は興味津々に店内を歩き回っていた。

「あんまり高いのはよくないわ」

　相手が喜ぶものを選ぶのは基本だが、気を遣わせるのもよくない。高すぎると、喜びが薄れてしまう。ほどほどがいいのだ。

「ねぇ、美琴。聞いてる？」

「聞いてるよ～……うわ、このネクタイ高っ」

　手にしたネクタイの値札を見た瞬間、美琴がネクタイを慌てて棚へ戻す。

「美琴！」

「怒んないでよ。……ここ、夏目部長が愛用してるブランドなの？」

　美琴は円花の側に戻ると、ネクタイピンを眺める。

「愛用かどうかは知らないけど、このブランドのスーツを着てるのを何度か見たことがあるわ」

　夏目は、全身をひとつのブランドで揃えることは少ない。必ずしも高いものを身につけているわけじゃないが、なぜだか夏目が身につけていると高そうに見える。

「色は？　決めた？」

「黒とかが無難、かな。ゴールドは派手？」

　店員の男性が、ネクタイピンの入ったケースをいくつか取り出してくれる。

　夏目のイメージでは、あまりカラフルなものは身につけない気がする。

「そういえばさ、渡すプレゼントによって意味が違うって知ってた？」

「ハンカチを渡すと、手切れ――つまり、もう会いたくないっていう意味があるのは知ってるわ」

　店員にお礼を言って、一旦その場から離れる。

「他にもあるじゃない。有名なところで言えば、リングやネックレスがあなたを縛りたい。ネクタイは、あなたに首ったけ。それと、ネクタイピンは……あ、思い出した。ネクタイピンは、あなたは私のもの」

「…………」

　それはなんとも――反応し難い。

　円花はなにげなく手に取ったシャツを戻し、贈り物を変えようかと悩む。

「いいじゃない。あなたは私のもの、だって！」

　実に楽しげに笑う美琴にイラッとしたのは、隠しようのない事実だ。

　ギロリと睨んでみたものの、美琴は気にした様子もない。

「違うものにするわ」

「一番最初に選んだのがいいに決まってる。意味合いなんて、気にしなきゃいいのよ。ハンカチを渡したら、もう会いたくない？　そんなのこじつけみたいなもんでしょ」

「あんたのそういうハッキリしたとこ、見習いたいわ」

　円花は再び、ネクタイピンのコーナーに戻る。

　美琴の言う通り、最初に決めたものがいい。

「どれにしようかな……」

「機能性重視か、それともお洒落を追求するか」

　それとも、お高いものにしてしまうか、リーズナブルなものに決めるか。男性に贈るプレゼントを、こんなにも悩む日が来ようとは。

「ねぇ、プレゼントもいいけど、部長とちゃんと話したの？」

「……まだよ」

　誕生日プレゼントを渡すのをきっかけに、話せればいいと思ってる。勇気を出すよりも、きっかけを作るほうがいいような気がするのだ。

「でも、なにを話せばいいのかしら」

「それは、やっぱり海外転勤のことでしょ？　社内でも噂にはなってるけど、部長さん本人がなにも言わないし、正式な発表があったわけでもないから、みんな顔色窺ってるのよ」

　だとしても、円花はなにを言えばいいのだろうか？　いまだに、自分でも答えを出せていない。

「選択肢はいろいろあるじゃない」

「…………」

　美琴の言う選択肢は、確かに円花もわかっている。

　行かないでほしいから、止める。

　一緒に行く勇気はないけれど、別れたくはない。だから、関係は維持したまま待っている。

　そして――。

「別れてしまう、か」

　円花は視線をケースに向けていたが、美琴のひと言で視線を上げた。

「本気で言ってるの？」

　自分が思っていても、口には出せなかった言葉を、美琴はいともたやすく口にしてしまう。

「あんたって、悩みごとが多いわよね」

「そう？」

「うん。入社した時は、夏目部長の厳しさに悩んでたし、二年目は二年目で、仕事にもっと慣れようと悩んでた」

　総務部で働く美琴は、別段、仕事に誇りなんてものは持ち合わせていなかった。給料のために働いてる程度の意識でしかない。けれど、円花は違った。毎日毎日、些細なことから大きなことまで、本当に悩みの尽きない日々を送っていた。

「もっと気楽に考えなさい。悩むのが悪いとは言わないけど、悩んだからといって必ずしも答えが出るわけじゃないのよ？」

　つまりは、理屈で考えるよりも、感情に従え。美琴はそう言いたいのだろう、と円花は思った。

「これは性格なの。ほっといて」

「そ。でも、あんたのその性格は恋愛には不向きかもね」

　素直じゃないし、負けず嫌いだし、頑固者。美琴の言う通り、恋愛には不向きだと自覚している。過去の恋愛も、あまりうまくいっていたとは言えないし。

「君はひとりでも生きていける」

「うっ……」

「そう言われたんでしょ、元カレに。あの時はホントにおもしろかった。まさか、現実にそんなこと言われる人間がいるとはね？」

　美琴は完全に、おもしろがっている。

「……部長も、そう言うかもね」

「気にしてんの？」

「元カレに言われたことは気にしてない」

　けど、内容は気にしている。

　もしかしたら、今まで付き合っていた男性たちは、みんなそう思っていたのだろうか？　そして、いつか夏目もそう思う日が来るのだろうか？

「言わないと思う。だって、円花の性格、部長はよくわかってるでしょ？」

「……そう、かな？」

　美琴が力強く頷く。

　円花の性格を知っている夏目が、今になって好きだと言った。それは、彼女の性格を好意的に受け止めている証拠だと、美琴は確信している。

「だから、たまには素直になったらどう？」

「……それができれば、苦労しない」

　並べられたネクタイピンを、円花は眺める。どれが一番、夏目らしいだろう？

「……変よね」

「なにが？」

「どれが部長に似合うのかばかり考えてる」

「当然でしょ。部長へのプレゼントなんだから」

　美琴が首をかしげると、円花は苦笑する。

「相手のことばかり考えて、自分の気持ちは無視してる」

　夏目が自分をどう思っているのかばかり考えて、自分がどうしたいのかは気づかない。

　美琴の言った通り、理屈でばかり考えようとするから。自分の気持ち――そんな単純なことを忘れていた。

「私がどうしたいか、ね」

「それより、決めたの？　かれこれ二時間、この店にいる」

　時計を見ると、もうお昼を過ぎていた。二時間も店にいるのだと自覚した瞬間、居心地の悪さを感じ始める。

　さすがに、買っていかないとまずい。

「えっと……」

「コレとかどう？」

「派手すぎない？　こっちは？」

「いやいや、ちょっとかわいすぎない？」

　店員の視線が気になる。早く購入して、店を出よう。

　お昼は、以前から行こうと約束していた店に行くと決めている。

「あの、コレお願いします」

「かしこまりました」

　店員は笑顔で、円花が指差すネクタイピンを取り出してくれる。

　兎にも角にも、これで誕生日プレゼントの悩みは解決した。

「さ、お昼食べに行こう！」

「うん」

　綺麗にラッピングされたネクタイピンを受け取り、円花はため息をつく。

　これを手にしたということは、夏目と話すきっかけを得たということ。――逃げられない。

「なに食べよっかなあ。ハンバーグがオススメって、雑誌に書いてあったけど」

　美琴がウキウキした様子で言う。

「食べすぎると太るわよ。デスクワークだし」

「気にしない気にしない。私の楽しみは、食べることなんだから」

　そういえば、知り合った時も美琴はパンを食べていた。入社式の直前で、お腹が空いてるから、と言っていた。

「デザートはなに食べよっかなぁ」

　楽しげに歩く美琴の姿が羨ましくも思えて、つい笑みが浮かんでしまった。




　始業前の静かな時間、円花はまた悩んでいた。理由は、先日美琴と共に買いに行った誕生日プレゼント。それを、いつ渡すのかを考えていたのだ。

　これを渡すのをきっかけに、話をすると決めている。

　気持ちはすでに決まってはいても、朝から話すのはためらわれる。また話せなかったら、三度目はないかもしれないから。

　それに、まだ自分の気持ちが整理できていない。この日まで、いろいろと考えた。それなのに、自分の気持ちがわからないなんて。

「……どうしたいのかしら、私は」

　自問自答を、何度も繰り返した。

　引き止めたいのか、待ちたいのか、それとも――別れたいのか。

　自分の気持ちだから、誰に相談することもできない。

「おはよう」

「あ……おはようございます」

　いつも通り、夏目は出社した。挨拶は返したものの、顔は見られない。

　気まずいわ……。

　朝はいつも、ふたりだけ。それをわかっているのに、いつも通り出社してしまった。

「…………」

　円花はおもむろに席を立つと、広報部を出ていく。

　行くあてもないまま出てきたため、とりあえず自販機へ行くことにした。しかし、財布を持っていないことに途中で気づく。

「私の馬鹿……」

「朝から暗い顔だな」

「……専務！　お、おはようございます」

　予想もしていなかった人物の登場に、円花は慌てて頭を下げる。

　まさか、社員が出社するには早い時間に、専務と会うとは。

　夏目とは違う気まずさを感じてしまう。

「おはよう。早いね」

「そ、そうですね」

　愛想笑いを浮かべつつ、円花は視線を泳がせる。

　一社員の自分が、専務とふたりで気まずさを感じないはずがない。

「まぁ、小宮さんの出社時間が早いのは、優志から聞いてたけど」

　史誓がポケットから五百円玉を取り出し、自販機へと近づく。

「……そうなんですか？」

「うん。あ、なんか飲む？」

　史誓が、自販機を指差す。

「いえ、結構です」

　円花が断ると、史誓は一番安い缶コーヒーのボタンを押す。

　専務でも、自販機の安い缶コーヒーを飲むのか……。

「その暗い顔の原因は、海外転勤かな？」

「……それは、その……」

　迷った時点で、『そうです』と言っているようなものだ。

　円花の歯切れの悪さに、史誓は笑う。

「優志は断るつもりでいるよ」

「……どうしてですか？　出世コースだって聞きましたけど」

　コーヒーをすする史誓がまた笑って、円花を指差す。

「君のためだよ。もともと、君とうまくいけばこの話は流れる予定だった」

　自販機の近くにある長椅子に座った瞬間、史誓はお釣りを取り忘れたことを思い出した。慌てて四百円を回収し、長椅子へ座り直す。

「そうなんですか？」

「あぁ。うまくいかなかった場合、君が気まずい思いをする。そう思ったから、海外転勤を保険にしやがった。いい根性してるよな」

　思わず、本音が出てしまったらしい。専務らしからぬ口調だが、これが本来の彼なのだろう。しかし、円花にはそんなことはどうでもいい。

　私のため……？

　海外転勤を断るのは、円花の側にいるため。そして、海外転勤を受けるのは、自分が去ることで、告白を断った円花が気まずい思いをしないため。

「ベタ惚れだね？」

「…………」

　今になって、自分の行動の浅はかさを思い知る。夏目の真意なんて気づかぬまま、あの日、彼を追い出した。もっと冷静になって、話を聞けばよかったのに。

「私って、馬鹿だわ……」

「……そう思うなら、あいつに言ってやってくれないか？　この話を受けるべきだ、って」

　コーヒーを飲み終えた史誓が、ゴミ箱に空き缶を捨てる。

「俺は、君たちの恋を応援してる。なぜなら、俺にとって優志は、他の誰よりも信頼できる親友だからだ」

　そう語る史誓は、真剣な顔だった。嘘は言っていない、素直な本音。

「だからこそ、俺はあいつを右腕にしたいと思ってる。そのために、この会社に誘ったんだ」

　そう言うと、史誓はポケットから二百円を取り出すと、自販機に投入する。

　また、コーヒーでも飲むのだろうか？

「けど、上はあいつの実力を認めたがらない。俺が誘ったから、コネ入社だと言う奴もいる」

「そんなこと……」

「わかってる。ただのこじつけだ。けど、上の連中は俺がすることを否定して回りたいのさ」

　円花には、よくわからない。上層部の考えなんて、一般社員が知る機会は少ないのだから。

「だからこそ、誰にも文句を言われないような功績が必要なんだ」

「そのために、アメリカへ？」

「あぁ。今後、この会社のブランドを世界へ輸出する。その時、海外市場を理解した者が必要になるからな」

　史誓には、確かなビジョンがある。この会社をさらに成長させる、明確なビジョンが。ただそれには、夏目が必要なのだ。史誓自身が、他の誰よりも信頼している存在が。

「君に頼むのは、卑怯だと理解してる。けど、君以外に背中を押せる人間が、他にいるかな？」

「…………」

　これは、業務命令ではない。専務・御堂史誓の個人的な頼みだ。だから、引き受ける義務はない。

　史誓は、自販機のボタンを押す。けれど、買った飲み物を取る気配がない。

「あげるよ。じゃ、よろしく」

「え……」

　史誓はニコッと笑い、軽い足取りでその場から立ち去る。言いたいことを言って、スッキリしたみたいだ。

「……あ、紅茶か」

　史誓が残していったのは、冷たいペットボトルの紅茶。お釣りまで残していっているが、もらってしまっていいのだろうか？

「……また、悩みごとが増えたわ」

　史誓の個人的な頼みだ。引き受ける義務はないが、悩むには十分すぎる。

　ペットボトルの蓋を開け、喉を潤す。

「……二年、か」

　部下としてならば、いくらでも応援する。上司が若くして、出世コースに乗るのだ。応援しない理由なんてない。

　けれど、恋人としてはどうだろう？　結婚の約束をしているわけでもないのに、二年も待てる？

　その間、互いに心変わりをしないという保証もない。付き合いが長ければ、違う選択肢も出るのだろうが、ふたりの関係は、まだ一年にも満たないのだ。

「あ～……」

　どうしてこんなにも、悩まなくちゃいけないのだろう？　もっとシンプルに考えられたらいいのに。

　考えるのが面倒になってきて、長椅子に横たわっていたら、よく知る人物が現れた。

「なにやってんだ、小宮」

「……おはようございます、倉本さん」

　一応、朝の挨拶をしておく。倉本は首をかしげ、円花に話しかける。

「疲れてるなら、有給使えばいいだろ。お前、全然使ってないし」

「倉本さんはよく使いますよね」

　起き上がり、髪が乱れていないか手で確認する。

「使わなきゃもったいないだろ。知ってるか？　日本人は有給の消費率が世界で一番低いんだぜ」

「知ってます」

　確かに、有給はほとんど使わない。溜まっていく一方だ。

　円花は立ち上がると、服装の乱れを直す。

「なぁ、例の件はどうなった？」

「例の件？」

　広報部へ向かいながら、円花は倉本の話に首をかしげる。

「部長の海外転勤だよ。なんか聞いてないか？」

「知りません」

　本当は、誰よりも知っている。多分、円花の行動次第で、この話がどちらへ転ぶのかが決まるほどに、よく知っている。それを思うと、さらに悩みが深くなってしまう。

「倉本さんは……行ってほしいと思ってるんですか？」

「そりゃあ、行ってほしいさ。寂しい気持ちも確かにあるけど、部長にとっては出世のチャンスだしな」

「そう、ですか」

　やっぱり、みんな行ってほしいと思ってる。それなのに、夏目は自分を思って断ろうとしているのか……。

　円花は複雑な心境だった。

　そこまで大切に思われているのは、嬉しい。けれど、自分のために出世の機会を失ってしまうのは申し訳ない。

　夏目の実力なら、今後も出世の機会は巡ってくるだろう。現に、若くして部長の地位に就いたのだから。

　でも、この海外転勤を受ければ、もっと早く出世できる。史誓の望む通りに。

「…………」

「暗い顔だな。そんなに気になるなら、部長に聞いてくれよ。俺も気になるしさ」

　なにも知らないから、倉本は軽い調子で言ってくる。

　仕方ないとわかってはいても、胸ぐらを掴んでこの悩みを叫んでしまいたい。

「あの、倉本さんには彼女さんがいますよね？」

「いるよ」

「もし、倉本さんが夏目部長と同じ立場だったとしたら、彼女さんをどうしますか？」

　そう、一緒に行こうと言うのか、待っていてほしいと言うのか。もちろん、夏目のように断るという選択肢もある。

　円花自身は答えを出せずにいるが、他の人はすんなりと答えを出すかもしれない。

「なんでそんなこと……」

「どうしますか？」

　これだけは、聞いておきたい。円花は立ち止まり、倉本を睨みつける。

「あ～……一緒にいてくれたら、嬉しい、かな。ほら、慣れない土地だし、側に安心できる人がいてくれると、仕事も頑張れるだろ？　けど――」

「けど？」

「来てほしい反面、慣れない土地だからこそ、日本で待っていてほしいとも思う。恋人だけど、彼女には彼女の生活があるわけだし……なんだよ？」

「いえ、意外と真面目に答えてくれたので……」

　もっと茶化したような答えを想像していたのに、倉本はきちんと答えてくれた。それが本当に意外で、円花はうつむく。

「なぁ、大丈夫か？」

「……はい」

　倉本の意見を聞いて、円花はさらにわからなくなっていた。

　突きつけられている問題はひとつしかないのに、答えは複数ある。しかも、そのどれもが正しいのだ。間違いなんて、ない。だから、こんなにも悩むのだ。数式のように、答えがひとつなら、こんなにも悩まないのに。

　円花はため息を漏らすと、広報部へ向かって歩き出す。倉本は首をかしげつつ、その後を追いかけた。




　午後、円花は人のいないオフィスでラッピングされた箱を見つめていた。

「どうしようかな……」

　この時間になっても、渡すタイミングがわからないでいた。

　朝、広報部一同と称して誕生日プレゼントは渡していた。新嶋梨乃は、個人的なプレゼントも渡していたが、それに便乗するわけにはいかない。

「あー、悩む！」

「じゃあ、さっさと渡せばいいんじゃない？」

「!?」

　自分以外の声が聞こえて、円花は慌ててプレゼントを隠す。恐る恐る振り返れば、美琴が仁王立ちでそこにいた。

「なんだ、美琴か……」

　慌てて損した。

　隠したプレゼントを取り出し、ラッピングが崩れていないか確認する。

「まだ渡してないわけ？」

　隣のデスクに腰を下ろし、美琴はビニール袋からおにぎりやサンドイッチを取り出す。

「なにしに来たの？」

「メール、見てないわけね」

　言われて、円花は携帯を手に取る。見れば、メールが一件。美琴からだ。内容は【お昼どうする？】だった。

「十分待った。けど、返信がないからコンビニ行って買ってきたの。これ、あんたの分ね」

　そう言って、円花のデスクにおにぎりやお茶を置く。

「あ、ありがと」

「どういたしまして。で、どうするの？」

　美琴はペットボトルの蓋を開けて、デスクの上のプレゼントを指差す。

「わ、渡すわよ」

　そうしなきゃ、このプレゼントを買った意味がなくなってしまう。

「まぁ、重要なのはプレゼントを渡した後よね」

　おにぎりを頬張りつつ、美琴は話を続ける。

「結論は出たの？　いつまでも悩んでたって、あんたひとりじゃ答えなんて出ないわよ」

「……そんなふうに言わなくても……」

　自分でも、薄々は感じていた。悩んでも悩んでも答えは出ないまま、堂々巡りを繰り返している。

　自分の気持ちがわからない以上、話すべきなのだ。夏目と。そうすれば、自ずと答えは出るだろう。

「……今夜、仕事が終わったら渡すわ。その時、話す」

「そうと決まったら、はい」

　美琴が渡してきたのは、円花の携帯。円花が首をかしげると、美琴は呆れたように肩を落とす。

「メールしなさい、部長に。事前に約束を取りつけておくの」

「……そう、ね」

　逃げ道は塞いでおかないと。

　美琴に言われた通り、円花は夏目にメールを送る。

　これで、夏目と向き合う以外の選択肢は残っていない。

　……手を離したのは、部長じゃなかったわね。

　彼は、ずっと円花の手を掴んだままだ。離したのは、円花。これじゃあ、夏目を責められない。

「メールも済んだことだし、ご飯食べよう。腹が減ってはなんとやら、って言うしね」

「確かに、戦いに行くような気持ちだわ」

　円花はおにぎりを一口かじる。

　今度こそ、夏目と向き合う。

「なるようになれ、よ」

　自分じゃ答えを出せないのなら、悩んでも仕方がない。すべては今夜、仕事終わりに。




　約束の時間、夏目は仕事が片付いてもオフィスに残っていた。昼に、円花から【話があります】というメールをもらったが故だ。それだけでなんの話か予想は容易にできた。夏目自身、話すタイミングを窺っていたから、断る理由もない。

「あ、お疲れ様です」

　ファイルを抱えた円花が、夏目しか残っていないオフィスへと戻ってきた。夏目は顔を上げ、円花を見つめる。

「ここのコピー機を使えばよかったんじゃないのか？」

「倉本さんが使ってましたし、たくさんコピーしようとすると、最近紙が詰まるんです。修理してもらったほうがいいかもですね」

　円花はコピーした用紙を自分のデスクに置いてから、持ち出したファイルを棚へ戻す。

　こうして仕事関係の話をするだけなら、いつも通りだけれど、円花は背後に感じていた。夏目の視線を。

「どうせなら、新しいコピー機が欲しいですよね」

「――円花」

「……はい」

　夏目に名前を呼ばれ、円花は小さく返事を返す。この期に及んで、まだ先延ばしにしようとする自分が情けない。

　円花はそう思いながら、手にしたホッチキスをデスクに置き、夏目を見据える。

「話をしたほうがいいと思ってた」

「……この間は、すみませんでした。部長の話も聞かないで……」

「いいんだ。気持ちはわかる」

　円花が視線を泳がせているのに対し、夏目はまっすぐにこちらを見ている。

　多分、夏目はすでに答えが決まっているからだろう。いくら考えても答えが見つからない自分とは違う。

「その、考えてみたんです。自分の気持ち、とか」

「そうか。……答えは、出たのか？」

「正直、わからないままです。自分がどうしたいのか……」

　自分のことなのに、ちっともわからない。もしかしたら、自分のことだからわからないのだろうか？　客観的に、考えられないから。

「……専務に言われました。部長は、アメリカに行ったほうがいい、って」

「史誓が？　……そうか」

　余計なことを――夏目はそう言いたそうな顔をしていた。それには気づかなかった振りをして、円花は話を続ける。

「部長は、どう思ってますか？　アメリカに行きたいですか？」

「……行くと決まれば、迷いはない。けど、今は行きたいとは思っていない」

　やっぱり、夏目の気持ちは決まっていた。

「わ、私のため、ですか？」

　だとしたら、申し訳ない気持ちになる。出世のチャンスを、自分が台なしにしているみたいで。

　けれど、夏目は静かに首を振る。

「違うよ。俺のためだ」

「え……でも」

「俺が、君の側にいたいから」

　それが本心なのかは、円花にはわからない。でも、夏目の優しさは伝わってくる。そう言えば、円花の負担が減ると思っているのだろう。

「……専務は、部長を信頼してます」

「あいつの右腕になれる人材は、この先も現れる可能性がある。でもこの先、君と繋がっていられる可能性は、どうだろう」

　人の気持ちを繋いでおくことは、難しい。愛していた人を、殺したいほどに憎む日が来ることもある。そんな人の心変わりを、責めることなんてできはしない。それでも、人の心を繋いでおきたいと願うのだ。そう、夏目は思っている。

「……私は、あの時みたいに怒ってはいないんです。部長が、別れることを前提に告白したわけじゃない、って知ったので」

　自分の気持ちはわからないが、落ち着いている。冷静に考えられるはず。だから、言わなきゃ。自分の気持ちを。

「私は……その、多分……部長はアメリカへ行くべきだと思うんですっ」

　本当にこの答えが正しいのかとか、本当に自分の気持ちなのかとか、そういったことはすべて無視した。純粋な、自分の気持ちだと信じたい。

「……本気、か？」

　夏目は驚いたような顔で、円花を見ていた。

「――はい」

「…………」

「チャンスは、掴むべきだと思います。部長は、この仕事嫌いじゃないでしょ？」

　円花に言われ、夏目は自分の過去を振り返る。

　悪友である史誓に誘われ、志望動機もなにもないまま、ミルフルールに入社した。新入社員の頃は、それほど仕事に熱心でもなかったように思う。与えられた目の前の仕事を片付けていく日々。けれど、自分が働く会社のリップを、姉が嬉しそうに買っていたのを見て、少し気持ちに変化が出たように思う。たった一本のリップで、こんな笑顔を浮かべるものなのか、と。

「見ていればわかります。だから、その……いつか、後悔する日が来るかもしれないじゃないですか？　行っておけばよかった、って」

　夏目は、友情や仕事よりも、円花を選んでくれた。

　それは、とても嬉しい。大事にされてるんだ、って感じるから。

　でも、違う答えがある、って今気づいた。

「どうして、どれかひとつしか選べないんでしょうか？　全部、選んじゃいけませんか？」

「え……」

　円花は、なんだかスッキリしていた。

　そう、多分この答えが、自分の中の大正解。

「優志さん、アメリカへ行ってください。私、待ってますから」

　そう言って、誕生日プレゼントを差し出す。

「お誕生日、おめでとうございます」

　にっこり笑えば、夏目は意味がわからないようで、少しの間、固まっていた。










約束は




　選んだネクタイピンは、シルバー。青い天然石が飾りとしてあしらわれている。

　お値段はまぁ……若干予算をオーバーしてしまったけど、一年に一度のお祝いなわけだし、妥当な金額だと思う。

「ありがとう。……そういえば、ネクタイピンを贈る意味は」

「それは――」

「あなたを見守ります、だったかな。……どうかしたか？」

　予想していたのとは違う答えに、円花は「あはは……」と乾いた笑いを返す。

　別の意味もあったとは。

「本当に、俺がアメリカへ行ってもいいのか？」

「……部長が行きたくないのであれば、止めますよ。けど部長は行きたい、ですよね？」

　上まで登り詰めたいという上昇志向は、夏目にはない。だが、色んな経験を積んでみたいという意欲はある。だからアメリカ行きに興味を示したはずだ。

「もう名前で呼んでくれないのか？」

「え？　あ、それは……」

　先程は勢いのまま、名前を呼んでしまった。

　だって、恋人として待っていると言ったのだ。それなのに、部長呼びではおかしいと思うし……。

「残念だな。録音でもしておけばよかった」

「ま、また呼びます。……そのうち、に」

　意識すると、絶対に呼べない。今はご勘弁願いたい。

「楽しみにしてるよ」

　夏目は笑顔で、プレゼントされたネクタイピンを見つめている。

　嬉しそうだし、悩んだ甲斐があったけど……。な、なんか恥ずかしいわ……っ。

　渡したプレゼントを、そんな愛おしそうな目で見られると、とてつもなく居たたまれない。

　と言うか、できたら早く帰ってしまいたい。この雰囲気、どうも心臓に悪い気がしてならないし。

「……円花、本当にありがとう」

「い、いえ」

　夏目は顔を上げ、遠くを見ている。

　円花自身、夏目が悩んでいないとは思っていない。自分の将来、友人の願い、そして円花のこと。いろんなことを悩んで、考えて、そして結論を下したのだと思う。

　ただ、その決断が円花よりも明確で、早かっただけだというだけ。

　今、夏目の本音を聞くことは難しいから、想像することしかできないが、その想像の中で、いつか夏目はアメリカへ行かなかったことを後悔する時が来る――そう思ったのだ。

「遅いですし、帰りましょう、か？」

「そうだな」

　仕事はすべて終わっていた。コピーだって、明日でもかまわなかったのだ。

　会社に残る理由が欲しかっただけ。

「送っていくよ」

「ありがとうございます。……出発は、いつになるんでしょうか？」

　帰り支度を始めながら、円花は聞いてみた。

　行くべきだと言ったが、笑顔で見送るため、心構えの準備期間は欲しい。

「春が来る前に、行くことになるだろうな」

「……もしかして、話は進んでいたんですか？」

　すんなりと答えが返ってきたので、円花はパッと顔を上げて夏目を見る。

「専務が、一応スケジュールを立ててたんだ」

「そうですか……」

　ということは、この決断を下すことを、史誓は予想していたのだろうか？　だとしたら、自分は史誓の手の平の上にいた？　なんとも言えない、複雑な心境だ。

「小宮？　帰らないのか？」

　動こうとしない円花に、夏目が声をかける。

「あ、帰ります！」

　慌ててバッグを持ち、円花は夏目の後を追いかけた。




　数日後、夏目のアメリカ行きが社内に知れ渡った。

　円花はすでに知っていたが、こうして正式に発表されると、実感が出てくる。

「ふ～ん、行くのね。夏目部長」

「そうね」

　円花は、美琴と一緒に張り出された辞令を見つめていた。

　美琴は、円花がアメリカ行きを後押しするとは思っていなかったようだ。だから、この辞令が貼り出された時はかなり驚いていた。

「別れると思ってたわけ？」

「半々だね。部長がアメリカへ行くなら別れると思ってたし、行かないなら継続すると思ってた」

　まさか両方を取るとは、美琴も思っていなかったらしい。

　ジュースをストローで吸い上げながらニヤニヤする美琴がちょっと不気味だが、なにも言わないでおこうと思う。美琴には、迷惑をかけたし。

「嘘？　ホントに夏目部長、アメリカに行っちゃうの」

　パタパタと騒々しい足音を立てながら、女子社員が三人やって来た。辞令を見に来たのだろう。

　円花と美琴は、気を遣って少し場所を移動する。

「アメリカ行っちゃう前に、告りなよ」

「え～、でも～」

「もしかしたら、一緒にアメリカ行っちゃったりして！」

　女が三人寄れば姦かしましいと言うが、まさにそれだ。

　チラリと美琴を見れば、ストローをかじりながら、またニヤニヤしていた。

「行こ」

　この場に長居してはいけない。円花はニヤニヤする美琴の腕を掴み、その場から離れる。

「その顔、やめなさい」

　離れた場所に来て、ようやく美琴を注意する。今も、美琴の顔には嫌な笑みが浮かんでいた。

「あの子、ホントに告白するのかな？　結果が見えてるだけに、笑いが……」

「性格悪いわね……」

　美琴のこの顔をあの三人に見られなくて本当によかった。絶対に変な人だと思われていただろう。

「でも、真面目な話、アメリカ行きが正式に決定されたから、部長に告白する子、増えるだろうね」

　美琴は紙パックを捨てるためのゴミ箱を探すが、近くには見当たらない。仕方がないので、総務部まで持って帰ることにしたようだ。

「円花がいるんだから、部長は断るだろうけど。この際、公表したら？　夏目部長の彼女は私です！って」

「い、嫌よ」

　即答すると、美琴は呆れたようなため息を漏らす。

「自分のものだ、って公表したほうが、悪い虫が付かなくて安心するんじゃない？」

「部長はそんな人じゃ……」

「違うわよ。部長が安心するでしょ、って話」

　美琴の言葉に、円花は首をかしげる。美琴の言いたい意味を、いまいち理解できない。

「二年も離れてんのよ。公表すれば、牽けん制せいになるでしょ」

「つまり、悪い虫が付かないように、って言うのは……私のほう、ってこと？」

　美琴が楽しげに頷く。

　自分の恋愛には消極的なのに、他人の恋愛にはどうしてこうも積極的なのか。

　だが、円花は公表するつもりなどない。夏目と付き合っていると知れば、興味本位であれこれ聞いてくる者が絶対に出てくる。それに耐えられる自信はない。

「嫌がらせとかも、心配だし」

「あ～、それはあるかも。女って、集団になるとやたら強気になるのよね」

　経験でもあるのだろうか？　なぜか、そんなふうに思える口調だった。

「でもさ、二年も待つわけでしょ？　部長、結婚とか視野に入れてるかもね」

「…………」

　それは冗談めかした言い方だったが、円花は動きをピタッと止めた。

「もしかして、なんにも考えてなかったの？」

「だって、付き合って一年も経ってないのに、結婚とか……」

　早すぎる。ありえない。いろんなことをすっ飛ばしすぎてる。

「早いとか遅いとか、関係ないでしょ。一緒にいたい相手が見つかったのなら、それが結婚のタイミングよ」

「……美琴にはいないの？　そういう相手」

　いつまでも、自分が話の中心にいるのは耐えられない。そろそろ、話題の中心を美琴に変えてもいい頃。

「いないわね」

　そう思ったのに、美琴はすんなりと否定する。しかし、円花は引き下がらない。

「不二さんは？　本気で嫌ってるわけじゃないんでしょ？」

「なんであいつが出てくるのよ」

「美琴の周囲で、一番可能性がある人よ」

　美琴は『なんの可能性？』と聞き返したそうだったが、ここで食いつけば円花の思う壺だと気づいたらしい。あっさり無視された。

「あ、美琴！」

　逃げるように足を早める美琴を、円花が笑顔で追いかける。

　軽い仕返しは、成功したようだ。それが嬉しくて、笑顔がしばらく消えなかった。




　円花が笑顔で美琴を追いかけている時、夏目は専務室にいた。秘書が持ってきてくれたコーヒーに口をつけながら、応接用のテーブルに置かれた資料に視線を落とす。

　用意周到と言うべきか、史誓はすでにアメリカ支社の資料を揃えていた。

「知っていると思うが、向こうはあまり業績がよくない。化粧品の質は問題ないんだが、担当者の腕が悪いみたいでな」

　ファイルにまとめられた資料は、なかなかに分厚い。自宅に持ち帰って、目を通そう。

「二年というのは、俺が勝手に想定しただけだ。状況によっては、延びる可能性もある」

「聞きたいんだが、なぜアメリカなんだ？　アジア進出は視野に入れてなかったのか？」

　中国市場に進出する他社も多い。その中で、ミルフルールはアメリカ進出を狙っている。

「アジア進出は、すでに上層部で話に上がってる。そっちは社長が進めてるみたいだから、俺は別方向で実力を示さなきゃいけないわけだ」

「親子喧嘩に巻き込まれるわけだな、俺は」

　資料をパラパラとめくりながら、夏目はコーヒーを飲む。

　さすがは専務室のコーヒーだ。給湯室の豆とは、香りも味も違う。

「それは言うな。あ、そのページからは向こうで扱ってる商品だ」

　史誓曰く、アメリカでは二通りの販売戦略を練っているそうだ。セレブ向けの商品と、ティーン向けの商品。セレブ向けの商品は、パッケージから高級感を出しており、ティーン向けはかわいらしいパッケージとなっている。

「素材は悪くないんだよ。宣伝だと思う、問題は」

「向こうの担当者とは、話せるのか？」

「これが連絡先だ」

　本当に準備がいい。

　渡された名刺を受け取ると、史誓がファイルを最後のページまでめくる。そこには、アメリカ支社の社員名簿があった。

「向こうに話は通してある。必要な資料があれば揃えるぞ」

「……アメリカブランドについて、知っておく必要がある。向こうの宣伝には、誰を使ってるんだ？」

「以前起用していたモデルは……あ、このふたりだ」

　ファイルのページをめくれば、ふたりの女性の写真があった。ひとりは色気のあるブロンド美女。もうひとりは、かわいらしいブルネットの女の子だ。

「モデルは変更してくれてかまわない。お前には、あっちのすべてを任せるつもりだからな」

「……少し、考えてみる」

　海外で仕事をするのは初めての経験。いい経験になると思うが、失敗すると痛手は大きい。

　史誓はアメリカでの成功を、夏目の功績にしたいと思っているわけだし、成功することが大前提の話。プレッシャーはかなりのものだ。

「向こうでの住まいは、こっちで用意する。要望はあるか？」

「特にはないな。……煙草を吸うから、そのあたりは気をつけたほうがいいか」

「了解だ。ところで――恋のほうはどうなんだ？」

　その瞬間、夏目の視線が冷ややかになる。それに気づいた史誓は、しまった、という顔つきになった。

「小宮に余計なことを言っただろ？」

「あ～……否定はしない。しない、が……決めるのは本人だ」

　つまり、自分に罪はない。そう言いたいわけだ。

「決めるのは本人。その意見には賛成だ。けどお前は、小宮がアメリカ行きを推すように仕向けただろ」

「……ふたりの将来を考えれば、悪い話じゃないだろ？」

　悪びれた様子が見受けられない。

　出会った頃から、史誓はこういう男だ。今さら、その性格を指摘しても意味がない。男の性格を変えるのは、いつだって女なのだから。悪友といえども、自分には無理だ。

「お前が自分から告ったの小宮さんだけだし、結構本気だと思ってんだけど、俺は」

　夏目はファイルをめくりながら、コーヒーが注がれたカップを手に取る。史誓は微笑みを浮かべていて、真意がわかりづらい。

「今はそのつもりだったとしても……将来のことは、誰にもわからない」

「ふ～ん……俺は応援するからな、ふたりのこと」

　史誓のその言葉に、夏目はなんとも言えない表情になる。

　自分たちの関係がダメになりかけた原因の海外転勤――それを持ちかけてきたのは、他ならぬ史誓だというのに。それなのに、応援するとは……。

「疑うなよ。応援してるのは本気なんだ。アメリカへ行ってほしかったのも、本気」

「……わかってる」

　夏目はコーヒーを一口飲み、少し冷えていることに気づく。

　史誓の気持ちもわからなくないから、責める気持ちは芽生えてこないのだ。

「ところでさ、黙っていくのか？」

「なんの話だ？」

「小宮さんとのことだよ。公表はしないのか？」

「どうだろうな。彼女に任せる」

　夏目はコーヒーを飲み干し、開いたままのファイルを閉じる。

　夏目自身は、周囲に知らせて回りたい気持ちはない。円花が隠したままでいたいのなら、それでかまわないと思っている。

「自分のものだ！って主張したくはないのか？」

「……なくもないが……」

　本音を言うと、夏目の気持ちは史誓の言うものより、少しばかり仄ほの暗ぐらい。誰かに見せびらかすよりも、誰にも見せたくない、という気持ちのほうが強いのかもしれない。

　まぁ、どちらかと問われた場合の話だけれど。

　夏目にとって大事なことは、円花が自分の隣にいてくれることだから。

「そこまで好きな相手、ねぇ」

　出世の道を切り捨ててまで、夏目は円花を選ぼうとした。史誓はそれを、愚かだと思うし、羨ましいとも思っている。と同時に、どうしてそこまで想えるのか、純粋に疑問でもあるのだ。

「きっかけとか、あるのか？」

「好きだと自覚した瞬間は覚えてる。でも、知らず恋に落ちた瞬間は多分……あの時、だな」

「あの時？」

「窓際の花だよ。じゃあ、仕事に戻る」

「ま、窓際？　え？　クイズかなにかか？　おい、優志！」

　意味がわからないままの史誓を放置して、夏目はさっさと専務室を出ていく。

　残された史誓は、その日一日、夏目が言っていた〝窓際の花〟について考えることになってしまうのだ――。




　今日も残業せずに定時で帰ろうとする円花の視界に、他部署の女子社員が映り込んだ。凝視するのは失礼なので、横目で見る程度にしておいたが、梨乃はしっかりと睨みつけている。というのも、女子社員はまっすぐ向かっているのだ。夏目のもとへ。

「新嶋さん、そんなに見たら失礼よ」

「あの子、絶対部長に告白しますよ」

　梨乃の顔が怖い。今にも女子社員に噛みつきそうな顔だ。

　私が付き合ってるって知ったら、この子……どうするのかしら？　それを想像すると、ちょっと怖い。

　円花は携帯を手に取り、チラッと夏目を見てみる。女子社員は頬を染め、夏目を外へ誘っているようだ。さすがに、ここで告白する勇気はないだろう。

　夏目は真顔で、女子社員と出ていく。

「気になりません？　覗きに行きます？」

「い、行かないわよ」

　梨乃は本気のようだが、円花はそんなことしたくない。覗いているのがバレたら、羞恥で死んでしまうかもしれない。

　部長を信用してないみたいだし……。

　円花はバッグに荷物を詰め込みながら、実感していた。夏目と過ごせる時間は、もう少ないのだと。

　アメリカと日本。行こうと思えば、行けるだろう。永遠の別れではない。

　だが、お互いに大人だ。任された仕事もあれば、互いを束縛することの愚かさも知っている。繋がるために一番重要なことは相手を信頼し、また相手も自分を信頼していると信じること。

「……あともう少し、なのね」

　円花は窓の外を見る。

　季節は秋。夏目がアメリカへ経つのは、春が来る前。

　砂時計の砂はゆるやかに、けれども止まることなく落ち続けている。

「帰るわね」

　いまだ、梨乃はオフィスを出ていった夏目を気にしている。そんな彼女に苦笑いを向けて、円花はオフィスを後にする。

　エレベーターに乗ろうかと思ったが、今日はなんとなく、階段で帰ろうと思った。カツン、カツンとわざとらしい音を立て、静寂を破りながら階段を下りる。

　……アメリカから帰ってきた後……。

　不意に、思ってしまった。アメリカから夏目が帰ってきた後の、自分たちについて。

　将来の約束は、なにもない。でも、約束なんてないほうがいいのかもしれない。約束は、時にお互いを縛ってしまうから。

「あ」

　階段を下りている途中、見えてしまった。踊り場にいる、夏目と女子社員が。

　遠目からでもわかる。女子社員は顔が真っ赤。告白の真っ最中だ。

　円花は慌てて引き返す。

　ここで見つかったら、まるで覗きに来たみたいだ。実際は違ったとしても。

「……ふぅ」

　物音ひとつ立てず、円花は階段から離れ、エレベーターの前にやって来た。

　こんなことなら、初めからエレベーターを使えばよかった。

　告白されていた場面を見ると、複雑な気持ちになる。大丈夫だろうと思う反面、ふと不安になる自分がいるのだ。

　アメリカでも、あるのかしら……。

　夏目を信用している。倫理に反することはしないだろう。

　別の誰かを愛する日が来れば、円花にきちんと別れを告げる。そういう人だ。

「…………」

　夏目が、別の誰かを愛する――自分で至った考えなのに、胸が少しだけ、苦しくなった。

　実際の距離と、心の距離は比例すると聞く。

　アメリカへ行ってほしい気持ちは、嘘偽りのない、素直な気持ち。今も、それは変わっていない。

　でも、自分自身の気持ちを今さらながらに知った。本当は……行かないで、って言いたかったのかも。

　エレベーターの扉が開き、乗り込む。『閉』のボタンを押すのと同時に、運がいいのか悪いのか、告白から戻ってきた夏目と、目が合った。

　ほんの一瞬の出来事だったから、夏目には気づかれなかったはず。自分の瞳が潤んでいたことに。

　円花はそう、願うことにした。




　その日の夜、円花は自分の部屋でなにをするでもなく、ボーッとしていた。

　いつもならテレビを見て笑ったり、音楽を聞いてリラックスしたり、お気に入りの本を読んだりする。でも、今日はなにかをする気分にはなれなかった。自分の気持ちに、自分自身が戸惑っているのだ。

　今さら、夏目になんと言う？　本当は行かないでほしい、とでも言うの？

　そんな女々しいこと、自分は絶対に言わない。先に決めたのだ。アメリカ行きを応援すると。

「はぁ……」

　ため息が出た。何度目かもわからないため息だ。

　円花はわかっている。悩んでいるわけじゃない。行かないでほしいという自分の気持ちを、受け入れている。だから、この気持ちをどうにかして消化したいのだ。跡形もなく、消し去ってしまいたい。

　その時、携帯が鳴った。

「……はい」

　円花はのろのろと電話に出る。画面を見ずに出てしまったことを、円花はすぐに後悔した。

《起きてるか？》

　電話の相手は、夏目だった。

「……寝ようと思ってます」

　今、夏目と話すのはよくない。アメリカ行きを応援する気持ちと、行かないでほしいという気持ちが同時に生まれていて、情緒不安定になっているから。

　こんな自分を、見せるべきじゃない。

　だから、嘘をついた。本当は、眠気なんてまったくないのに。

《部屋の明かりがついているようだが……少し、会えないか？》

「――！」

　夏目のひと言で、円花は素早くカーテンを開けた。見下ろした先には、見覚えのある車と、よく知る人物がいる。

《会えるか？》

「……はい」

　ここで断れば、それこそ嘘だと言っているようなものだ。

「どうして急に……」

　電話を切り、円花は夏目が来た理由を考える。だが、恋人のもとへ来るのに、理由なんていらない。

　それを理解しつつも、やはりなにか理由があるように感じてしまう。

　ピーンポーン……。

　夏目の到着を知り、円花は玄関へと向かう。

　結局、理由は本人に聞くしかないのだ。

　鍵を開ければ、仕事帰りなのだろう。スーツ姿の夏目が、心配そうな表情を浮かべていた。

「あの……中へどうぞ」

　立ち話もなんだし、と中へ招き入れる。夏目はなにを言うでもなく、円花の後に続く。

「なにか、飲みます？」

「いや、いい」

　そう言われたが、少しでも気まずさを避けたくて、円花はキッチンへ向かう。

　インスタントのコーヒーを準備しながら、夏目の表情が明るくない理由を考える。

　なにかあったのだろうか？

「どうぞ」

「あぁ、ありがとう」

　夏目はマグカップを受け取ったが、飲む気配がない。円花も飲むつもりはなかったので、お互いのマグカップはテーブルの上に放置されたまま。

「昼間、なにかあったのか？」

　先に口を開いたのは、夏目だった。円花をまっすぐ見つめている。

「別に、なにも……」

　なにもなかったわけじゃない。だが、夏目に言うべきことはなにもない。そういう意味で答えたが、夏目がその真意に気づくはずがない。

　円花は目を逸らしてたまま答えた。

「帰る時、泣きそうな顔をしてたようだから……」

　エレベーターの時のことを言っているのだろう。

　確かに、気を抜いたら涙が流れたかも。だけど、現実には泣いていない。

「気のせいですよ」

　笑顔で否定してみたが、夏目は納得していないようだ。ベッドに座る円花の隣に、移動する。

「……大丈夫か？」

　きっと、今の自分の表情はあまりにも暗い。先程向けた笑顔も、無理しているのがわかってしまっただろう。それに気づかないほど、夏目は鈍感じゃない。

「ちょっと、考え込んでしまって……」

　嘘は言っていない。今の自分は、中身がぐちゃぐちゃだ。相反するふたつの感情が、自分の中で駆け回っている。それを口にすれば、少しは楽になるのだろうか？

「あの……」

「ん？」

　隣の夏目を見上げてみるが、やっぱり言えない。言いたくない。

　こんなぐちゃぐちゃな自分を、知られたくない。勝手だと言われてもいい。

　夏目の中の〝小宮円花〟は、綺麗なままでいてほしいのだ。

「な、なんでもないです……」

「円花、話して楽になることもある。こうして直接、話を聞ける機会も少なくなるんだ。俺に甘えてほしい」

「……その、あの……」

　夏目に見つめられて、円花は泣きそうになった。

『話を聞ける機会も少なくなる』

　――そんなふうに、言わないでほしい。普段なら笑って流せるのに、今は少しメンタルが弱いから。

「か、帰ってもらってもいいですか？」

「円花……？」

「私……言っちゃいけないことを言いそうなんです」

　今は、夏目を見ることができない。

　あの夜、あんなにもアメリカ行きを応援した自分が、今は行かないでと言いそうになってしまっている。こんな自分が嫌で、夏目に見られたくない。

「いいよ。言ってみて」

「嫌、です」

　視界が潤んできた。ダメだ。泣きそう。

「円花」

　夏目がベッドから下りて、円花の目の前に膝をつく。顔を覗き込まれ、見られたくなかった情けない顔を見られた。

「どうした？」

「……一緒にいて」

　涙が落ちるのと同時に、言葉が漏れた。

　あぁ、自分が嫌になる。こんなことを言うなんて……。

「……ごめんなさい……」

「どうして謝るんだ？　こんなにも嬉しい我儘は、他にないだろう？」

　一緒にいてほしい……。アメリカへ行ったほうがいいと言った自分が、それとは正反対の気持ちを抱いている。自分では許せない我儘を口にしたのに、夏目は責めるどころか、嬉しいと言う。

「一緒にいるよ」

「でも……っ」

「当然、アメリカにも行く。君が応援してくれるから」

　行かないと言えば、円花は自分を責めるだろう。そういう女性だと、夏目はよく知っている。それに、夏目はわかっていた。アメリカ行きを応援する気持ちと、一緒にいたいという気持ち、どちらも本物だということを。

「俺が日本にいる間、我儘をたくさん言ってくれ。会いたいなら夜中にでも会いに来るし、行きたい場所があるなら連れていく。君の我儘は、俺の思い出になるんだ」

「……本当に？」

　無理してない？　嫌な女だと、思っていない？

　夏目の目を見つめるが、彼は嘘を言っているようには見えなかった。

「じゃあ……今夜、一緒にいてくれますか？」

「喜んで」

　夏目が、優しく抱きしめてくれる。

　そのぬくもりに、円花の涙は簡単に引っ込んでくれた。

　人前で泣いたのは、本当に久しぶりだ。冷静になると、なんだか恥ずかしい気持ちになってしまう。

　こんなにも、誰かを好きになるなんて……。告白された時には、思いもしなかった。

　でも、後悔はない。夏目が好き。恥ずかしくて口にはできないが、愛していると言ってもいい。

「しばらく、こうしててもいいですか？」

「あぁ」

　夏目は、笑顔で円花を抱きしめていてくれた。

　知り合った期間と、恋人になった期間。あきらかに、恋人になった期間のほうが短い。

　けれど、時間は関係ないのだと思う。

　自分はきっと、遅かれ早かれ夏目に恋をしていたはずだ。

　この恋に、約束はいらない。自分は夏目を、待っていられる。

　そんな確信が、自分の心を強くしてくれる。

　だから今は、この胸の中にいたい。

　夏目がアメリカへ行く日は、ちゃんと笑顔で見送るから。










三年目の




　時が過ぎゆくのは、本当に早い。楽しい時間ほど、早く過ぎていく。それが事実であることを、円花は実感していた。

　一緒にいたいと言ったあの夜から、円花はいろいろなことが吹っ切れていた。夏目の側にいたい気持ちと、応援する気持ちの両方を受け入れることにしたのだ。

　それから円花は、夏目と一緒にいる時間が増えた。多分、社内の人間も薄々は気づいていたはずだ。ふたりが恋人同士であることに。

　でも、そんなことはかまわなかった。

「写真、増えたわね」

　二冊目となったアルバムを、美琴がニヤニヤしながら眺めている。

　円花が夏目と過ごす時間が増えたため、美琴と過ごす時間は必然的に減ってしまった。こうして円花の部屋でゆっくりとした時間を過ごすのは久しぶりだった。

　そして、美琴が見ているアルバムは、あの夜以降から増えた、円花と夏目のふたりの写真だ。

　秋の涼しさの中、日帰りで旅行をした写真。動物園や水族館にも行った。苦手だったけど、遊園地にも行ってみた。冬には映画を観に行き、雑誌に紹介されていたカフェやレストランにも足を運んだ。思い出を切り取るように撮った写真は、もう二冊目のアルバムにも及んでいる。

「部長、明日だっけ？　いいの？　一緒にいなくて」

　明日、夏目はアメリカへ行く。本当は来月の予定だったが、現地のスタッフからは早く着任してほしいと望まれていたし、史誓もなるべく早く夏目にアメリカ支社を託したかった。それらが重なり、夏目はバレンタインデーを前に日本を発つのだ。

「今夜、彼は専務と会うからいいの。それに、チョコを作らなきゃだし」

　バレンタインデーが来る頃、夏目は日本にいない。だから明日、早めのバレンタインデーを迎えることに決めていた。

　バレンタインデーに手作りチョコを渡した経験はない。既製品やプロのチョコに、素人の手作りが勝てるはずもないと思っていたし、自分は手作りを渡すようなタイプでもないからだ。

「でも、作るんだ？」

「そう。まぁ、いい経験でしょ。美琴も、予行演習になるんじゃない？」

　材料だけじゃなく、道具も揃えた。失敗する可能性が大だから、材料は多めに買っている。

「予行演習？　なんで？」

「不二さんに渡さないの？　この間、不二さんの美容院に行ってみたの。嬉しそうに話してたから、付き合ってるのかと思って」

「そんなわけないでしょ！　友達よ、友達」

「ふ～ん、そう」

　まぁ、友達と言うだけ進歩したほうだろう。以前なら、友達とも言わなかったはずだ。

　円花は材料を手に、キッチンへと向かう。

　今は本を買わなくても、ネットという強い味方がいるから助かる。

「短くて二年、だっけ？　きっと、メールとか電話しまくるわね～。遠距離恋愛って、大変よ？」

「経験者みたいに言うのね。……もう、気にしないことにしたの。今この瞬間を大事にするわ。今がよければ、未来はもっといいはずでしょう？」

　前向きなことを言う円花に、美琴は驚いたように瞠目する。

「すごい変わりようね。何カ月か前、幸福上限説を語ってた人とは思えない」

「自分でも驚きよ」

　気にすれば、不安ばかりが募っていく。

　先の見えない未来を考えるよりも、今を見るほうがいい。そう思うことにした。

　時々は、夏目がいなくなった夜を思い出して気持ちが沈んでしまう時もある。でも、あの夜の約束通り、夏目はどんなに遅くても電話に出てくれたし、会いにも来てくれた。それを実感した後は、もう眠れない夜は訪れなかった。

「でもまぁ、うまくいってるならいいことよね。ふたりの未来は明るいようで、嬉しいわ」

「ありがと。……で、作らないの？」

　エプロンを付ける円花は、目の前に並べた板チョコや道具を指差す。

「私は味見係に専念することにする。チョコはあげるより、もらいたいほうなの」

　そう言って、美琴は一枚の板チョコを手に取り、封を切る。

「全部食べたら、鼻血出すんじゃない？」

「ちょっとだけよ。……って、これビターだったの」

　甘いと思って食べた板チョコは、予想に反して大人の苦さを含んでいたようだ。『チョコは甘いものでなければ認めない！』と豪語する美琴は、一口かじっただけで板チョコを投げ返す。

「変更する。味見係から、助手になるわ」

「どうぞ、ご自由に」

　円花はやれやれと苦笑し、チョコ作りを始めることにした。




　円花が早めのバレンタインチョコを作る頃、夏目は悪友と共にいた。今夜はお洒落なバーではなく、大学時代から通っている飲み屋だ。

「ビールと……焼き鳥の盛り合わせに、枝豆。唐揚げも」

「一気に頼んでいいのか？」

　オーダーを済ませても、史誓はメニューを閉じない。まだなにかを頼むつもりのようで、夏目は呆れてしまう。

「食べられるだろ？　しばらく、日本食とは離れるんだ。食い溜めしろ」

「最近は、海外でも日本食が食べられる。知ってるだろ？」

「本場とは違うもんだ。向こうで太るなよ？　帰ってきた時、ブクブクに太ってたら、百年の恋も冷める」

　史誓は笑うと、店員が持ってきたビールを嬉しそうに受け取る。

「シャンパンとかワインとかもいいけど、やっぱ一番はビールだよなぁ」

「飲みすぎるなよ。お前、朝から会議だろ」

　専務が二日酔いで会議なんて、いい印象は抱かれない。

　とは言え、夏目も昼前の飛行機に乗るから、あまり夜更かしはできない。飲みすぎると明日に響くし、ほどほどにしておこう。

「大丈夫だって。……そういや、隠すのやめたんだな」

「なんの話だ？」

「小宮さんとのことだよ。もうバレてるようなもんだよな」

　偶然だが、史誓は悔しがる秘書を見た。他にも数名、女子社員が残念がっていたのを見かけたし、一時は心配したものだ。嫉妬した女子社員が、円花になにかするのではないか、と。だが、史誓の心配は杞憂だった。詳しくはわからないが、何事もないまま今日に至る。

「まぁ、俺も気にかけておくよ。お前がいなくなった途端、なにかし始める可能性もあるしな」

「なにもないとは思うが……気遣いには感謝するよ」

　ビールに口をつけ、夏目はネクタイを緩める。

　ここ数カ月は、なかなかにハードだった。仕事の引き継ぎのため、休日に出勤することもしばしばあった。そして、その合間をぬって円花と出掛けたりもしていた。

　だが、つらいと思ったことはない。円花は以前よりもずっと笑うようになり、自分の気持ちをストレートに伝えるようになった。それが嬉しくて、夏目は円花と過ごす一分一秒を愛しく思っていた。

「離れがたい……」

「今さら、行きたくないとか言うなよ」

　睨んでくる史誓に、夏目は苦笑する。

「覚悟は決まってる。アメリカには行くし、成果を出す。だが……円花の側にいたいのも本当だ」

　短ければ二年だが、期間は延びる可能性のほうが大きい。お互い、自分たちが知らない二年を過ごすのだ。

「……なんで今、俺はお前と会ってるんだろうな」

　明日はアメリカへ行くのだ。普通、恋人と会うものだろう。それなのに、自分は今、悪友と会っている。こう言ってはなんだが、時間の無駄遣いに思えてしまう。

「本人の前で言うか、普通」

　今度は史誓が苦笑する。ビールを一気に飲み干すと、運ばれてきた焼き鳥に手を伸ばす。

　この店はリーズナブルで、味もいい。大学時代から今まで、定期的に訪れている。

「帰ってきたら、またここで飲もう」

「お前のおごりならな」

　夏目の答えに、史誓は笑う。おごることを約束すると、史誓は新しいビールを注文した。




　翌日、円花は有給を取って空港まで夏目を見送りに来た。

　きっと、広報部の同僚たちは有給を取った理由に気づいている。明日、梨乃や倉本にからかわれることだろう。それを覚悟で、見送りに来たのだが。

「無理して電話したりしないでください。簡単なメールなら、欲しいですけど」

「あぁ、着いたらメールするよ。見送りのために、有給を取らなくてもいいだろうに」

　円花は、精一杯のお洒落をしてきた。綺麗な自分を、しっかりと覚えていてもらわなくては。

「日本人の有給消費率は、世界最下位なんですよ？　こういう使い方は、有意義だと思いません？」

　いつだったか、倉本とそんな話をしたのを思い出す。

「確かに、有意義だな。……指輪を、贈ろうと思ってた。俺を待っていてほしいから」

　だけど結局、夏目は買わなかった。指のサイズがわからなかったし、なによりも目に見える繋がりを求める自分が、情けなく思えたから。

「私、指輪なんかなくても、部長を……優志さんを待ってますよ」

「あぁ、そうだよな。だから、指輪を贈るのはもう少し待つことにするよ」

　世界で一番――とは、恥ずかしくて言えないけれど、君が泣いてしまうくらいに素晴らしい指輪の贈り方を考える。そのための二年だと思えば、耐えられる、と夏目は思っていた。

「あ、忘れるとこでした。コレ、どうぞ」

　丁寧にラッピングした箱を、夏目に手渡す。昨日、人生で初めて作った、手作りのバレンタインチョコだ。失敗作は、今朝の朝ご飯にした。

「ありがとう。……じゃあ、行ってくる」

「はい、行ってらっしゃい」

　円花は笑顔で、夏目を見送る。

　大丈夫。泣かないと決めたし、泣いたらメイクが崩れてしまう。だから、絶対に夏目の前では泣かない。

　負けず嫌いで、強気な自分を前面に出す。

「……っ」

　やがて、夏目が保安検査場に入って、見えなくなってしまう。きっと、夏目にも円花は見えない。そうして、円花はようやく涙を我慢することをやめた。

「ん」

「……ありがと」

　一緒について来てくれていた美琴が、ハンカチを差し出してくれる。

　気を遣って、ずっと隠れていたのだ。夏目は、美琴がいるなんて気づいてもいないだろう。

「あ～あ、ぐちゃぐちゃじゃない」

　声を抑えて泣く円花の顔を見て、美琴が笑う。

　しっかりと施したメイクが、台なしだ。

「もうちょっと……待って。まだ、涙が止まらないの……」

「いくらでも待つわよ」

　美琴は笑って、円花の隣にいてくれた。それが有難くて、円花は宣言通り、しばらく涙を流し続けた。

　時が過ぎゆくのは早い。今日までの日々は、まるで早送りしたかのような早さだった。

　でも、夏目がいない二年は、きっと長く感じることだろう。一日が始まるたびに夏目を思い出して、一日が終わる時に、また夏目を思い出すだろう。

　だけど、絶対に泣かない。夏目を思い出して、泣いたりしない。

　だって、思い出す日々の中にいる自分は、笑っているもの。

　夏目を思い出すたび、自分は笑う。そしたら、明日も笑顔で頑張れる。

「顔、洗ってくる」

　円花は涙を拭うと、自分でもわかるほどの無理した笑顔を作って、お手洗いへ向かった。

　夏目を見送る時は、笑顔でと決めたのだ。飛行機が飛び立つ瞬間だって、笑顔で見送らなくては。

「……さてと、薫に連絡しとかないと」

　お手洗いへ行った円花を確認すると、美琴は携帯を取り出す。

　ここへ来る時、円花は夏目とタクシーで来た。だけど、美琴は薫の車で来たのだ。空港のどこかで待っているはずだから、そろそろ電話しておいたほうがいいだろう。

　それにしても、あのふたりを見てると、なんだか恋愛も悪くない気がしてくるから不思議。自分も、恋をしてみようかな。そんな気分になってしまう。悔しいから、絶対に円花には言わないけど。

　美琴は画面に写し出された薫の名前を見つめて、ボタンを押した。




　夏目が日本を発ってから、あっという間に三年が過ぎた。

　その間、夏目と会えたのは会議のために一時帰国した二回のみ。最後に会ってからはすでに一年近く経っていた。

　遠距離恋愛が始まってすぐの頃、円花はよく考えていた。二年は短いのだろうか？　それとも、長いのだろうか？と。

　最初の一年は、夏目が側にいない不安を仕事で紛らわせていた。二年目は向こうでの夏目の生活が気になった。そして三年目、円花は思い知る。

　どんなに仕事に没頭しても、夏目がいない寂しさを埋めることはできないのだ。




　その日は八月初旬、夏の暑さは最高潮のよく晴れた日。円花は仕事で、とある教会に来ていた。

「あ～、私も結婚した～い！」

　突然聞こえた叫び声に、円花は思わず振り返る。背後に立っていたのは、梨乃だった。

「きゅ、急にどうしたの？」

　今まで大人しかったのに、どうして急に叫びだしたのだろう？

「だって、教会ですよ？　結婚式ですよ？　そりゃ、結婚したくなりますよ～」

「花嫁さん、綺麗だものね」

　今日は、ミルフルールの新作を宣伝するための撮影日なのだ。売り出すのはファンデーション。秋の新作で、イメージは大人の魅力を感じさせる商品。狙っているのも、若い女性ではなく大人の女性。なので、新婦役のモデルも落ち着いた雰囲気の女性で、ウエディングドレス姿が本当に綺麗だ。

　今日は雑誌用の写真撮影なので、そんなに時間はかからないと踏んでいる。

「小宮さんはいいですよね、部長がいますから」

　梨乃はそう言って、恨めしげな目を向けてくる。

　それを言われると、なにも言えなくなってしまうから、困る。

「きょ、教会で撮影なんて、素敵ですよね！　でも、結婚式をテーマにするなら、ジューンブライドのほうがよかったんじゃ……」

　場の空気を変えようと、波奈が話題を振ってくれた。

「飯いい沼ぬま部長と話し合って、決めたの。確かにジューンブライドってイメージが強いけど、秋に結婚式をする人も多いのよ。ほら、秋は他の季節に比べて出費も少ないし、気候も涼しいから」

　広報部の新しい部長は、大阪からやって来た飯沼という男性だ。気さくな人柄で、今はもう広報部の中心人物となっている。

「夏目部長、早く帰ってこないかなぁ。小宮さん、なにか聞いてません？」

　機嫌を直した梨乃が、円花に再び問いかける。

「特にはなにも、聞いてないわ。あ、撮影再開よ」

　話を切り上げると、円花は撮影に意識を向ける。梨乃たちも、口を閉ざして静かになった。

　言えないわ……部長からの連絡がない、なんて。

　綺麗な笑顔を浮かべる花嫁が、円花は少しばかり眩しく見えた。

　季節が過ぎるほどに、夏目と連絡を取り合う回数は減っていた。時差もあるし、もともと電話ではなくメールの頻度が高かったのだが、ここ最近はそれもなくなっていた。仕方ないと思いつつも、不安はなかった。自分の誕生日が来るまでは。

　来なかったわ……。

　夏目は毎年、円花の誕生日――七月七日に、花を贈ってくれた。

　どんなに電話の回数が減っても、メールの内容が短くても、この花が自分のもとに来れば、不安なんて感じることもなかった。

　それなのに今年の七月七日、花は来なかった。

「暗い顔ね」

「……美琴、来たのね」

　差し出されたのは、ペットボトル。受け取れば、その冷たさが心地いい。

「不二さんに会いに来たの？」

　今日の花嫁のヘアセットは、不二薫が引き受けてくれた。芸能人も通うヘアサロンのオーナーだが、薫は宣伝に積極的だ。雑誌に載ると言えば、素直に喜んでくれた。

「暇だったから、来てみただけよ。会いに来たのは、アイツじゃなくてあんたに」

　美琴はそう言うが、絶対に薫にも会うはずだ。相変わらず、素直じゃない。

「来なかったんでしょ、誕生日の花」

「……うん」

　他人からすれば、たかが花、なのかもしれない。だけど、円花はその花を見るたびに、夏目が自分を想ってくれている証に思えた。花は枯れてしまうけれど、そこには確かに、夏目の想いが残っているように思えたのだ。

「忘れてるだけじゃない？　忙しいのよ、夏目部長も……今も、部長って呼んでいいの？」

「みんな、今も部長って呼んでるわ。飯沼部長も、気にしてないし」

　いつの間にか、飯沼も夏目を『部長』と呼ぶようになっていた。それが少しおかしくて、円花の口元に笑みが浮かぶ。

「そうそう、無理してでも笑ってなさい。沈んだ顔でいたら、幸せが逃げちゃうから」

　そう言って、美琴は笑う。

「撮影、もう終わりなんでしょ？　どっか寄ってかない？」

　振り返れば、雑誌の編集者やカメラマンが話し合っている姿が見える。モデルの撮影は済んでいるし、あとは片付けだけだろう。

　今、円花と美琴がいる教会も、この後、式場見学の案内があると言っていたし、タイムリミットはある。

「仕事じゃないの？」

「有給取った。溜まってるのよね」

　そう言いつつ、美琴の視線は忙しなく動いている。誰かを探しているのだと、円花はすぐに気づいた。当然、探している相手もわかる。

「行ってきたら。多分、モデルさんと一緒だと思う」

「……トイレよ。トイレに行くの」

　本当に、素直じゃない。わずかに頬を染めて、美琴は教会を出ていく。

　その姿を見ると、思わずにはいられない。やっぱり、すぐ側にいてほしい、と。

「はぁ……」

　教会のステンドグラスを見つめ、ついため息が漏れてしまった。

　この美しさを、素直に受け止められる気分じゃない。

「……先に帰ろうかな」

　あとは、波奈と梨乃に任せても平気だと思うし、今日はさっさと仕事を済ませて帰りたい。そんな気分だ。

「…………」

　長椅子から立ち上がり、円花は振り返る。

　――と、ステンドグラスを背に、視界へ飛び込んで来たのは、予想外の人物……アメリカにいるはずの夏目だった。

「な、なんで……」

　帰ってきているなんて、聞いてない。

　状況が理解できなくて、思わず目の前の人物は偽者なんじゃないか、と疑ってしまいそうになる。

「え？　な、なに？」

　夏目は笑顔を浮かべたまま、円花のもとまで歩み寄る。手には、一輪の赤い薔薇。

「本数によって、意味が変わるらしい。知ってるか？」

「し、知りませんけど……」

　本数よりも、今はこの状況を説明してほしい。理解できなくて、軽いパニックだ。

「一本の意味は、あなたしかいない、だそうだ。アメリカにいる間、必死に考えた」

　円花の困惑をよそに、夏目は話を進める。

　円花はいまだに状況を理解できないが、後悔している。

　今日会うとわかっていたら、もっと綺麗にしたのに。暑さのせいで汗もかいてるし、条件は最悪だ。

「あの、部長……私……ど、どうしたんですか？」

　夏目が、まるで騎士のように膝をつく。驚く円花を、夏目はおかしそうに見上げている。

「本当は、誕生日にこれを渡す予定だった。けど、思っていたより時間がかかって、一カ月の遅刻だ」

「あ……」

　もしかして、誕生日に花が来なかった理由は……。

　それを知った途端、円花は自分でも単純だと思うが、安堵した。

「受け取ってくれるか？」

「はい、もちろん」

「じゃあ、これは？」

　薔薇を受け取ろうとした瞬間、夏目がなにかを取り出した。それは、見間違いじゃなければ指輪、だ。

「これも、受け取ってくれるか？」

「あの、それって……つまり……」

　プロポーズ？　固まる円花に、夏目は苦笑する。

「会いに来てみれば、教会だ。できすぎてる気もするが、利用しない手はない」

　夏目はアメリカにいる間、ずっと考えていた。プロポーズの方法を。いろいろと情報を仕入れたし、実際にプロポーズをした人の意見も聞いた。参考になった部分もあったが、大切なのは気持ちだ。小難しいことは抜きにして、自分の気持ちを伝えることを最優先にすることにした。

　そしたら、円花は今教会にいると言うではないか。帰国して早々、チャンスが舞い込んだようなもの。夏目は迷うことなく、今日をプロポーズの日に決めた。

「円花、結婚してほしい」

「…………」

　円花は驚いて、すぐに言葉が出てこなかった。

　予想外だ。プロポーズ？　それならそうと、先に言っておいてもらわなきゃ困る。だって――。

「私、今汗かいてるし、メイクは手抜きだし、服だって――」

「どんな君も、愛してるよ」

　そう、夏目は知っている。負けず嫌いで、人前では意地でも泣きたくない、円花のすべてを、知っているのだ。

　汗だくでも、メイクが崩れても、寝起きのパジャマ姿でも、かまわずプロポーズしただろう。

　この愛は冷めない。そんな確信がある。

「円花、結婚してくれるか？」

「……はいっ」

　指輪を受け取るよりも早く、円花は夏目に抱きついた。危うく倒れそうになったが、夏目はなんとか耐えた。男の意地ってやつだ。

　夏目は、円花のぬくもりと重さに、幸せそうな笑みを浮かべていた。

「はぁ。やっと収まるとこに収まった、って感じね」

　ふたりの一部始終を、美琴や薫がバッチリと見ていた。隣では、カメラマンがものすごい勢いでシャッターをきっているし、波奈は恥ずかしそうに顔を真っ赤にしている。梨乃はちょっと、悔しそうだ。

「いいなぁ、私も部長にプロポーズされたい～」

「新嶋さん、ここは素直に祝福しましょうよ」

　悔しそうな、けれども羨ましそうな視線を向ける梨乃に、波奈は困ったように笑う。

「……いいな、プロポーズって」

　美琴の隣に立つ薫が、ふたりを見つめながら微笑む。

「へぇ、相手がいるんだ。よかったわね」

「み、美琴……顔が怖いよ」

　美琴に睨まれていることに気づいた薫が、笑顔をひきつらせる。

「あいにくと、この顔は生まれつきよ。ほら、見世物じゃないのよ。散った散った」

　梨乃や波奈を追い返し、美琴は教会の中にいる幸せそうな円花を見て微笑む。

　実のところ、美琴は知っていた。今日、夏目が帰国することを。どういう経緯か知らないが、夏目は自分に電話をかけてきたのだ。そして、円花の薬指のサイズを聞いてきた。余程の鈍感でなければ、気づくはずだ。夏目がプロポーズする、と。

「よかったわね、円花」

　微笑んで、美琴は教会から離れる。邪魔するほど、自分は野暮じゃない。それに、あんなにも嬉しそうな円花を見てしまったら、誰も邪魔する気になんてならないだろう。

　そんな美琴の気遣いに気づいた円花は、去っていく親友に心の中で感謝した。

　会えなかった分を取り戻すように、円花は夏目をしっかりと抱きしめる。夏目は少し苦しそうだけれど、笑みを浮かべて話し出す。

「この日のために、仕事を頑張ったんだ。七夕の、織姫と彦星にはなりたくないからな」

　それは以前、円花が言った話のことだろう。きちんと仕事をしていれば、織姫と彦星は一緒にいられたかもしれない。そんな話を、確かに夏目にした。

　まさか、そんななにげない話を覚えているなんて……。

　円花は嬉しくて、泣いてしまいそうだ。

「……おかえりなさい」

「ただいま」

　夏目の腕の中、円花は言葉では言い表せない幸福を感じていた。

　この幸せに、上限はない。幸せの器に底はない。

　いつまでもいつまでも、この器は幸せで満ちていく。

　あなたとふたり、いつまでも――。
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窓際の花　～夏目サイド～




　小宮円花は、本当に泣かない女子社員だった。

　まだ夏目が部長ではなかった頃、円花は新入社員で、自分が教育係だった。夏目本人も、自分は厳しいと自覚していたし、実際に多くの女子社員を泣かせてきた。だから、円花も例外ではないだろうと思っていた。

　それなのに、円花は泣かなかった。一度として、泣かなかったのだ。

　今でもよく、その時のことを思い出す。自分が、円花を部下ではなく、ひとりの女性として見るようになったきっかけを。

　あれは早朝の、誰もいない広報部だった――。




　季節は冬。間もなく、クリスマスが来ようとしていた十二月のこと。

「おはよう」

　声が聞こえて、夏目はピタッと足を止めた。あと数歩進めば、広報部に入るという距離。

　この時間、ほとんどの社員が出社していない。それは、広報部も同じだ。一番乗りは、いつも自分だった。

　夏目は不思議に思いつつ、広報部を覗き込む。

　そこには、小宮円花がいた。手にはペットボトルを持ち、視線の先には小さな植木鉢がある。どうやら、あの植木鉢に話しかけていたようだ。

　あんなところに、植木鉢……？

　そういえば、窓際に置いてあったような気がする。誰が置いたのかはわからないが。

「夏目さん、なにしてるんですか？」

　声をかけられ、夏目は振り返る。背後に立っていたのは、倉本だった。

「倉本か……早いな。おはよう」

「おはようございます。で、なにしてるんですか？」

　倉本は夏目の真似をして、広報部を覗き込む。

「小宮？　へぇ、あいつも早いですね」

「……そうだな」

　見れば、円花は水やりを終えたようで、今度はコピー用紙の補充を始めていた。

「小宮って、根性ありますよね。夏目さんにあんな毎日怒鳴られてるのに、一度も泣いたことないですし」

「……そんなに俺は、毎日怒鳴ってるか？」

「え？　あ～……はい」

　倉本はしまった！という顔になったが、言ってしまったものは仕方ないとでもいうように頷く。

「そうか……」

　夏目はひとり静かに、反省する。

　最近、昇進の話が出ているため、神経が過敏になっている自覚はあった。だが、それが表へ出てしまっていたとは……。

「だ、大丈夫ですよ！　さっきも言いましたけど、小宮って根性ありますし」

「いや、気をつける」

　確かに、円花は泣かない。提出した書類に容赦のないダメだしをすると、大抵の女子社員は涙目になっていたものだ。……まぁ、言葉がキツかったのだろう。

　だが円花は、涙目になるどころか、逆にこちらを睨むように見てくる。そして、指摘された部分を訂正して、挑むように再提出してくるのだが、その割に、夏目が書類に目を通すと、不安そうな目になる。

　自信があるのかないのか、よくわからない子だと思っていた。

「夏目さんと倉本さん、なにしてるんですか？」

　考えごとに集中していたため、気づかなかった。

　顔を上げれば、目の前には円花がいて、怪しむような目を向けている。

「お前は根性あるよな、って話してたんだよ」

「……そう、ですか」

　円花の肩をポンと叩くと、倉本は自分のデスクへ向かう。

「おはようございます、夏目さん」

「おはよう。早いんだな」

「はい。今日から、早く出社しようと思いまして」

　円花は笑って、窓際に置いてある植木鉢に視線を移す。

「もうすぐ、花が咲きそうなので」

「花？」

「はい。誰が置いたのかわからないんですけど、誰も世話してないんですよね」

　そう言って、円花は自分のデスクへ戻る。

「……花が咲くのを見たいから、早く出社するのか？」

　自分のデスクに鞄を置き、夏目はコートを脱ぎながら気づく。円花とはデスクが隣同士なのに、あまり世間話をしたことがなかった。

「そうですね。変、ですか？」

「そんなことはないが……」

　そこで会話は、不自然に途切れてしまった。なにか言ったほうがいいのかと思ったが、話題がない。

　夏目は少し考えたが、やめた。無理して話しかけても、円花に気を遣わせるだけだ。

　それなら、無言のままがいい。

　そう思うことにして、夏目は給湯室へと向かった。




　翌日も、円花は夏目よりも早く出社していた。夏目としては、助かる。

　この時期、無人のオフィスは寒いのだ。円花が先に出社してくれているから、オフィスは暖房が効いていて暖かい。

「おはようございます」

「おはよう。今日も水やりか？」

　見れば、円花の手には昨日と同じようにペットボトルがある。

「はい」

　円花は笑顔で、植木鉢を見ている。

「なんの花が咲くんだ？」

「知りません」

「……知らないのか？」

　てっきり、円花が種を植えたものだと思っていた。

「枯れかけてたので、水をあげ始めたんです」

　そしたら葉が元気になり、定期的に水をやるようになったらしい。今では、蕾も膨らんでいる。

「なんの花ですかね？」

「植物には詳しくないから、なんとも言えないな」

　そしてまた、会話が終わってしまった。本当に短い会話だ。

　夏目はコートを脱ぎ、チラッと円花を見てみる。

　植木鉢を眺める円花は、笑顔だ。そういえば、仕事中はあまり笑わないな。

　仕事に慣れようと必死なのか、円花はいつも険しい顔をしている。

　こうして笑顔の円花を見ると、少しばかり申し訳なく思う。

　もう少し、優しくしたほうがいいのかもしれない、と。




　それから数日後の、クリスマスイヴを明日に控えた社内は、実に楽しげな雰囲気だった。会社の正面ホールには大きなクリスマスツリーが飾られ、明日の社食はクリスマスの限定メニューを出すらしい。

　誰もが明日を心待ちにしている中で、夏目はとうとう、円花を泣かせてしまったのだ。

「……まだ戻ってないのか」

　全員が帰った広報部で、夏目は円花のバッグがまだ置いてあることを知っていた。

　昼間、夏目は自分でも後悔しているのだが、円花を怒鳴った。広報部だけでなく、外の廊下にいる社員にまで聞こえるんじゃないか。そのぐらいの大声で、円花を怒鳴りつけた。倉本たちが心配そうに円花を見ていたが、本人は必死に、泣くのを堪えているように見えた。

　実際、円花は泣かなかった。その場にいた全員が泣くと思っていたのに、彼女は涙を見せなかった。そして、終業時間になるのと同時に、円花は広報部を逃げるように出ていったのだ。

　それから一時間経ったが、円花は今も戻ってきていない。

「優志」

　名前を呼ばれ、夏目はオフィスの入り口を見る。そこには、会社で唯一、自分を下の名前で呼ぶ悪友こと、専務の御堂史誓がいた。

「帰らないのか？」

「……人を待ってる」

「もしかして、お前が泣かせた女子社員か？　噂になってたぞ」

　史誓は茶化すように言っているが、夏目は笑えない。今まで何人も泣かせてきたが、円花は違うのだ。

　円花はずっと、夏目の目を見ていた。自分の失敗も、夏目の怒りもしっかりと受け入れ、理解していた。

　けれど、やっぱり女の子なのだ。あれだけ怒鳴られれば、怖いと思うだろうし、泣きたくなるだろう。それを必死に堪え、自分を叱る上司の目を見ていた。

「飲みに誘いに来たんだが、そんな気分じゃなさそうだな」

「悪いな」

　夏目の沈んだ表情に、史誓はやれやれとため息を漏らす。

「……気になるなら、探しに行ったらどうだ？　多分、女子トイレとかだと思うぞ」

「……あぁ」

　史誓の助言を受けた夏目は、低い声で返事をすると、広報部を出ていく。

「泣かせたのなんて、初めてじゃないだろうに」

　夏目を見送った史誓は、ひとり専務室へ戻ることにした。




　夏目は、広報部があるフロアの女子トイレの前に来ていた。

　女子トイレは一階にもあるし、他の階にもある。だが円花は、ずっと涙を堪えていたのだ。他のフロアではなく、一番近い女子トイレを選んだはずだ。そして、その予想は見事に当たった。

「…………」

　女子トイレの外にまで、円花の泣き声が聞こえる。

　とは言え、大声ではない。声が漏れないよう、必死に押し殺している。

　それが逆に、夏目の心を苦しくさせる。

「八つ当たりだ」

　自分でも、十分理解していた。昇進の件で、周囲からは注目され、期待される。それがプレッシャーで、自分でも知らないうちに、態度に出してしまっていた。気をつけようと思っていたのに、油断してしまったのだ。

　小宮は泣かない。少しくらいキツくても、大丈夫だろう。そう、思ってしまった。

　その結果、円花はこうして、ひとり泣いている。

　小宮は強いわけじゃない。女性なんだ。今さら気づくなんて、遅すぎる。

　怒ったことは、後悔していない。失敗は失敗だ。それをスルーすることは、円花のためにもならない。

　けれど、あんなにもキツい言い方をしなくてもよかっただろう。もっと他に、言い方があったはずだ。夏目は、そのことを反省していた。数日前、気をつけようと思ったばかりなのに。

「……小宮、すまないな」

　本当は、直接会って謝るべきだ。

　でも今は、なにもできない。こうして、泣き声を聞くしかできない。そんな自分が、腹立たしい。

　強いわけじゃない。弱い部分もある。円花はそれを、見せないようにしているだけ。

　夏目は腕を組み、壁に寄りかかる。

　これは、恋なのだろうか？　ひとり泣く彼女を、抱きしめてやりたいと思う。自分が泣かせたくせに、と思うけれど。

　不安そうにこちらを見てくる彼女も、花が咲くからと楽しそうに笑う彼女も、綺麗だと思う。

　だけど自分は、いつ彼女を意識しだしたのだろうか？

　円花の泣き声が聞こえなくなるまで、夏目はずっと考え続けていた。




　翌日のクリスマスイヴ。夏目はいつも通り出社した。

　もしかしたら、円花は休みかもしれない。そんな不安を胸に抱きながら、広報部へ足を踏み入れる。

「おはようございます」

「……おはよう」

　出迎えたのは、先に出社していた円花だった。手にはペットボトルと、携帯を持っている。

「花が咲いたんです」

　にっこり笑って、円花は窓際の花を指差す。携帯で写真を撮ったらしい。

「……綺麗だな」

　咲いていたのは、白い花。

　夏目は、白い花を見つめる円花の横顔を、ジッと見つめる。

　目が赤い。きっと、帰ってからも泣いたのだろう。それなのに、何事もなかったかのような顔で、笑っている。

「そうか。わかった」

「なにがです？」

　独り言と呟いたつもりだったが、円花には聞こえていたらしい。

　夏目は笑って、答える。

「きっかけだよ」

「きっかけ？」

　円花が小首をかしげるが、夏目は晴れやかな笑顔を浮かべていた。

　そう、目の前のコレがきっかけだ。この植木鉢が、君に興味を持たせてくれた。

「窓際の花だ」

「……はぁ？」

　円花は意味がわからないようで、ずっと不思議そうな顔をしていたが、夏目はスッキリとした気分だった。

「コーヒー淹れるけど、飲むか？」

「え？　あ、私が淹れますよ」

　夏目は笑顔のまま、給湯室へ向かう。

　恋をした。人前では涙を見せようとしない、意地っ張りな部下に、自分は恋をしたのだ。

　でも今は、この気持ちを告げないでおく。断られるのは嫌だから。

　この恋は実ってほしい。だから、今は言わない。

　なら、いつ言おうか？

　夏目は楽しそうに、自分を追いかけて給湯室へやって来た円花を見る。

　いつか君に、好きだと言うよ。

　だからそれまでは、君に尊敬される上司でいられるよう、努力する。

　夏目は〝窓際の花〟を、愛おしそうに見つめていた。





ＥＮＤ












あとがき




　初めましての方も、お久しぶりの方も、この度は『スイート・プロポーズ』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　愛無と申します。




　ベリーズブックス『結婚恋愛』からの二作目。こうして再び書籍化のお話をいただけたのも、皆様のおかげだと思っております。

　この作品は、完結に至るまで随分と時間がかかりました。正直、完結できないのではないか、と思った時期もあったほどです。

　と言うのも、私は書き始める際、始まりと最後を決めてから取り掛かる傾向があって、起承転結の〝起〟と〝結〟は決まっていても、その間を繋ぐための〝承〟と〝転〟が滞ることもしばしば。

　ですが、無事完結に至りました。

　あまり派手な展開のある作品ではないと自負しておりますが、強気で意地っ張りな円花、そんな円花を優しく包み込むことができる夏目部長、このふたりの組み合わせは、私自身とても気に入っています。

　こういう男性が実際に自分のそばにいてくれると、いいかもしれませんね。




　最後になりますが、良い機会をくださいましたスターツ出版様をはじめ、担当編集の倉持様、改稿時お世話になりました妹尾様、素敵なイラストを描いてくださった椎名菜奈美様、そして出版に携わっていただいたすべての皆様に、心より感謝致します。

　そして何よりも、この作品を読んでくださったすべての方に、心よりお礼申し上げます。

　皆様に重ねてお礼申し上げますのと同時に、慢心することなく、これからも努力していきたいと思います。

　本当に、ありがとうございました。





愛あい無な
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